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プロローグ








　間もなく日付が変わろうとしている深夜に、サイドテーブルに置いてある電気スタンドが点灯した。閉じた瞼まぶたの裏で明かりを感じると、ベッドがゆっくりと沈み込んだ。ダブルベッドの端に夫が座ったのだろう。

「寝ちゃった？」

　夫の甘い言葉が耳元から聞こえてくる。

寝室のドアが開く音ですでに目が覚めていたが、美み月づきは寝たふりを続けた。ここで素直に目を開ければ、夫婦の営みが始まってしまう。夜はもう更けている。

　夫のスケジュールに合わせて、自分の仕事に支障をきたすような行為はできればしたくない。

　次の日が休みだったなら、夫の希望を受け入れていたかもしれない。だが、あいにく明日は平日だ。

　美月の夫・高たか村むら真まさ希きは二ヶ月にわたる出張を終えて夜に帰宅した。明日になれば、彼はまた違う場所に出張だ。一度出れば、数か月間、真希は自宅に帰ってこない。

そんな生活環境で世間一般の入籍して一年が過ぎる夫婦なら、お互いを想う熱い気持ちはいまだ冷めていないだろう。夜の誘いを匂わす言葉かけに、寝たふりはしないはず。むしろ久しぶりの行為に喜び、起きていたかもしれない。

　残念ながら、美月には訳が合って彼に尽くしたい気持ちが、結婚して一年たってもまだ芽生えていない。相手を想う熱い気持ちよりも、自分の明日の仕事を優先したい。

　彼が家で過ごすのは珍しい。だから妻としての務めを果たさなくてはいけない、とは頭ではわかっているが、行動へと移したくないと思う心もあった。

「おいしい夕食をありがとう」

　寝たふりを続ける美月の耳元で、真希が優しい低音ボイスで囁いた。

（……え？）

　彼の温かみのある声が聴けるのは珍しい……と思う。

　夕食を「おいしい」と言われたのも、「ありがとう」と言われたのも初めてだ。遅くに帰宅して、無言で淡々とご飯を食べた後に風呂に入る。サッと浴びて出てきた彼は、眠りに入ろうとしている美月の身体を「しばらく会えないから」とセックスへと導くのがいつもの流れだ。

　美月は真希に背を向けて寝ていたが、驚きで思わず振り返っていた。布団に足を入れて、横になろうとしていた真希とばっちり目が合う。

　夫婦お揃いで買った紺色のパジャマに身を包み、洗いざらしの前髪から見える切れ長の目で美月を捉えられて、ドキリと胸が高鳴った。

　次に予想される行為が苦手で、できれば回避したいはずなのに、彼の整った精せい悍かんな顔を見てしまうとなぜか胸が高揚してしまう。

　彼は嬉しそうに微笑むと、「やっぱり起きてた」と呟いた。

「真希さんが話しかけるから……目が、覚めたの」

「美月の足が冷たい。寒い？」

「いえ……大丈夫、です」 

　冷え性なだけ。

　背を向けたままでいる美月の足先に、湯上りの真希の温かい足が絡み付いてきた。布団の中にある足はそれほど冷たくないはずだが、お風呂で温まった彼の足からしたら体温が低いように感じるのだろう。

　ぎゅうっと後ろから優しい温もりで包み込まれた。ボディソープの花の香りが鼻び孔こうをくすぐる。美月の顔の前に彼の手がくると、指に視線がいった。

「……どうして結婚指輪を？　しない約束じゃ……」

「ああ、家だから。約束はちゃんと守ってるよ。仕事中は付けてない」

　真希と美月の結婚は内緒にしている。だから指輪はつけていない約束のはずなのに……。彼の薬指についているシンプルな結婚指輪を、美月は指先でなぞった。

『あの、お願いがあるんです。会社には私と結婚をしているって言わないでほしいんです』

　たった数十分の見合いで決まった結婚だった。入籍するときに、美月が頭を下げると、真希が「わかった」と冷たく返事をしていたのを覚えている。

　彼の業務的に応じる態度で、美月に向ける感情に恋愛的なものは一ミリもないと伝わった。

　美月と真希は勤務先の会社が同じだ。御曹司である彼と結婚した相手が、一般社員の女性だと知られたら噂になる。陰でコソコソと言われるのが嫌で、美月は真希との結婚は内緒にしてほしいと頼んでいた。

「美月、いい？」

「え？」

「明日から出張でまた家をあけるから。その前に美月を抱きたい」

「……はい」

（ずるい。直接言われたら、断れないのを知ってて……聞いてくるなんて）

　だめだと拒否していいのなら、翌日の仕事を考えて美月は断っている。妻だけど、お互いに恋愛感情があって結婚したわけじゃない。

　立場も同等じゃない。

　美月のほうが弱い。大企業の社長の息子である彼に逆らえない。

　逆らって真希の機嫌を損ねてしまったら……美月の夢も、両親の夢も途絶えてしまうだろう。

　ずっと辛い思いをしてきた『父のため』に、美月は夫の要望を己の気持ちに反していても受け入れる。

　真希の手が動き、布団の中へと入っていく。美月のパジャマのボタンを上から順に外していき、三つ目のところで手を止めた。

「明日も美月は仕事があるだろ？　無理はさせないから」

　耳朶にキスをしながら、気を遣う言葉を彼は囁く。手はパジャマの中へと侵入し、二つの膨らみを優しく揉んだ。

　どうして真希は、契約のために結婚した妻を、帰宅のたびに抱くのだろうか。

　彼に恋愛感情がないのは、見合いのときにすでにわかっている。結婚してから、恋や愛が芽生えるほどの接点があったとは思えない。

　彼の恰好良さと、御曹司という立場なら言い寄ってくる女性は星の数ほどいるはずだ。

（性欲処理のため？　子供を作りたい？　外で遊ぶのが嫌い？）

　お互いの両親に不仲と悟られないようにするための社交辞令的なセックスかもしれない。

　二カ月の出張中に、真希がどんな生活をしているかは美月にはわからない。もっと言えば、結婚前に付き合っていた女性がいたかすらも、知らないのだ。

　浮気相手がいるかもしれないし、いないかもしれない。考えだすと底なし沼に落ちていくように、嫌な考えしか巡らなくなる。

「ん、んぅ」

　漏らすつもりはない甘い吐息が、小さく出てしまう。まだ慣れていない夜の行為だが、確実に快楽を身体が覚えていっている。

　真希が美月を抱く理由を考えると、心は果てしなく空しい世界に落ちていくのに、身体は反対に覚えた快楽を求めて熱くなっていく。

　胸を弄る真希の指に、意識が集中していく。指先で先端を弾かれると、甘い声とともに身体が跳ねた。

「乳首、固くなってきた」

「……言わない、で」

「可愛い」

（思ってもないくせに）

　可愛い女じゃないのは、美月が一番わかっている。顔の造形も、性格も可愛くない。素直になれず、甘えられずに人生のチャンスを幾度も逃してきた。

　だからこそ、今回掴んだチャンスを絶対に手放したくない。

「んんぅ」

「声、我慢しないで」

「やっ……」

　はしたない声はあげられない。

　胸の弱い箇所をしばらく弄ったあと、真希の手がお腹をなぞって下に向かう。が、一度手が美月の身体から離れると、掛け布団をはがされた。

「寒かったら言って。暖房をいれるから」

　寒くない。むしろ暑いくらいだ。

　美月の後ろで抱きついていた真希が身体を起こすと、布団を足元で三つ折りにした。横向きになって寝ている美月のズボンのゴムに指をかけると、慣れた手つきで脱がされた。下着もズボンと一緒に持っていかれ、床の下に落とされる。

　美月の膝裏を掴み、大きく股を開かされると茂みの奥を指で確認された。

（恥ずかしい）

　下腹部の奥の熱を確かめられるように指が触れるのが、一番羞恥心をくすぐられる。真希には何度か見られている箇所だが、まだ慣れない。

「濡れてる。良かった」

　指先が蜜口をなぞると、クチュと甘い音が鳴る。美月のお腹の奥が、疼きだす。焦らすように入り口で円を描く指を、セックスをしたくないと思っていた美月の気持ちとは裏腹に、奥に入れてほしい、と願ってしまう。

「もう入れるね」

　真希がズボンを少しだけ脱ぐと、サイドテーブルに置いてあるおしゃれな木彫りの箱に手を伸ばした。

　コンドームを一つ取り出して、すでにいきり立っている熱に装着する。

「たぶん、もう痛くないとは思うけど。久しぶりだから、痛みを感じたら言って」

　美月にとって、初めての男は真希だった。入籍した夜に処女膜を破り、痛みにこらえてのセックスを彼はまだ気にしているのだろうか。

　今夜と同じように、お互いに翌日の仕事を控えていた。時間をかけずに夫婦の営みをしようとした結果、ただただ痛いだけの性交渉で終わった。

　二回、三回と回数を重ねていくうちに、慣れていったが……美月はセックスで気持ちよくて身体が動けなくなる……というような経験はしていない。

　愛がない夫婦だからなのか。経験不足からきているのか、わからない。これから先も、美月から「セックスがしたい」と思うような感情が沸く日が訪れるのかは疑問だ。

　弱い箇所を触られれば、くすぐったいような気持ちいい感覚はある。が、友人たちの話に聞くようなセックスを通して、快楽に溺れている感はない。

（く、苦しっ）

　大きく熱をもった塊かたまりが、美月のナカを貫くように侵入してくる。慣れてきたとはいえ、挿入していくる際のゾクゾクと込み上げてくる不慣れな体感から、上へと移動して逃げようとする。

　美月の逃げる腰を真希にしっかりと両手でホールドされると、ゆっくりと膣内をかき混ぜてきた。

「ん、ん、あっ」

「やっぱり少し、きついね」

「大丈夫、です」

「無理して、ほしくない……けど、俺がもたないかも」

　ふうっと真希が深呼吸をしてから、困った表情の笑みを浮かべた。

「美月のナカは気持ちがいい」

　徐々に律動が早まっていく。彼のカタチに慣れてきたばかりの蜜筒が、激しく擦られる。ぐちゅぐちゅと激しい水音が寝室に響き、腰が奥まで打ち付けられる音も追加された。

「ん、あっ、ああっ、んぅ」

（奥がジンジンする）

　美月はもっと奥を刺激してほしいような気がしてくる。

（もっと……）

「……ああ、くぅ」

　奥の疼きが治まらないまま、真希の熱が最奥で放たれた。

　美月の願いはむなしく、真希には伝わらなかった。激しく乱れた呼吸を繰り返す真希と、性欲のスイッチだけ入れられてお腹の奥に熱が居残る美月の温度差に、虚無を感じた。





※※※






　カーテンの隙間から太陽の明かりがさし込み始め、美月は飛び起きた。床に落ちたままになっている下着とパジャマのズボンを見て、美月は情事を終えたままの状態で寝落ちしたのだと理解する。

（今、何時だろう）

　枕元に置いてあるスマホを掴んで画面をつけた。六時半すぎだとわかると、すでにひんやりと冷たいシーツに手の平を這わせた。

「もう……いない」

（いつ、起きたんだろう？）

　ベッドから出ると、寝室のドアを開けて廊下に顔を出した。

　家の中はシンと静まり返っている。自分以外の誰かがいるようには感じない。人ひと気けのない家を確認して、美月は寝室のドアを静かに閉めた。

　結婚してから一度も、忙しい真希の出勤時間に合わせて、「行ってらっしゃい」を言っていない。

　妻として夫の出勤時には、玄関でお見送りするものだと思っていた美月はまるで『妻失格』なのでは、と不安になる。結婚してすぐのころに「見送りはいらない」と真希に言われた。自分の出勤時に合わせて起きればいい、と。

　真希と美月の感覚や価値観が違うのかもしれない。美月の母は、必ず仕事に行く父の背中を見送っていた。

　そんな母の隣で、美月も父に「行ってらっしゃい」と手を振り続けてきた。夫婦とはそういうものだと思っていたが、真希は美月の思う夫婦像を求めていないのかもしれない。

　日々の仕事の疲労が蓄積して、早起きができない自分が悪いのはわかっている。

　胸の奥に重くのしかかる黒い塊を隠すように、美月は大きく息を吸ってゆっくりと吐き出した。

「さ、着替えよう！」

　沈みそうになる気持ちを、切り替えようと美月は顔をあげてクローゼットを開けた。

　ゴトゴトンと物が大量に落ちてきて、足元の床が一瞬で見えなくなる。

（あ……急いで隠したんだった）

　真希の帰宅に合わせて、徐々に片づけをしようとしたが間に合わずに、クローゼットに押し込んだ私物が纏めて落ちてきたのだ。

　夫の見送りもできず、片付けもできない自分に自己嫌悪してしまう。

（きっと……もっと上手にできる方法はあるはずなのに。仕事と違って、なんで家事は全然上手くできないんだろう）

　片付けられない女代表と言わんばかりに、美月は家事能力が著しく欠落している。片付けや掃除を特集している雑誌を買ってきて、試してみても、保っていられるのはせいぜい三日程度だ。

　片付けができない女だと真希に知られてしまったら、契約結婚を破棄されてしまうかもしれない不安に襲われる。

「どうして私は……って！　こんなことしてる場合じゃない！　仕事だ。遅刻しちゃう。急げ、私！」

　物が散乱して、閉められなくなったクローゼットの扉を半開きのままにして美月はスーツを取り出し、着替えはじめた。
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「やばい、やばい、やばい」

　美月は会社の廊下でヒールをかき鳴らして走る。思わず、心の声が口から洩れてしまったのは、焦りからだろう。

　就業時間を過ぎたときは、切りのいいところまで仕事をしたら、早々に切り上げて帰ろうと思っていた。

　空からになっているマグカップを片手に美月は、フロアで共有して使っている給湯室に駆け込んだ。

（急げ！）

　腕についている時計をちらっと目視して、予想以上に過ぎている時間に焦る心がさらに加速していった。時計の針はすでに午後八時をさしている。

　デスクの上を片づけて、急いで帰宅しても家に着くのは八時半を回ってしまう。

（仕事に夢中になると時間を忘れちゃう癖をどうにかしないと！）

　今日は絶対に、残業をせずに帰ると固く誓って出社したのに、すでに就業時間を終えて一時間半を過ぎている。

（もう、自分のばか！）

　今夜は二ヶ月ぶりに真希が帰宅する日だ。今回こそは、完璧に家を片付けた状態で帰りを待つ自分のシミュレーションはできていた。

　理想は、脳内で鮮明なカラーで思い描けているのだが、現実はその対極にあった。寝に帰るだけの家とまではいかないが、それに近い生活をしていた。

　片づけが苦手な性分なうえに、仕事で疲れた身体では家事にまで回せる余力が残ってなかった。「明日やろう」とか「週末にやろう」と後回しにしてきた。

　気が付けば、あれよあれよという間に日付だけが過ぎていき、今日を迎える。

　お互いの仕事のために結婚した。いくらビジネス重視の婚姻関係だったとしても、最低限の家事さえもできない女との生活に嫌になって破棄される場合もある。

（今までの私、もうちょっと片づけを頑張れたんじゃない？）

　もっとできたはず。頑張れたはず、と後悔しても後の祭りだ。今からでも、きっと間に合うはずだ、と己の心を鼓舞して一秒でも早く帰宅できるように、帰りの準備を整えていくだけ。

（頑張れ、自分）

　出張の日はいつも午後十時過ぎに真希が帰ってくる。今夜だって同じような時間になるはずだ。今から帰ったとしても、一時間半は自分に猶予が残されている。

　九十分あるなら、根本的な片づけはできないとしても、その場しのぎのそれっぽい部屋にはできるはずだ。

　よし、と己に気合を入れると小さく頷いた。

「おっ？　鈴すず谷や、お疲れ」

「石いし井いくん、お疲れ様」

　焦る気持ちを拭い去れずに、少々早口になってしまった。

仕事を終えて同僚の石井が帰る途中なのか、鞄を持って給湯室に足を踏み入れてきた。美月は洗い物の手を止めずに、振り返ると作り笑顔をみせる。

　今、美月が抱いている感情のままで振り返っていたら、たぶん鬼のような形相ぎょうそうだろうから。口角をあげて機嫌がいいような表情を作る。社会人になって身につけた技だ。

「なに、鈴谷も帰る？　一杯、どうだ？　飯、奢るぜ」

「ああ、ごめん。今日はちょっと」

（家に帰って掃除して夕飯を作らないと！）

　真希が出張中であれば、ほかの同期も誘って飲み会をしていた。夕飯を作る手間がなくなり、楽ができると喜んでいただろうが、今日はそれどころじゃない。

　一秒でも早く帰りたい気持ちから、美月は同期からの誘いでさえ億おっ劫くうに感じてしまった。

「そっか。残念……そういえば、なあ、知ってる？　あいつ、しばらく本社勤務になるらしいぜ」

「あいつって？」

「高たか村むら課長だよ」

「そ、そうなんだ」

（次の出張まで、期間はあくっていうメッセージがあった。しばらくってどれくらいの間なんだろう？）

　一週間前に届いたメッセージの内容を思い出した。一方的に送られてくる業務連絡のような言葉に、美月はいつも「わかりました」としか返事していない。

　質問や疑問を返して「面倒くさい女だ」と思われるのが嫌だった。聞いても素っ気ない対応をされるのが目に見えている。

　夜遅くに帰ってきて、朝早くに次の出張に出ていってしまう真希だ。お互いに会話らしい会話すらしないのに、聞く必要もないなと思ってしまう。

　今日彼が帰宅したら、出張には行かずにしばらくは家に帰ってくる生活になる。だからこそ、雑誌にあるような綺麗できちんと片付けられた部屋づくりをしなくてはと思っていた。

　家に毎日帰ってくる生活になるのならボロがすぐに出てしまうから。今までのような片付けではなくて、『完璧』を目指していた。

　脳内だけでしか、片付けられてないけれど。リアルな現状は、思い出すだけでげんなりした。

「はあ、明日から息苦しい毎日になる」

「石井君は高村課長が直属の上司だもんね」

「社長の息子だからって、自分勝手で我がままなんだよ。無理難題しか押し付けてこないし、できないとネチネチと文句言ってくるし……明日から、マジで憂鬱だよ。だからさ、鈴谷……一杯だけでいいから今夜、付き合ってよ」

「付き合ってあげたいけど……予定があって、ごめんね」

「ええ？」

「後日付き合うから。本当に、今日はごめん！」

　洗い終わったマグカップを軽く水をきって、ハンドタオルでマグカップを包みこむと振り返った。不満そうな表情で石井が立っている。

「そんな顔しても、予定は変えられないから！」

「ケチ」

「今日はほかの同期たちに声をかけて！」

　石井が『ちぇ』と唇を尖らせて、残念そうな仕草を見せつけてくる。美月は彼の姿を横目で捉えつつ、給湯室を後にした。

　どうしても美月でなければ……というわけでもないだろう。本社に勤めている同期は他にもいる。声をかければ、今からでも一人や二人はつかまるはずだ。今夜は美月以外の人と飲んで楽しんできてほしい。

（帰って家の掃除をしなくちゃ！）

　掃除だけではない。夕食の準備もあると気づき、さらなるミッションの重みに心が漬物石のように重くなった。





※※※






　家に帰宅したら、まずはリビングやダイニングに脱ぎ散らかしている服を、一時的にクローゼットに隠して、テーブルに放置したままの郵便物とちらしを仕分けして、捨てる物は捨てて、あとは納なん戸どに隠す。それから掃除機をかけて、洗い物が溜まっているシンクを片付けてから夕飯を作る。

　完璧なシミュレーションが脳内で組み立てられる。だいたいの時間を見積もって一時間あれば、きっとそれなりに片づけられた室内になるだろう。

　あとは、真希が風呂に入っている間に、クローゼット内に隠したものを整理できれば大丈夫なはずだ。

（……って、寝室が起きた時のまんまだ！）

　布団から抜け出したままの状態で放置した記憶が蘇る。乱れた布団に、脱ぎ捨てたパジャマが放り投げてある。

　寝る間際までスマホを見ていたくて枕元にまで伸びている充電コードも出しっぱなしだ。

　脳内で組み立てたタイムスケジュールのどこに、寝室の片付けとベッドメイキングを入れるとより効率的に動けるか、美月は玄関に鍵を差し込み、捻りながら思考を巡らせた。

　服を隠すためにクローゼットに行ったときに、ついでに寝室を片付けるのが要領よく動ける。

　脳内で組み立てられた行動のアップデートを済ませると、気合い入れるために強く頷きながらドアを引いた。

　パッと明るくなる玄関のサーチライトに照らされた黒光りする靴が視界に入る。目にしてはいけないものを視界に入れて、美月の思考がフリーズしたパソコンのように停止した。

（……え？）

　踵が揃えられた男性物の革靴がある。小学校で学んだ型通りの綺麗な脱ぎ方だ。しかも前日に美月が履いていたヒールも隣に同じように揃えられ、並んでいた。朝は、片方がひっくり返った状態だったのに。昨日、帰宅の際になかなか抜けずに足を振りながら脱いだら、着地の際に靴底が上になった。疲れているし、直すのが面倒でそのまま家にあがったのを思い出して、美月の頭から急激に体温が低下していった。

（ヤバい……どうしよう）

　男物の革靴は真希だ。脱ぎっぱなしになっていたヒールを帰宅の際に整えてくれたのだろう。

（帰って、きて、る）

　同期の石井の言葉が脳裏を掠めていく。

　確か、無理難題を押し付けて、できないとネチネチと文句を言うと石井が言っていた言葉を思い出す。きっと部屋の状況を見たら、罵ば詈り雑ぞう言ごんしか出てこないはず。

　片付けのスペシャリストになった気分で帰宅した心はすっかり消え去り、心の扉をしっかりと閉じて鍵を閉めた。怒られても怒鳴られても、己の一番大事な何かを壊さない準備をする。

　帰ってからのシミュレーションを白紙に戻して、きっと居間で怒っている真希の顔を想像し、ひたすら謝る覚悟を決めた。

　片づけを後回しにしてしまった過去の自分を責めつつ、例え残業せずに帰宅していたとしても片付けが間に合ったかどうかわからないと今にも落ちてしまいそうなメンタルを慰める。どっちに転んでいたとしても、きっと今日は、美月が片付けられない女だと真希に知られてしまう日だったのだ。と、この場から逃げ出したくなる気持ちに喝を入れて歩を進めた。

　いつもの二倍、三倍も重く感じる居間へのドアを開けると、スーツ姿で真希が立っていた。腕にはソファで脱いだままで放置していたブラウスがかかっていた。

　美月がやれなかった片づけを、出張から帰宅したままの恰好で、真希がしている。

　怖くて美月は真希の顔を見られないが、きっと怒っているに違いない。

「あ……あの」

（腕に！　私の服が！）

　玄関で感じた体温の低下がさらに悪化した。身体が凍ってしまったのではないかと思うくらいの寒気と同時に、手足が固まった。

（どうしよう）

「美月、おかえり」

「ごめんなさい……私、あの……えっと」

　美月は居間の入り口で頭をさげて、自分の足先をじっと見つめた。顔をあげるのが怖い。目に映る真希の黒ソックスから怒りが滲み出ているような気さえする。

　肩幅に開いた彼の足に焦点を合わせると、美月は苦しくなる胸に深呼吸をして酸素を送り込んだ。

（片付けられない言い訳が仕事だったとは言いたくない）

　総務課の美月は、営業課の真希に比べたら激務ではない。仕事で忙しくて掃除を疎かにしていました……は言い訳にはならない。

　美月よりも忙しく、家に寝に帰るだけの人でも片付けられる人は大勢いるだろう。仕事も主婦の仕事も完璧にこなしている女性はいる。

　日々の「面倒くさい」という感情が招いた結果が、今の現状だ。怠惰な感情に流されずに、自分を律して生活をしていれば、出張から帰宅したばかりの夫が脱ぎ散らかした妻の服を腕にかけて掃除をしていなかった。

　後悔先に立たず。

　片付けられなかった美月が悪い。掃除ができなかった己がいけない。

（服……そうだ、服だ）

　美月はハッとして、頭をさげたまま固まっていた身体に「動け」と指令を出して真希の立っているソファの背面へと駆け出した。

（じっと頭を下げてても、何も解決しないじゃん）

　真希から次の言葉を聞くのが怖い。「大丈夫だよ」なんて甘い言葉が降ってくるはずがない。

　自分ができる最善の選択は、真希が帰ってくる前にしておくべき片づけを今からでもすることだ。

「ご、ごめんなさい！　洗濯しますね。ああ、あと掃除機もすぐにかけます。夕飯もすぐに作りますから」

　動かずに立っている真希の腕から服を奪い取った。一気に低下した体温が急上昇していくのを感じた。できない自分をさらけ出してしまった恥が、体内を駆け巡る血液に油を注がれたように熱く燃え上がる。

　いまだ真希の顔が怖くて見られない美月は、腰を低くしたまま室内を動き回る。脳内でいち早く動ける段取りを組み立てながら、ブツブツと計算が口から漏れてしまう。

　美月の威圧に驚いたのか、真希が直立不動のまま「ふう」と息を吐きだすのが聞こえた。

（どうしよう、きっと呆れられてる！）

「『すぐ』って、帰ってきたばかりなのに。――美月、おかえり」

「『すぐ』って言ったら……『すぐ』ですから。真希さんがソファで座って待っていてください」

　美月は彼から奪った服を床に放り投げると、真希の広い背中を押して無理やりソファに座らせた。

　大きな身体がソファに座ると、立ち去ろうとする美月の手首を掴んできた。整った顔がにっこりと笑みを浮かべて、美月の手を優しく包み込んだ。

（あれ？　笑ってる？　怒ってないの？）

「美月、おかえり」

「……ハイ。ただいま、です。真希さんこそ……出張お疲れさまでした」

（そういえば私、「ただいま」すら言えていなかった……）

「美月もお疲れ様。少し休もうか、一緒に」

　優しく包まれている手をグイっと引っ張られて、美月はバランスを崩しながらソファに倒れ込んだ。

（え？　ちょっと！　洗濯器を回して、掃除機をかけて夕飯を作らないとなのに）

　お姫様抱っこされるように、ソファの上で横抱きされた美月は動きを封じられてしまった。起き上がりたいのに、しっかりとホールドされてしまい、起き上がれない。

「あの、私……帰宅したばかりですから」

「うん、俺も」

「あ、えっと……だから、家事をしないと、なので」

「今日の夕飯は宅配にしようか。今流行のアプリを登録して、近所の店のお持ち帰り商品を届けてくれるやつ。気になってたんだよね。せっかくだから……」

　真希がスーツの胸ポケットからスマホを出してきた。抱きしめている美月の拘束が緩む。

「大丈夫です！　私、作れますから。夕食の材料は昨日のうちに買ってあります」

（できない女だと思われている。ダメな人間だって、呆れられてる）

　かといって、できる女かと問われても、結果は「できない女」なのだが。まだ知られたくなかった。というか、ずっと知られたくなかった。

　一緒に暮らしているうちにいつかは、知られてしまう。それが今日だった。普通の夫婦なら長い結婚生活の上で、早い時期に苦手な部分をさらけ出せて良かったのかもしれない……が、美月の結婚は、普通とは違う。利害関係のある夫婦だ。

（……離婚原因にされたら困る）

　大きなメリットがあるのは、美月側であって、真希側にとったら離婚してビジネス関係が解かれたとしても、美月の代わりになるビジネスパートナーはたくさんいる。

　なにがあろうとも完璧に家事をこなし、仕事もこなしていかなければ、美月に未来はない。

　真希の緩んだ手から、美月は抜け出ると、さきほど放り投げた服を拾いに行く。腕の中で抱え込むと、真希に振り返って頭を下げた。

「真希さんの帰宅に合わせて、準備が整ってなくて申し訳ありません。すぐにやりますから」

（頑張らなきゃ、もっと……）

「どうして？　謝る必要はないよ」

　顔を上げると、真希が不思議そうな顔をして美月を見つめていた。

「……え、あ……できて、ない、から？」

「残業して帰ってきたんだから、今夜は宅配にしない？　それとも近くのレストランで……」

「だめです！　大丈夫です。できます」

　即答する美月に、真希がプッと吹き出すと肩を揺らして笑い出した。

「美月、ここは職場じゃないんだよ？　頑張りすぎ」

（頑張りすぎ？　なんでそんなことを言うの？　片付けも掃除もできていないんだよ？）

「いえ、私はもっと頑張らないといけないんです」

「どうして？」

「だから……いえ、なんというか、それが、主婦だと思うので」

　離婚されないために……と言いだしそうになり、慌てて言葉を濁した。

「じゃあ、『主しゅ夫ふ』である俺は、美月が洗濯と夕食作りをしている間に、掃除をしようかな」

「ちょ、ちょ、ちょ」

　手に持っていたスマホを胸ポケットにしまった真希が、ソファから立った。充電式の掃除機が置いてあるダイニングの隅に視線が動いた。

　一歩前に足が出される前に、美月は慌てて真希の前に出て胸を押した。

「真希さんは出張から帰ってきたばかりなんだから、ソファに座っててください」

「なんで？」

「お疲れでしょう？」

「美月だって」

「私は主婦ですから」

「なら俺も主夫だろ？」

「……はい？」

　真希の突飛な発言に、美月の思考が一時ストップした。

（この人は何を言おうとしているのだろうか？）

「真希さん、怒ってないんですか？」

「怒ってないよ」

「呆れてないんですか？」

「呆れる？　どうしてそう思うの？」

「私より先に帰宅して、片付けができていない散乱した家を見たんですよね？」

「見たよ。本来の美月の姿が垣間見れて嬉しかった」

　にっこりと微笑む彼の顔は、幸せそうで怒りの色はなかった。

（嬉しかった？　怒ってないの？）

「……えっ、と」

　言葉を失う。

　満面の笑みで立っている真希の姿に、どう返答したらいいのかわからなくなった。

（私が知っている高村課長像とは違う）

　自分勝手で我がまま、気に入らないとネチネチと怒る人だと認識していた。彼とは一緒に仕事をした経験がないから、人づてでの印象だけだ。

　同期同士で飲むと、たいてい真希の話題があがる。社長の息子で、売り上げが低迷しているホテルに赴き、最低で二カ月、最高でも四カ月以内には売り上げを赤字から黒字にして結果を残す人で有名だ。

　基本は本社勤務となっている真希だが、ほぼ本社にはおらず地方のホテルでの社員教育や事業改革に力を入れているらしい。

　美月が見たわけでもないし、仕事として関わったわけではないから詳しくはわからない。

風の噂で耳にした程度だ。

　きちんと結果を残す人だから、自分にも他人にも厳しい人だと思い込んでいた。それに加えて、同期や周りの人からの評価を聞いて、勝手に凶悪なイメージを作り上げていた。

　会社のための結婚であり、彼には恋愛感情はないと決めつけて知ろうとはしなかった。美月自身も、結婚生活を円満なものにしようと思う気持ちよりも、家事ができない自分が嫌われないようにするのに必死で、彼の姿を見ようとはしなかった。

「あの……一ついいですか？　私は主婦ですが、真希さんも『主夫』ってどういう意味なのでしょうか？」

「『主婦』って、一家の家事の切り盛りをする女性のことを言うんだよ。うちは夫婦共働きだろ？　家事だって共働きにすべきだろ？　だから俺も美月と同じように『主夫』だ。俺は一年のほとんどが出張でいないから、完全に分担にできずに、美月に甘えっぱなしで偉そうな発言はできないけど」

　ははっと気まずそうな笑みを浮かべた。

「……でも、こういうのは女性が……やる、べき……で、私は家事が苦手で」

「俺も苦手」

「それは真希さんが男性だから」

「美月、今は分業制じゃない。男が外に出て働き、女性が家を守るという時代はとうに終わったんだよ。男女共に外に出て仕事するんだ。家のことだって一緒にやってしかるべきだろ？　って俺はまだ結果を出せてない。男だから、女だからっていうのはもう関係ないんだよ」

「片付けも下手だし」

「俺も気をつけないと片すの忘れるよ。それにね……美月が私物を広げられるほど安心している家ってことだから、全然構わないよ。これからは一緒に、片付けもやっていこう」

　真希の言葉に、今まで緊張していた美月の身体の力がスッと抜けていく。手に持っていた洗濯物を落としてしまい、「あっ」と声が零れた。

「美月は頑張り過ぎなんだよ」

「……あ、ありがとうございます」

　ぎゅうっと抱きしめられて、真希の優しさに触れて美月は思わず涙が零れた。

　女は仕事も家事もできて当たり前。できないなら、結婚と同時にフルタイムから時間制にかえて家事を中心軸にして生きていかなければいけないという固定観念があった。

　男性はそう考えていると思っていたし、世間もそれが当然だと認識している、と。就職したまま、結婚後もそのまま働けている女性は、家事もこなせているのだ。

　できない自分もいつかは一線の仕事から身を退かなければ、と不安だった。引け目を感じていた。

　真希の腕が緩むと、美月は半歩下がった。目から溢れて頬を伝った涙を拭くと、彼に感謝の気持ちを込めて笑みを見せた。

「ん？　美月、泣いているの？」

「あ……えっと、嬉しくて、涙が」

「もっと早くに話し合っておけば良かったな。ごめん、気づけなくて」

　とりあえず、と言葉にして、真希が床に落ちた洗濯物を拾ってくれる。洗濯籠にいれてくるからソファに座っててと告げられて、洗面所の方へと行かれてしまった。

　呼び止める隙も与えられずに、真希が一度、居間を出ていく。美月は大人しく言われたとおりに、ソファに腰を落として、濡れた頬を指でぬぐった。

　泣くつもりなんてなかった。家事に女も男もないと言ってくれ、さらに『頑張りすぎ』というあたたかい言葉が、胸に沁みて自然と涙が溢れていた。

　理解しようとしてくれている。今の自分を受け入れてくれている。

　真希の夫としての優しさと懐の大きさに、美月は心打たれた。

（私は噂に踊らされているだけで、真希さんの本質を見ようとしてなかったのかも）

　彼の周りにいる人間たちからの評価と噂だけで構成された色眼鏡を通して、真希を見ていた。

　彼は美月の真の姿を見ても引かないでいてくれた。美月は、彼の本質を見ようともせず、理解しようともしなかった失礼な己を恥じた。

「思ったんだけど、お互いに家事が苦手なら、いっそ家事代行サービスに……」

「だめ！」

（誰かに頼むなんて、ますますだめな主婦になってしまう）

　美月は勢いよく立ち上がると、首を左右に激しく振って拒否の姿勢を見せた。

「ん？」

「あっ、ごめんなさい。なんていうか……その、家族以外の人に頼るのは、本当にだめな人間になってしまうような気がして……怖い」

「わかった。そしたら一緒に分担で家事をやっていこうか。ただ家事代行っていう案もあるよってだけは、覚えていてほしいな。無理して体調を壊したり、頑張りすぎて美月から笑顔がなくなるのは嫌だから」

「……はい」

（笑顔がなくなる？）

　どういうことだろう。

　片付けをしなければと思いながら帰ってきた今日の美月の顔は、切羽詰まっていてひどい表情をしていたのだろうか。

　約束な、と真希に笑顔で言われて、美月は小さく頷いた。





※※※






　結局、夕食は宅配ピザにした。夕飯が届くまでに洗濯とキッチンの片づけを美月がして、部屋の掃除を真希が担当した。

　ピザが届くまでの二十分の間に、部屋はすっかり綺麗に片づけられた。ご飯を食べ終わったら、美月が洗濯物を干して、その間に真希がお風呂の準備をする予定でいる。

　二人で一緒にやる家事は、一人でやるよりもスピーディにできた気がした。短時間でかつ、集中できた。なによりも、「面倒くさい」とか「やりたくない」といった感情が顔を出さなかった。

「そうだ。明日から新しいプロジェクトを立ち上げることになった。辞令は明日、実際にチームを組んで動き出すのは一週間後だ。それまでに引継ぎをしてほしい」

　ピザを一切れ食べ終えた真希が目を見開くと、言い忘れていたのを思い出したように、話し出した。

　真希の今後の仕事の予定を話しているのだと思っていた美月は、彼の「引継ぎをしてほしい」という語尾にピザを食べる手を止めた。

「私が……ですか？」

「美月がいなければ、プロジェクトの意味がない」

（私がいなければ？　え？　なんだろう）

「あっ！　父の化粧品とタイアップのプロジェクトですか？」

「ああ、やっと形になった。社長の許可も得たし、企画書の決済も降りた。明日出勤したら、辞令が届くはずだ。午後には顔合わせがあるから、都合をつけて出席してくれ」

「わかりました。ありがとうございます。もっと先の未来だと思ってました。こんなに早く……」

「え？　あ、ああ。俺は遅いくらいだと思ってた。美月との結婚を決まってからすぐに動き出したんだが、出張の合間を縫って、上層部が納得できるだけの材料を集めて資料を作り、了承を得るまでに時間がかかってしまった」

「嬉しいです。ありがとうございます」

　美月は手に持っているピザを皿の上に置くと、感謝の気持ちを込めて席を立ち丁寧に頭をさげた。

　こんなにも早くプロジェクトを立ち上げてくれたのかという驚きから、じわりじわりと胸の奥に喜びが広がっていく。

　一人でいたらきっと「やった！」と、ガッツポーズの一つでもしていたかもしれない。目の前には上司でもある夫がいると思うと、少女のような喜びを身体で表現するには、恥ずかしさが残った。

（ああ、どうしよう。顔が勝手に緩んでしまう）

　美月の父は有名な化粧品会社で、働く研究員だった。日々、肌に良い化粧品の開発に力を注いでいた……が、よりよい化粧品を作り出したい父親と売れるための化粧品を求める会社との差が生じて、揉めに揉めた末に退職した。独立した父は作りたい化粧品を作ったが、大手の化粧品会社からの圧力から市場に出せず、母の経営するエステでの取り扱いのみとなった。

　とても肌にいいものなのに、多くの人の手に渡らないのが現状だ。美月は一人でも多くの肌に困っている女性にお届けできるように、社会で勉強を積もうとホテル業界で長く王座に君臨している真希の父の会社に入社した。

　父と母の結晶が、広く世の中に知れ渡るように、勉強したい。企業努力を参考にするために美月は日々、頑張っている。

　まさか真希とお見合いをして、結婚することで父の夢が予想以上に早く叶うとは、一年前の美月には予想もしていなかった。

　人の縁とは不思議だ。真希の父と、美月の父が同じ企業セミナーで知り合い、意気投合した。その場には真希も一緒に同行していたらしいが、美月は詳しくは知らない。美月が就職した会社が真希の会社と知り、何かの縁だと盛り上がる父たちに真希も同意し、お見合いが決まった。

　あとで父親から話を聞かされたときは、酔っぱらいの妄想だと思った。同じ講習は受けて知り合いにはなった。こういうふうになったらいいなあ、という父の強い願望ゆえに酒に飲まれて夢でも見たのだろう、と。

（まさか現実で、本当に結婚するとは思わなかったな）

「これからは一緒に働けるな。楽しみにしている」

「はい、よろしくお願いします」

　美月と真希は、目を合わせると微笑み合った。

　今日一日だけで……いや、帰宅してからのたった一時間で、彼のイメージががらりと変わった。

　帰宅した直後は、家事もできないような駄目な嫁と罵られても仕方がないと思っていたのに、優しく今の美月を受け入れた。真希はとても懐の大きい男性だ。

　できないところばかりを、今夜はさらけ出してしまった。

　これからは共に生活をし、同じを仕事をしていくなかで彼に良いところを見せていきたい。

（私は真希さんにどう思われているんだろう……嫌われていないといいな）







第二章








　美月は辞令を片手に、ノートと筆記具を持って第一会議室に足を踏み入れた。すでに数人ほど集まっており、その中から同期の石井と目が合った。

「え？　鈴谷も？」

　コの字型に並んでいる長テーブルの前方に座っていた石井が、落ち着いた表情でガタッと椅子をひいて立ち上がる。「まじか」と呟きながら、彼が会議室に入った美月に近づいてきた。

（石井くんも一緒なんだ）

　見知った顔がいると思うと不安な心が軽くなる。

「総務課からってお前ひとりじゃね？」

　石井が辞令以外の書類を持ち、名簿を確認する。

「それ、なに？」

「ああ、テーブルに置いてあるから。こっち、こいよ」

　石井が座っていた隣があいており、美月は手に持っている物を置いた。まだ数人しかいない室内なのに、すでに重苦しい雰囲気にのまれて胃が痛くなりそうだ。昼食後だからか余計、活動中の胃の動きが弱っていくのをダイレクトに感じた。

　美月は入社して以来、総務課しか経験をしていない。会社の利益に直接関わってくるような前線で働く人たちと関わっていない。同期で石井のような人にプライベートで話を聞いた事はあるが、一緒に仕事をした経験がない。会議室でちらりと見られただけでも胃の奥がきゅっと縮み上がりそうだった。

「プロジェクトチームリーダー……高村真希……副リーダーが舘林沙菜たてばやしさな係長、なんだ」

　企画書を手に取った美月は、書かれてある名前を見て呟いていた。

　もちろん、美月がチームの役職にけるはずがないのはわかっている。タイアップする化粧品会社の娘ってだけで、企画発案者ではない。真希の厚意で参加できているようなものだ。

　パンツスーツが似合うクールビューティな舘林係長の姿を美月は思い浮かべた。

「高村課長と舘林係長はいつも二人でセットだからなあ」

「セット？」

「ああ。高村課長が自由奔放に出張できるのは、舘林係長が営業課をしっかり切り盛りしてるからだって話だ。実際に、意気投合してるしなあ。阿吽の呼吸っていうの？　お互いに口にしなくてもわかってる空気がすごい」

「へえ」

（真希さんが長い期間、出張に出ていられるのは係長のおかげなんだ）

　いつも彼の隣には、仕事ができて美人な女性がいるのか。

　不満げな思いから思わず唇を突き出しそうになって、美月は慌てて背筋を伸ばして深呼吸して気持ちを切り替えた。

（違うちがう、これは仕事だから！）

　胸がチクっと何かに刺されたような感じがする。そっと胸に手をあてて、痛む部分を手で温めた。痛みが消えるわけではないが、自分の手の温もりに若干、痛みが和らいだような気がした。

　ちらほらと人が集まりだし、顔合わせの集合時間である一時になると真希と舘林の二人が会議室に一緒に入ってきた。

　グレーのスリーピースのスーツを着ている真希が先頭をきって上座へと進んでいく。ざわついていた室内は、真希の存在を確認した途端にシンと静まり返り、緊張感が漂った。

　昨日の家での穏やかな表情ではなく、仕事でよく聞く厳しそうな顔だ。なんだか他者を寄せ付けないオーラを感じる。

　真希の革靴の音と、舘林のハイヒールの音がやけに耳のなかで響いていた。

「これより新プロジェクトの顔合わせをする。来週より、ここ第一会議室を拠点にして動いていくのでよろしく」

　真希の低音で聞き心地の良い声が、室内に響いた。真希が参加した一人一人の顔を丁寧に見ていく。

　美月も彼と目が合って、慌てて下を向いた。顔が勝手に熱を持ってしまう。遠目で仕事中の真希を何度か見かけたことはあるが、こんな近くで課長の顔をしている真希を見るのは初めてだ。

　朝、出勤前の真希と会っている。今見ている同じスーツに身を包んで、朝ごはんを食べていた。あの時は、激しく心臓が鳴ったりしなかった。

（心臓がヤバいかも）

　浅くなる呼吸を歯止めをかけるように、美月は静かに深呼吸を繰り返し、早鐘をうつ心臓を止めようとブラウスの胸元を強く掴んだ。

（どうしちゃったんだろう）

「メンバーを紹介していく。副リーダーは営業課の舘林沙菜だ」

　白いワイシャツに、ベージュのパンツスーツを着ている舘林が軽く会釈をした。ボーイッシュなショートヘアとは打って変わって、全身から放たれる色気に美月は軽い眩暈めまいを起こしそうになる。

　強く主張しないが、しっかりと存在感のある一粒のパールネックレスが揺れる。合わせてつけている小粒のパールのピアスがきらりと光ったように見えた。

　館林は、まるで美月が目指す大人女性像そのものだ。

「同じく営業課の石井拓たく巳み……」

　名簿に書かれてあるメンバーの名前を、真希が読み上げていく。近くで発しているはずの真希の声を遠くで感じながら、大人の色気を感じさせる舘林を見つめた。

「な？　お似合いだろ？　あの二人」

　スッと肩を寄せてきた石井が、名簿用紙で口元を隠しながら美月に話しかけてきた。

「そ、だね」

　作り笑顔で答えると、美月は胸がチクッと痛くなった。

　認めたくないが、二人を包む雰囲気は落ち着いた大人な関係そのものだ。立ち入られないように見えないシールドを貼られているようにさえ感じてしまう。

「最後に、総務課の……鈴谷美月。以上のメンバーで来週より始動だ」

（なんで私だけ、間があいたの？）

　すらすらと名前をあげていっていた真希が、美月の名を呼ぶときだけ間をあけていた。

「顔合わせは以上……」

「ちょっと、待って」

　スッと手をあげた舘林が、会を締めようとした真希の言葉を遮った。

「質問か？」

「疑問よ。このプロジェクトにどうして総務課がいるのかしら？」

　舘林の言葉に、美月の胸がドキッと反応した。

「メンバー選抜は高村課長の一任だと聞いています。名簿を見て、優秀な人間たちが選ばれたのは見ればわかる。ただ腑に落ちない人が一人……総務課の鈴谷さん。彼女は必要？　総務課きっての超優秀人材と耳にしたこともないし、なにかに特化した技術をもった人間だとも聞いたことがない。そんな普通の総務課の子を入れる意味があるのかしら？」

　名前をあげられた美月は、前を向いているのが怖くなり、下を向いて拳を強く握りしめた。まさか大勢の人間の中で、自分だけが「必要な人間か？」と問われるとは思わなかった。

　会社に貢献した実績を残していないのは重々承知だ。

　劣等感が顔を出し、まるで美月だけが別空間にいるような感覚になる。指先から手が冷たくなり、緊張で呼吸も浅くなる。

「彼女は今回取り扱う化粧品『舞まい肌はだ』シリーズの化粧品会社の社長の娘だ。うちに入社していたと、企画を考える際に知った。誰よりも『舞肌』の化粧品を理解している人間だから、メンバーに加えた。他に疑問は？」

「ないわ」

　舘林の返答のあとに、真希が室内にいるメンバー全員の顔を見渡した。誰も挙手していないのを確認してから「終わりだ」と短く言い、真希は足早に会議室を出ていった。

　ふぅ、と細く長い息を吐きだして、美月は安心感を取り戻した。凍り付きそうになった指先に体温が戻ってくる。若干の手の震えが残っているのは、極度に緊張した名残だろう。

「お前……社長令嬢なの？」

　隣にいた石井が、目を見開いて質問をしてきた。驚きの表情をしている。

「あ……や、なんというか……」

（令嬢ってほどでは……お母さんのエステ店があってこその会社というか……）

　きっと周りが想像するようなキラキラしたイメージの社長の娘とは違う。裸一貫で作りたいものを作るために立ち上げた会社だ。

　石井の期待に満ちた笑みを怖く思う。

　彼がどんな『社長令嬢』を思い描いているかは知らないが、期待に応えられないだろう。一般家庭と大差ない生活環境だったから。

「鈴谷さん、ちょっといいかしら？」

　ヒール音が美月の前で止まると、書類を抱えて舘林が背後に立っていた。

「……はい」

　舘林の威圧に負けて、美月の声が自然と震えてしまった。真希の前で「必要かしら？」と言われた言葉が、脳内で何回も繰り返された。

（私はこの人に、嫌われている）

　真希が立ち上げるプロジェクトに必要のない人間だと、舘林には判断されている。

「高村課長はああ言ったけど、化粧会社社長の顔を立てるために入れた……と、私は判断したわ。仕事に関してどれほどの力量があるかは知らないけど、遊びでプロジェクトを進めるわけじゃないから。今後の社運がかかっている大事な計画だから。真面目にやってちょうだい」

「はい、わかってます」

「なら、いいわ。くれぐれも高村課長の迷惑にならないようにして」

　フンっと鼻を鳴らして睨むように美月を見やってから、舘林が会議室を出ていった。

「……はあ」

（怖い）

　舘林の姿が見えなくなると、美月は長机に手をついて、肺にたまっている息を吐きだした。

「すっかり目をつけられたな」

「……なんで……」

（何も全員がいるときに、言わなくても）

「女の宣戦布告ってかんじ？」

「どこが？」

「各課のエース揃いの中に、なぜか総務課の女性が紛まぎれていたら……そりゃあ、係長だってオンナとしての不安が過よぎるんじゃねえの？　しかも相手は化粧品会社社長の娘ときたら……やばいだろ。高村はうちの会社の次期社長。よりよい結婚条件に高村がなびいたら、どうする？　一般家庭であろう舘林係長には不安しかないだろう？」

まるで石井の中では館林と真希がすでに付き合っているような言い方だ。

「んぅ」

（もう結婚しているしなあ）

　はっきりと返答ができない美月は曖昧に頷いて、出ていった舘林の背中を思い出した。

　社内で結婚を知っているのは、真希と美月のほかに社長だけだ。もしかしたら舘林は、一緒に仕事をする真希にずっと片想いをしているのだろうか？

　もしくは、考えたくないが。美月と結婚する前まで真希と付き合っていたのかもしれない。

（会社のために二人は別れたのかも）

　簡単に晴れそうにない濃い霧が、美月の心の中に広がっていった。
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『彼女は必要？』

　真希は、舘林の言葉を思い出して、今更ながらに苛立ちを覚える。

　ほどなくして背後から聞こえてくるヒールの音を確認すると、足を止めて壁に寄り掛かった。腕を組んで、足音がする方に視線を向けた。

「俺が必要な人間しかプロジェクトメンバーに入れないのを知っていて、アレはないんじゃないか？」

　真横にきた舘林を睨みながら声をかけた。

「あら、やだ。不機嫌丸出し？　愛しの妻を大勢の前で弄られたからって、私を怒る？　やめてよ。大事になるまえに牽制しといてあげたんだから、私を褒めてもいいくらいよ」

「舘林の意図が見えない」

「エリートな人間が陥る無意識の優劣。営業課は会社のエース……じゃあ、総務課は？」

「うちの会社では仕事のできない人間がいく会社の何でも屋という扱いだな」

「私はあそこにいた人間たちの言葉を代弁しただけ。彼らは陰でしか文句を言わないわ。表には出さない。男たちは陰口だけで終わるかも。でも女性社員は？　噂は拡大し、会社全体に広がる。もしかしたら体で取り入ったと邪推する人も出るかもしれないわね。あわよくば……を狙う女性社員の虐めの餌食になるわ。あんたみたいな女に高村馬鹿課長を渡さないって」

「馬鹿は余計だ」

「だって馬鹿なんだもの。妻が大好き過ぎて、プロジェクトを無理やり承認させて結果を出すって息巻いて……。彼女を妻にしたくて、性急に物事を進めて、社長の息子っていう立場を大いに使って、恰好悪い」

「……るさい」

　舘林の言葉の棘に、胸が何度も抉られそうになる。言い返したいが、全てが事実だから反論もできない。言い返せば、確実に自分が完膚なきまでに論破されてしまう。

　ただ眉間に皺を寄せて、彼女の追撃が終わるのを静かに待った。

「さっきだって、彼女が旧姓で仕事しているのが嫌で、『鈴谷』って言いたくなくて詰まってるし。吹き出しそうになるのを堪えるのが大変だったわよ」

　痛いところをつかれて、真希は「んん」と言い淀んでしまう。

（美月はもう『高村』だ。俺の可愛い妻だと言いたいのに）

　結婚を知られたくないと言い、美月は旧姓で仕事を続けている。本当は『高村』と名前を変えてほしい。

　結婚指輪だってお互いにつけ合いたい。

（彼女は俺のモノだと知らしめたいんだ）

「まあ、私が意地悪を買って出たから虐めについては、まあ、平気でしょう。隣に石井もいたからいざってときに守ってもらえるんじゃない？　社長令嬢じゃんって目をキラキラさせて喜んでたから」

「はあ？　石井が一番まずいだろ」

（やたらと美月に寄って、話しかけてたじゃないか。あいつが一番危ない！）

　顔合わせのときの二人の仲よさそうな雰囲気を思い出して、真希はムッとした。石井のあの目は美月を狙っているに違いない。

　仕事が有能だからチームに選んだが、セレクトミスかもしれない。

　真希と美月の出会いは、六年前の春だ。

　新社会人の研修でホテルに一か月間、滞在して仕事のノウハウを勉強していた美月に一目惚れした。

　きっと美月は、同じホテルにいて社員研修をしていた真希を覚えていないだろう。誰よりも真面目にメモを取り、質問をして、吸収しようとしていた。

　若者にしては珍しいくらい、率先していろんな経験をしようとしていた。失敗をしてもめげずに、次に生かす手立てを考えていた姿は目を惹いて、可愛かった。

　親しくなりたいと思っていても、彼女は仕事への勉強に夢中で真希を見てはいなかった。

　話かける機会を伺いつつ、他の男に奪われやしないかとやきもきして過ごしていたところ、たまたま父に誘われて参加した企業セミナーで、父と仲良くしている人を紹介された。それが美月の父親だった。わかったときは、普段は気にもしないし、頼ろうとしない神様に感謝していた。

　父は美月の父親の仕事に対する考え方を絶賛していた。大手化粧品会社を辞めてまでも、作りたいものを作り、悩んでいる人に届けたいという熱い心に打たれていた。

　お互いの父の気持ちを利用したと言ったら、聞こえが悪いが……好きな女性と一緒になれるためにちょっと活用させてもらった。

　出張の多い自分の仕事に合わせて、誰にも渡したくない彼女と見合いした。次の出張に向かう新幹線の時間の関係で、慌ただしい食事会になってしまった。真希が一方的に質問を繰り返し、美月が緊張した面持ちで返事をしていたのを覚えている。カタチだけの見合いだと美月に勘違いされても仕方ない見合いだった。実際に彼女がどう思ったかは知らないが、同等の感情は抱いていたはずだ。

　彼女の意思を聞くのが怖くて、入籍のときも逃げるように出張したのは記憶にも新しい一年前だ。

　会社の上司であり、父の夢に近づけるという美月の優しい気持ちを利用した悪い男だ。少しずつ美月の気持ちを自分に向けていってもらおうと真希は考えていた。お見合い結婚をして、一緒に生活をするなかで恋をしていく夫婦もいる。

　美月と真希も、夫婦になってから恋をして、愛のある家庭を築いていこうと誓った。一人、勝手に。

　それゆえ見事に美月がなかなか心を開いてくれず、出張続きで真希からも距離を詰めることもできずに今日まできてしまった。

（ヤルことはしっかりやる最低な夫だったな）

　愛している女性が目の前にいて、同じベッドの隣で寝ていると思ったら、恰好悪いが下半身が疼くのだ。それも痛いくらいに。

　好きだからこそ、我慢ができなかった。大切にしたい気持ちと葛藤し、結果、己の欲望に負けた。初めてだ、と恥ずかしがる彼女の姿はとても可愛かった。緊張と不安で少し震えている身体を抱きしめた。ゆっくりと震えがとまり、甘い吐息を漏らす美月は、今まで知り合ったどの女性よりも可憐で愛おしかった。

「恰好悪いだろ、俺」

「仕事は器用にこなすのにね。愛妻への愛の示し方には不器用すぎ。なのに独占欲が駄々洩れでうざい」

「洩れてる？」

「石井がこそっと彼女に話しかけるだけで、睨んでるの……隠したほうがいいわよ。結婚しているのを内緒にしてって言われてるんでしょ？　すぐに嫌われるわよ」

　ああ、気持ち悪い……と身震いをしながら、舘林が自分の二の腕を擦っていた。

「なぜ美月は隠したがるんだろう」

「オトコの独占欲って嫌い。そんなこともわからないんだから。社内恋愛は気をつけないと、可愛い奥様が虐められるわよ……あ、違った。一方的な社内執着愛ね、粘着質気味の……」

　くくくっと楽しそうに肩を振るわせて舘林が笑うと、真希の後頭部を名簿の用紙で叩いた。

「何すんだ！」

「鈍感高村課長には、ちょっと刺激が必要かと思って。午後は外回り行ってきます」

「……ったく」

　顔合わせのときの不可解な舘林の行動が納得した。彼女だけは美月が妻であるのを知っている。というか、知られてしまった。

　美月の研修で一目惚れしたのを察知され、何度も釘を刺されていた。その後、企業セミナーでの件でチャンスを掴んだ際も、どうやったら美月と近づけるか、彼女が喜んでくれるかと相談にのってもらっていた。

　舘林の厳しい発言は、美月を守るための言動だった。

（感謝だな）

　やっと昨日、少しだけ美月と距離が近づけた気がしたんだ。

　家事が苦手だと申し訳なさそうに告白する美月の姿は、たまらなく可愛い表情をしていた。

　きっと苦手なんだろうな、というのはなんとなく気づいていた。必死に隠し通そうと努力の影が家のあちこちから伝わってきたから、知らないフリを続けた。

　いつか、もっと二人の心の距離が縮まったときに美月から話してくれたら、一緒に解決の糸口を見つけていこうって伝えたかった。

　昨日は、彼女よりも先に帰って、素の彼女の一面が垣間見れて幸せだった。美月は罪悪感に押しつぶされそうな表情をしていたが……。

（嬉しかったんだ）

　やっと二人で夫婦らしい会話ができるって思えたから。

　ずっと会話のない夫婦だった。トークアプリのやり取りでさえ、業務連絡の延長線のようで息苦しかった。もっとフランクな内容のやり取りをしたかった。

　抱きしめる腕の中で、涙を流す美月を思い出すと真希は、顔の筋肉が勝手に緩んでいく。

「泣き顔、可愛かったな」

　つい心の声が口から出ていたのに気づくと、真希は喉を鳴らして誤魔化した。廊下に人の気配がないのを確認してから、営業課のフロアに足を向けた。
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「ただいま」

「おかえりなさい」

　ドアの開閉音が聞こえて、美月は玄関へと向かった。

　革靴を脱いでいる真希に、「おかえりなさい」と声をかけられたのが美月は嬉しかった。やっと夫婦らしい言動をしていると実感する。

「ああ、いい香り」

　しょうゆと出汁を煮込んだ匂いが玄関に充満している。大きく鼻から息を吸い込んだ真希が、幸せそうに口を開く。

　会議室での真希の姿は、心臓が高鳴り息苦しく感じた。胸の奥が締め付けられて、視界に入れるのも辛かった。

　同じ真希なのに、今の彼を見ても少しだけ鼓動は速いものの、呼吸するのさえ辛いという状態にはならなかった。

（昨日から、私の脈拍がおかしい）

　見た目と噂で作り上げていた真希像と現実の彼が違ったから、『ギャップ萌え』をしているのかもしれない。

　美月の弱い部分を受け入れてくれて、嫌な顔をせずに二人で解決していこうと言ってくれる彼の姿勢に胸が熱くなった。

　一年間も勘違いしていた己が恥ずかしい。

「今日の会議で……」

「あ、それ！　ごめんなさい」

　真希が何かを言う前に、美月はかぶせるように頭を先に下げた。

「なんで謝るの？」

「真希さんに恥をかかせてしまったので。私がもっと仕事で結果を残していたら、あんな質問はなかった。ご迷惑をおかけして申し訳ないです」

「俺は迷惑だなんて思ってないよ」

「私、プロジェクト……頑張りますね。真希さんが選んだメンバーの中で不要だって思われないように。舘林係長に認めていただけるように！」

「あ、ああ」

　美月は「よし」と頷くと、拳を握って気合いを入れた。

　舘林に言われてから、心に引っかかっていたのだ。どうして大勢の前で、言われたのか、と。

　プロジェクトメンバーに選ばれている人たちは、誰が見ても納得できるだけの結果を今までに残してきた人たちだ。

　期待がかかる社員が並ぶ名前の中に、会社の雑用をしている総務課の女性があったら不思議に思う。舘林はメンバー内が思うであろう疑問を代弁してくれたのだ。

　選ばれたからには、きちんと結果を残していこう。

「夕食、もうすぐできますから……真希さん、着替えてきてください」

　美月がキッチンへ戻ろうと、「ちょっ」と慌てる真希の声とともに手首を掴まれた。

「石井と！」

「はい？」

「あ、いや……営業課の石井と知り合いなのかなって」

「真希さんと石井くんって同じ課でしたよね。石井くんとは同期なんです。たまに飲んだりして……」

「二人で？」

　真希の目が大きく開き、驚いた表情を見せた。

「え？　……ち、違いますっ！　他の同期も一緒にだいたい五人とか六人とかで飲んでます」

　美月は真希に後ろから抱きしめられると、首筋に口づけをされた。強く吸われて、歯を皮膚にたてられると痛いはずなのに、ゾクッと身体が快感で震えた。

（そんなに驚くことだろうか？）

　同期同士で飲むのはよくある光景だと思う。とくに独身同士なら、夕飯も兼ねて、安い居酒屋でさくっと食事して解散することも多い。

　美月は一応、今は既婚者だが、内緒にしている。周りの同期たちは独り身で、恋人もいないと思っている。

　今までは真希が出張続きでほぼ家におらず、一人暮らしと同じ状況だった。週末ともなれば、予定のない者同士が集まり、飲み会をしてストレス発散をしていた。

「んんぅ、あ、あの……真希、さん？」

「好きなの？」

「好き、って」

「石井に話しかけられるたびに、赤い顔をして下を向いてたから」

（え？　石井くんが好きだと勘違いされている？）

　美月は誤解だと、頭をブンブンと左右に振った。

「ちがっ、あれは真希さんが！　……あ、えっと……」

　美月は、思わず真希が恰好いいからだと口を滑らしそうになり、言葉を止めた。

「俺が、なに？」

「なんでもないです」

「言って。気になる。石井じゃなくて、俺がどうしたの？」

　ちゅうっと首筋を這う唇で、さらに強く吸い上げられた。

「……恰好良かったんです。朝見た格好と同じなのに、会議室に入ってきたときの真希さんの雰囲気から仕草、声のすべてが恰好良くてドキドキしてしまって、顔をあげられなかったんです」

（恥ずかしい）

　心の中で思った気持ちを本人に告白するのは慣れない。緊張で言葉が震えてしまう。

「……俺が？」

「はい、恰好良かった、です」

「嬉しい」

　美月の返事に応えるかのように、真希が強く抱きしめてくる。

（ちょ……痛い）

　会議室に入ってきたときの真希を思い出して、美月はまたドキドキと鼓動が早鐘を打ち始める。

「石井くんは同期で、友人ですから」

（誤解しないでくださいね！）

　ただの飲み友達であり、会社の同期だ。美月に恋愛感情はない。

「あっちは美月を独身者だと思ってるんだろ？」

「まあ、そう、ですね」

「なら油断禁物だろ？」

「油断？」

「もうすでに美月を好きである可能性だってあるし、今後プロジェクトを通して恋愛感情を持つ場合だってある」

　真希の腕の中で美月は、半回転をする。彼と向き合う恰好になると、クスクスと笑い出した。

（真希さんって意外と心配性？）

　目尻をさげて不安そうな表情をしている真希を見て、また彼の新たな一面を知れた。他の男に奪われるのではないか、と思っているとしたら、見当違いだ。

　美月という女性をどう見ているかは知らないが、彼が思うほどモテない。人生二十八年、モテ期というものが一度もなかった。

　真希と結婚できたのが奇跡だ。

「私、そんなにモテないですよ？」

「美月は可愛いよ」

「……え？」

（可愛い？）

　真希本心の言葉だろうか。

　嬉しいと心が喜びかけた直後に、「いやいや、ただの社交辞令という場合だってある」と否定する言葉が過っていく。

　その場の空気をよくするための心にもない口先に、何度期待し、何度裏切られただろうか。嬉しい言葉や褒められる行為に、美月はいつしかありがたく受け取れない素直な気持ちを失っていた。

「あ、いや……一生懸命、頑張る姿が……好き、なんだ」

「ありがとうございます。初めて言われました」

「初めて、だったか、な」

　ゴホッと咳ばらいをして、真希は視線を左斜め前にした。心なしか、頬も紅潮しているように見える。

　照れ隠しだろうか。

　視線が泳ぎ、美月を通り越して天井を見つめる彼の態度に、放った言葉に嘘や偽りがないのだろうと推測できる。

　夫からの好意のある初めての言葉に、美月もつられて顔に熱を持つのを感じた。

（真希さんの言葉は信じよう）

「私たち夫婦は、コミュニケーション不足ですね。これから少しずつ、関係を深めていきましょうね」

「ああ、これから……少しずつ」

　少し離れた身体を引き寄せられて、美月は力強く抱きしめられた。息苦しくて呼吸困難になりそうな強さで、真希の腕を叩いて「苦しい」と訴えた。

　慌てた様子で謝りながら、真希は力を緩めて抱きしめるのをやめた。それでも美月には触れていたかったのだろうか。二の腕に触れると、優しく上下に撫でるのを繰り返した。

「ごめん」

「大丈夫です。ちょっとだけ苦しかっただけ、なので」

　本当はすごく苦しかった。真希が眉尻をさげて心の底から申し訳なさそうな姿を目にしたら、美月自身も心苦しい感情が芽生えた。

（もうちょっとだけ、苦しいのを我慢しても良かったかな）

「真希さん、夕飯の続きをしますので」

　着替えてきてください、と言葉を続けようとしたら、擦っていた二の腕を掴まれた。口が中途半端に開いたまま、驚きで美月は言葉を止める。

　真希の顔が上気しているように見えた。さきほどの照れ隠しで、赤くなっているのとは違う。

　雄の顔をしている彼が、美月を真っすぐに見つめているとわかると身体の芯が、まるで蝋ろう燭そくの火が灯るようにポッと熱くなった。

「さっそくだけど、関係を深めたい」

「ああ、えっと……夕食のときにお互いの話をしましょうか」

　真希が違う意味で誘ってきているとわかっているのに、美月は慣れない甘い空気から逃れようとした。

　嫌ではない……たぶん。ただ、ベッド以外で誘われるのに慣れていないだけ。

　コミュニケーションを取り合う前の美月だったら、真希の言葉には嫌悪しか抱かなかったと思うが、今は違う。

「美月、そういうことじゃなくて」

　熱っぽい吐息を吐き出し、真希が呟く。掴んでいる腕を真希が引き寄せると、お互いの身体を密着させた。

　身体が触れ合うとわかってしまう。彼の下半身がすでに熱をもち、美月の下腹部を押してくる。

　自分の身体が服越しにあたってきたカタチを受け入れる準備が始まる。下腹部の奥がきゅんと反応し、茂みに隠された蜜口がしっとりとするのを感じた。

（大きくなってる）

「夕飯前に一回だけしたい」

　真希がちゅっと額にキスをした。

　額のキスから真希の熱が美月に伝染して、頬に熱を持つと小さく肯定の意味を込めて頷いた。

「良かった」

「でも、お風呂に」

「だめ。すぐほしい」

「準備したい」

「待てない。ソファに行こう」

　真希が微笑むと、美月の手を掴んで廊下を歩き始めた。

（せめてお風呂くらい入っても）

　心の準備をさせてほしい。今までもそうだった。二人とも風呂に入って、寝る準備も心の準備も整ってからだった。

　きっと今夜はある……とわかっていて、しっかりと身体も心も準備万端にしていた。いつも以上に身体を念入りに洗い、ボディークリームで保湿していた。

　そういう気分になったからすぐにしたい、という流れは、美月には初体験で軽くパニックを起こしそうだ。

　家の奥にある居間まで来ると、ソファの前でキスをした。唇を重ねるだけの軽めの接触なのに、心の準備が整っていない美月は緊張が増して膝から力が抜けて、崩れ落ちてしまいそうだ。

「やっぱりお風呂に」

「だめ。可愛いことを立て続けに言われたら、我慢ができないから」

「え？　私、何か言いました？」

「言っただろ」

　にこっと嬉しそうに真希が笑うと、ネクタイを緩めて、美月をソファに押し倒した。

「汗の匂いとかしたら嫌だから」

「美月はいい匂いしかしないよ」

　首筋に顔を埋めた真希が、鼻から深呼吸をした。

「やっ、くすぐったい」

「お預けはしないで？」

　寂しそうな表情の真希に言われて、美月は可愛いなと思った。両手で彼の頬を包み込むと、「わかりました」と返事をした。

　捨てられた子犬のような顔をされて仕方ないな、という思う気持ちと、結婚してから少しずつ性の欲望に抗えない身体になり、己も真希の温もりを感じたいと思った。

　フッと歓喜に満ちた真希の顔が愛おしく感じる。

　彼の幸せそうなこの表情を守りたい。

「会議室に入ってくる真希さんが、輝いて見えたんです。大勢の前で話す堂々とした姿も凛々しくて恰好良かった。ああ、この人が私の旦那さまなんだって思ったら、胸が苦しくなって心臓がドキドキしたんです。顔も熱くなってしまって、きっと真っ赤なんだろうなって思ったら顔をあげられなくなってしまって……」

　ワイシャツのボタンを外して胸元を緩めていた真希が、驚いた表情をしてから、嬉しそうに顔を赤らめた。

「もう……これ以上、煽るなって。いつも夜遅くて……アレだったから、今夜はゆっくりしようって気持ちが……壊れるだろ」

「こわれ……」

「我慢できない。すぐに美月のナカに入れたくなる。今夜は煽るのは禁止な。じっくりと美月を味わいたい」

　いいだろ、と言わんばかりの極上の笑みを真希が見せてきた。

（煽っているつもりはないんだけどなあ）

　彼を煽るワードとはなんだろうか、と考えつつ、美月は素敵な笑顔に負けて頷いた。

　了承を得られたと嬉しそうに目を細めて笑う真希に頬を触られながら、顔が近づいてきた。

　キスをするんだ、と美月が瞼を閉じると、温かい唇が重なった。柔らかい下唇を甘噛みされ、軽く引っ張られる。

「美月、口開けて」

　薄っすらと開いた隙間から、彼の舌が入ってきた。

「……んふっ」

　舌と舌が絡み合うと、美月の身体が快感で小さく震えた。

（……苦しいのに、甘いキス……初めて）

　情熱的に求められ、口の中から響く水音を聞きながら、どんどんと思考力を失っていく。目の前にいる夫と離れたくないと言わんばかりに、首に腕を回して抱き着いた。

　普段の日常では胸の奥に隠している甘えたがりの顔が少しだけ表に出てくる。長く甘いキスを終えて、身体を離そうとする真希にぎゅうっと抱き着いた。

「美月？」

「あ、ごめんなさい」

　不思議そうな彼の声を熱帯びた息とともに右耳で感じて、美月はパッと手を離した。

「美月からの抱擁、嬉しいよ。このままだと次に進めないから……あとでゆっくりと抱きしめてほしいな」

「……あ、はい」

　まるでどこかに出かけようとする母に行かないで……と縋り付く子供みたいだ、と美月は思い、恥ずかしくなった。

（いい大人が何をしているんだろう。離れたくないと言わんばかりに抱き着いて…）

　キスで失いかけた思考力が戻ってくる。

「可愛い」

　ぼそっと独り言のように真希が呟くと、美月の首筋に顔を埋めた。ソフトクリームを舐めるように首筋をぺろりと舌先で味わうと、ちゅうっと強く吸い上げた。

「んんっ、あっ……そこ、は」

「なに？」

「くすぐったい」

「それだけ？」

　くぐもった声で質問され、美月の答えを待たずに吸い付いた。

　くすぐったいだけじゃない。ほどよい快感が、全身を駆け巡っていく。茂みの奥から、とろりと蜜が溢れてくるのがわかって、美月は太腿を擦り合わせた。

「痕をつけてもいい？」

　真希の質問に、美月は一瞬なんのことを言っているのか理解できずに、小首を傾げて目を大きく開いた。

「キスマークをつけたい」

「見えないところに……お願いします」

「見えるところがいいんだけど？」

「駄目です。バレちゃ、う……」

　むぅっと不満そうな顔をして、真希は美月のワイシャツのボタンを外すと丸い膨らみに齧りついた。

　白く柔らかい膨らみに歯を立てられる。今まで以上に強く吸い上げられてから、彼の唇が離れた。

「初めてつけたよ、キスマーク。これは……エロいな」

　真希が嬉しそうに呟いたあとに、満足げ微笑んで痕をつけた場所を指でなぞった。

（真希さんが笑ってる……私を見て、嬉しそうにしている）

　彼の表情に、美月も胸がほっこりと温かくなるのを感じた。

「もっとつけてもいい？」

「見えないところなら……あっ」

　いいですよ、と言い終える前に、今度は反対の胸に齧りつかれた。

　次から次へとキスマークを胸に残されていく。もう何個目のキスマークかわからなくなったころに、真希の手がぐいぐいと背中に入ってきた。なんだろうかと思いつつ、背中を少し浮かすとブラジャーのホックを片手で外された。

　パチンという音とともに、胸の締め付けが楽になる。胸を覆っていたカップを引き上げられると、先端を長い指で弾かれる。

「ああっん！」

（大きい声が出ちゃった）

　自分が思っていた以上のボリュームで声をあげてしまい、慌てて口を手で押さえた。

　ハシタナイ。

「気持ち良かった？」

「……声が……」

「いいよ。声を出して。手で押さえなくていいから」

　真希に腕を掴まれて、口から手をゆっくりと外されていく。

「下品じゃないですか？」

「すごく可愛いよ」

　可愛くないですよと反論しようと眉間に皺を寄せたところで、唇を奪われた。

「ん、んふ……んんぁっ」

　美月の舌を吸い上げられつつ、二つの果実の先端を指先で弾かれる。

　彼の筋張った大きな手で揉みしだかれた後に、離れがたいと言わんばかりに糸を引きながら唇が解放された。

「真希さぁん」

　再び長いキスの酸欠からか、美月がぼーっとして、考えが纏まらなくなる。

　何かを言いたいと思って口を開いたはずなのに、出てきたのは夫の名をまったりとした声色で呼ぶだけ。

　何を言おうとしたのかさえも、もう覚えていない。

「なに？」

「……何でしょうか？」

「何だろうね」

（真希さんに、私は何を言おうとしたの？）

　クスっと真希が鼻で笑いながら、胸の頂を一舐めした。

　指で弾かれるのとはまた違う快感が、背筋を駆け上がっていく。ぴくっと指先まで反応してしまう。

　右胸を遠慮のない手つきで揉まれ、左胸は乳房のまわりを強く吸われた。

「ん、あっ」

　くすぐったいのに、気持ちがいい。相反する感覚で、おかしくなりそうだ。

「乳首、ぷっくりしてきた。ますます、美味しそうになった」

「んんぅ、あっ」

　彼の唾液で濡れた乳輪が、空気の流れを敏感に感じ取る。真希の吐息でさえも、反応して甘い声が漏れてしまう。

（私……なんで、こんなに）

　乱れてしまうのだろう。

　今までだって、胸を触られたり、キスをしたりしてきた。

　今夜は全然違う。全身が性感帯になってしまったかのように、彼の息がかかるだけでも快感で身体が震えてしまう。

「真希さん、もう……」

　無理、限界……という言葉が脳裏を掠めていく。

　おかしくなるのが怖い。これ以上の快感を味わったら、自分じゃなくなってしまうそうで恐ろしい。

「もう、欲しい？」

「……怖い。自分じゃないような気がして……戻れなくなりそう」

「いいよ。俺に見せて」

「戻れなくなったら」

「大丈夫。戻れなくなったら、俺が責任をとるから。だから、ね？」

　胸から手を離した真希が、スーッと下腹部へと指を滑らせていく。タイトスカートの中に手を入れると、下着越しに秘部に触れた。

　しっとりと愛液で濡れた下着に真希が嬉しそうに微笑んだ。

「あっ、待って」

「待てない」

　スカートをウエストのほうまで引き上げてから、真希がストッキングと下着を一緒に足先へと脱がしていく。

　抜け切ると、丸まった状態のままで床に落とされた。

「良かった、濡れてる」

　美月の足の間に真希が身体を入れて、蜜口に指先を這わせてきた。くちゅと音をたてて、蕾がすっかりと準備が整っていると教えてくれる。

「……言わないで、ください」

　恥ずかしくて美月の身体がさらに熱くなる。

「いつから濡れてたの？」

「聞かないでください」

「聞きたいな」

「……キスしたときから、です。たぶん」

　美月の返答に、真希がくすっと嬉しそうに笑った。

（どうして、そんなことを聞くの？）

　濡れた蜜口の入り口を、指で円を描くようになぞり、少しだけ挿入するとすぐに抜かれてしまった。

　恥ずかしくて口にはしていないが、胸の愛撫ですっかりと準備が整った蜜筒を指で擦られて気持ちが良かった。

　やっと満たされる……と心の片隅で思ったのもつかの間、すぐに指が撤退してしまい、喪失感に物足りなさと悲しみを覚えた。

　美月とは裏腹に幸福に満ちた表情の真希が、濡れた指を眼前に差し出してくる。

「すごいヌルヌル」

　中指の第一関節がてらてらと濡れて輝いていた。

「見せなくていいですから」

（恥ずかしい）

「嬉しくて」

「嬉しい、んですか？」

「そりゃ、嬉しいよ。今夜は二人で楽しめそうだね」

　美月が返事をする間もなく、真希の中指が濡れた蜜筒を貫いた。

「んぅ！　あっ、ああ、あん」

　奥まで届いた指に、ぞくぞくと快感の波が襲ってくる。ナカをかき混ぜられたら、腰が浮き、声が勝手に漏れていた。

「だめ、それ」

「これ？」

　ぐちゅりと水音がなり、指がナカでうねると美月は「ああ！」と叫んで腰が揺れた。

　お腹の奥がぎゅうっとなり、もっと大きな「ナニ」かがほしいような感覚になる。

（奥が熱い）

「指一本なのに、すごい締め付け」

「え？」

「美月が気持ち良さそうにしてるから、俺もシタくなったってこと」

　真希の指が引き抜かれる。もっとナカを弄ってほしかったのか、美月の下腹部がヒクつくのがわかった。

（こんなの初めて）

　快感で全身が勝手にビクビクしてしまう。

　今までもっと指でナカを弄ってほしいなんて思わなかった。

　真希が濡れた中指を使わないように、ズボンのチャックを下ろすと、中から熱くたぎる塊を出してきた。

　結婚してから見ようともしなかった彼のいきり立つ男根を見つめる。

（嘘、こんなに大きいのが？）

　美月のナカに入っていた大きさを知り、驚いた。

　腹につきそうなほど反り返った真希の強直は、先端から透明な液を出してヒクついていた。

「もっとゆっくり解してあげたい気持ちはあるんだけど……ちょっと抑えられない。美月のナカに入りたいんだ」

　我慢がきかない男でごめんな、と言わんばかりの表情で笑みを見せる。

（真希さん、可愛い顔……してる）

　美月からしたら、今まで以上に愛撫をしてもらった感がある。逆にずっと勃起したままで、準備が整うまで待ってくれた真希の我慢強さを尊敬する。

「……きて」

　美月は目尻をさげて微笑む可愛い彼を受け止めようと、両手を広げた。

（どうしてもっと前から真希さんを知ろうとしなかったのだろう）

　真摯で優しくて、美月を可愛い女性だと言ってくれるような素晴らしい男性だったのに。彼から身体を求められるのを疎ましく思っていたなんて、ひどい女だったと後悔の念が芽生えた。

　たった二日間で、彼への想いががらりと変化した。そばに居たいのに。真希のために、自分ができることをしていきたいと今は心から思っている。

（もっと真希さんと、分かり合いたい）

　美月は彼の熱がナカに入り一つになるのを待ちわびた。

　秘裂を押し開け、強直が押し入ってきた。

　膣口が熱くて圧迫感のあるものに支配される。ゆっくりと挿入され、奥へと入っていく。美月のナカはすでに、充分に濡れており、最奥に到達するのは早かった。

「ん、あっ、あぁ……んぅ、あっ、ちょ……っと、待って。ああっ、あああっ、んあ」

　真希が美月の広げた両手の中に埋まるように抱きついた。ぐっとさらに奥に熱を押し込まれるなり、美月は全身がビクビクと痙攣を始めた。

　美月の腹の奥に眠っていた欲望がまるで目覚めたかのように、激しく身体が波打った。

　お腹の奥がぎゅうっと締め付け、ナカに入っている真希の肉棒をきつく締め付ける。

（なに、これ）

　初めての経験に怖くなり、美月は真希の腕にしがみついた。

「あ……あっ、あああっ、や、こわ、い」

「怖くないよ。大丈夫だよ」

「だって、身体が勝手に」

「……っく。ああ、噛みつきがすごいなあ。持っていかれそうだ……んん。美月、イッたんだよ。気持ちよくて、膣のナカが痙攣しているんだ」

「イッて……私、イッたの？」

　激しい痙攣が収まってくると、息も絶え絶えに目を大きく開けて真希を見つめた。

　頬が紅潮し、妖艶な眼差しの彼と目が合った。男性の色気に当てられ、美月は胸がきゅんっと締め付けられる。

　全身を支配した大きな快感の波が、ゆっくりと引いていく。強い衝動に突き動かされて疲弊した美月の身体は、じんわりと汗をかいていた。

　身体が繋がったまま、真希が覆いかぶさってくると腰を深く沈めたままで、唇を貪るように求めてきた。

「んん、みづ、き……んぅ」

　少し乱れた美月の髪を、丁寧に直すように頭を撫でながら、キスの合間に美月の名を甘いボイスで呼んでくれる。

　どうしてだろうか。

　名前を呼ばれるだけなのに、お腹の奥が返事をするかのように疼いてしまう。

ゆっくりと真希の腰が上下に動き始めた。一度頂点を味わった膣内はいつも以上に敏感になっているようで、彼の動き全てが美月の快感に繋がっていく。

「待って、これ……すぐに……同じのが」

（きちゃいそう）

　一度は収まったたぎる熱が、一度目のときよりも大きな波になって襲ってきそうになる。

「美月は敏感だね」

　真希の腰の律動が速くなる。

「あ、ん、んぅ。や、また……すぐに……あっ」

　じわじわとお腹の奥でこみ上げてくる快感に耐えきれず、美月は真希を強く抱きついた。彼のぬくもりが心地いい。

「美月、やば……ナカが……ん、くぅ」

「ん、あっ……だめ、奥ぅ、あああっ、ああああん」

　真希がイクのと同時に、美月も全身を震わせて頂点に達した。彼の精液を最後の一滴まで搾り取りたいと言わんばかりの強い子宮の痙攣だ。

　今まで感じたことない気だるい高揚感を覚えつつ、汗ばんだ身体に恥ずかしくなった。

（セックスってこんなに気持ちいい行為だなんて知らなかった）

　一回目は怖かった痙攣も、二回目は少し気持ちよさも感じられた。好きな人とのエッチが、気持ちよくて何度もシタくなるのが美月にはようやく理解できた。

「ごめん……ナカに」

　真希が美月のナカから撤退しながら、後悔の色を滲ませた表情で呟いた。

　どろりとナカから、彼の精液が出てくる感触がなれなくて「んぅ」と声に出てしまう。

「どうして、謝るんですか？　私たち、夫婦ですよ？」

　今すぐではないが、いつかは子作りもしていくのだ。

　いけないことじゃない。

「でもまだ、美月の心は追いついてないだろ？」

「……え？」

　真希に心の中を見透かされているのかと焦った。

「俺ばっかり、美月を求めてしまってごめんな。本当はセックスも、美月の気持ちが俺に向いてからって思ってたのに……それすらも我慢できずに、出張のたびに嫌だっただろ？　申し訳ない」

　美月の髪を優しく撫でながら、真希が寂しそうに微笑んだ。

（今は……違う）

　結婚当初は、確かに恰好いい人だとは思っていたが、好きという感情は生れてなかった。好意はあったが、遠目で見るだけで噂での真希しか知らなかったし、知ろうともしなかった。

　色眼鏡で彼を見て、勝手な判断をくだしていた。断れば、父の夢を引き合いに出されてしまうのではないか、と怯えていた。

　そんな人じゃないと今なら言える。

「……好き、です」

　無意識のうちにぽろりと言葉を零していた。

「え？　美月？」

「あっ！　え……っと、今のは、聞かなかったことに」

「しない。しっかり聞こえた」

（あれ？　なんで……私ってば口にしているんだろう）

　頭であれこれと考える前に、「好き」だと彼に伝えていた。

　好きか、嫌いかと問われれば、好きだ。

　ラブかライクかと比べると……まだわからない。

　仕事をしている凛々しい彼の姿も、プライベートのときの優しくて甘い彼の姿も……思い出すだけで、美月の頬は愛しさで頬が緩んだ。

　うっかりと零していた己の言葉に、かあっと顔に熱がこもるのがわかる。美月は思わず心の声を漏らし、真希に告白していたのだ。

（恥ずかしい）

「もう一回、シタくなったけど……ここは我慢する。夕飯を食べて、風呂に入ってから、ベッドでしよう？」

「もう一回ですか？　明日も会社があるんですよ？」

　すでに美月は二回も絶頂を味わい、身体が疲弊している。

　疲れを癒し、いつも通りに仕事をこなさなければと思うと、激しい運動は控えたいと思うのだが……。

「別の日まで我慢はできそうにない、かな」

　ニヤッと笑い、真希が指で股間をさした。

　すっかり勃起した男根を目にして、美月は苦笑する。

（さっきしたばっかり）

　自分を求めていると、たぎる熱を見せられて、断れるはずもない。

「もう、仕方ないですね。早めにベッドに入れるように、真希さんも家事を手伝ってくださいね」

「もちろん」

　美月は苦笑しながら、真希の手を握った。

　お互いに引き合うように顔を寄せると、甘い口づけを交わした。

 






第三章








　今日は休日。結婚して始めての、夫婦そろってのお休みだ。同じプロジェクトで働き、家事は早く帰ってきたほうができることをしてきた。

　今週は水曜日あたりから互いに忙しくなってしまい帰宅が遅かった。真希にいたっては日付が変わるころに帰宅していた日もある。

　早く帰宅できないときは夕食も閉店間際のお惣菜を買ってきた。作るという工程を省略して、お皿に盛りつけてテーブルに並べる。真希に内緒で出来合いのものを出していたわけではなく、お互いにトークアプリで何を買ったのかの報告会もしていた。

　おかずが通常よりも安く買えたよ、なんて割引シールを見せながら送り合うのが美月には楽しかった。

　洗濯や掃除も、週末は二人とも休みがとれるから纏めてやろうと決めていた。洗濯を干す際に皺にならないようにするのが苦手だと真希が言う。美月も得意というわけではないが、苦手でもないので洗濯は美月が担当して、真希が家の掃除をする。

　お互いの身体を気遣いながら、自分のやれる家事を報告し合い、行動していく毎日が楽しい。

　今日は平日にできなかった家事を纏めてやったあとに、二人で近くのスーパーに買い出しに行く予定だ。

　土日は一緒に家で食事をしたい。二人でキッチンに立って、来週の夕飯のおかずを作り置きしておこうという話になっている。ストック品があれば、平日の夜が少し楽になるはず……と、考えた。

　二人とも料理が得意ではないが、今はアプリで簡単に作れる料理レシピが見られる。自分たちで作れそうで、食べたいと思う料理をすでにセレクト済みである。材料を買いに行くのが今から楽しみだ。

「うわあ、美味しそう」

　寝ぐせが残っている真希が、ブルーのルームウエアでキッチンに入ってくると美月の背後に立つ。腰をいやらしく掴んできて、首筋にちゅっとキスを落とすると「おはよ」と優しい声で囁いた。

「ヨーグルトにイチゴとバナナを混ぜただけだよ？」

「美月が作ると何倍も輝いて見えるんだ」

「……はいはい。どいてください。テーブルに運ぶの」

　器に盛ったフルーツヨーグルトを両手に持って、美月はキッチンからダイニングへと歩き出した。

（私たちの関係は少し変わったな）

　美月は結婚してからずっと真希に敬語で話しかけていた。上司であり、年上であり、父の仕事の救世主であった。彼との距離を遠くに感じていた。が、少しずつ二人の夫婦という形を作っていくうえで、硬く緊張していた心が柔らかくなったのだろう。

　ときどき、敬語も混じるが、砕けた会話ができるようになっている。

「おお、トーストもあるの？　すごい」

「お昼ご飯の時間も近いし、二人で、一枚で充分かなって思って半分ずつにしちゃったけど足りる？　もし足りないなら……」

「充分だよ、ありがとう、美月。昨日のセックスは激しくしたから、午前中はゆっくりして良かったのに」

　にっこりと幸せそうに微笑んで話す真希の言葉に、美月は乱れた昨晩の自分自身を思い出し、恥ずかしさで顔から火が出そうなくらいに熱く火照った。

「……だ、大丈夫です！　朝からそんな話はだめ！」

「なんで？　またシタくなる？　俺はいいよ？　これ食べたら、ベッドに戻ろうか？」

「真希さん！　今日は家事をして買い物に行く予定……」

「わかってるよ。焦る美月が可愛いから、少し揶揄っただけだよ」

　あはは、と口を開けて真希が楽しそうに笑い声をあげた。

（この手の話は冗談なのか、本気なのか……いつもわからない）

　たぶん、美月にその気があれば、ベッドに戻っていたかもしれない。きっと半分は冗談で、半分は本気なのだろう。

「さあ、食べましょう」

　美月はキッチンに戻り、スプーンを二つ手にした。

　真希がダイニングテーブルにつこうとすると、部屋中にインターフォンが鳴り響いた。

「だれだ？」

「誰でしょう？　週末に何か届く予定のものはないはず」

　美月は首を傾げながら、ここ最近で買った通販サイトの履歴を頭の中で思い浮かべた。結婚を内緒にしている手前、友人たちには一切、美月が住んでいる場所は教えていないから尋ねてくる人もいない。

　同様に真希も結婚を内緒にしているから、訪ねてくる人はいないはずだ。

　二人で顔を見合わせると、先に真希のほうが動き出した。

「俺が出るから、美月は先に食べてて」

　真希がダイニングの壁につり付けられているインターフォンの画面の前に立った。

「はい？……って母さん？」

『真希、開けて』

（え？　お義母さん？）

　真希の驚きの声に、美月の頭が真っ白になる。

　水曜日からほぼ片づけと掃除が追い付いていない部屋を見て、さーっと血の気が下がっていく。

　お見合いで初めて会った時から、美月は義母に良い印象を持たれてなかった。大切に育ててきた大事な息子を、奪われると思われてしまったのか。

　結婚相手にはもっと相応しい女性がいるのではないか、と美月を前にして何度も口にしていた。

　美月はスプーンを握りしめたまま、真希を見ると彼もまた困った表情をしていた。

（このままだと、掃除していないのがばれる！）

　お互いに掃除は週末にやろうと決めていたとはいえ、片付けてない部屋を見られたらきっと、美月への妻としての印象は駄々下がりだろう。

　どうしようと思うものの、混乱した美月の頭ではいいアイデアが生まれそうにない。ただその場で身体が硬直した状態で、立ち尽くしていた。

「あ、あー、ちょっと……今は、俺がエントランスに行くから母さんはそこで、待ってて」

　マンション入り口の自動ドアの解除をした真希が、通話を終わりにすると寝室に駆け込んでいった。

　通常では考えられないほどの速さでジーパンとシャツに着替えると、風をきって玄関までダッシュしていく。

「美月、家にはあげずに帰ってもらうから！　先に食べてて……」

　さすがに真希も焦っているようだ。

　後を追いかけて玄関まできた美月に、靴を履きながら真希が早口で伝えてくれる。

　掃除や洗濯が終わった後なら、「少しなら」と言えたかもしれないが……さすがに水曜日から何もしていない家には、義理の母を家に招き入れるのは心臓に悪い。

　義母といえば、結婚の挨拶に行った時も、真希の父は笑顔で迎え入れてくれたのに対し、不満気味に見え、怖いと感じていた。終始、睨まれていたのを覚えている。

　美月がそう感じただけで、実際は違ったのかもしれない。真希のときように、色眼鏡で見ていた可能性もある。

　母親は息子が嫁に取られたように気がして、冷たくあたってしまうとはよく聞く嫁姑問題だ。その知識だけが先行して、義母を誤解していたのかもしれない。

　大事な息子を奪われてしまったと感じていると美月が思い込んでいたから……不満気味に見えていたのかも。

『ピンポーン』という玄関前の呼び鈴の音がして、美月の目の前が真っ暗になった。エントランスで待つはずの義母が扉の向こう側にいる。

「え？　待っててって言ったのに」

　困るよ、と真希が呟きながら、施錠してあったロックを外して、玄関のドアを押す。

「ちょっと、母さん！　下で待てって言った……て、おいっ！」

　真希が出られる分だけ開けて、すぐ閉めようとしたのだろう。だが、そんなことはお見通しだと言わんばかりに、義母の恵え理りが大きく玄関のドアを開けてズカズカと入ってきた。

　強引に玄関にあがる母の後ろに立った真希の顔がムッと不機嫌な色にかわった。

「あらあ、美月さん。おはようございます。もうすっかり陽がのぼっているのに、まだ寝巻だったの？　お仕事がお休みだからって、少し気が緩んでなくって？　高村家の一員だってことをお忘れなのかしら？」

「す、すみません」

　美月は玄関に立つ、あでやかな和服姿の義母に、慌てて頭を下げた。

　目が全く笑っていない彼女の笑みに、背中が凍りそうなほどヒヤリとした。美月の誤解ではない。間違いなく、典型的な義母に恨まれる嫁だと確信した。

（『寝巻』ではなく、『ルームウエア』なんだけどな）

　義母の間違いを訂正する勇気がない美月は、黙って下を向いた。

　衣量販店で真希とおそろいのルームウエアを買っていた。買った当初は何も思わずに購入したが、今朝は同じ服を着ていると思うだけで高揚した。

　好きな人と同じお店の服を着ているってだけで嬉しくて、わくわくした気持ちになれるのだと美月は知ったのに、今やテンションが地の底を這っている。

「パジャマじゃない。ルームウエアって言って、部屋で着る服だよ、母さん」

「だって真希はちゃんとお洋服を着ているじゃない？」

「俺は母さんがいきなり来たっていうから、エントランスで会うのに着替えただけ。外でお茶して帰ってもらおうと……」

「あら、お家にはあがれないのかしら？　結婚して一年が過ぎて、真希がやっと家で落ち着いて本社で仕事するようになったと聞いたから、顔を見に来たのに」

「なら、別に今日じゃなくてもいいだろ。いきなり来る必要もないし。一言声をかけてくれれば、俺と美月で実家に行った」

　義母がクスッと笑うと、口元を手で押さえた。

「いきなり来るからこそ、あなたたちの生活が見れるのでしょう？　私がくるとわかってて綺麗に片づけられた部屋なんて見たくないわ。意味もないし。真希の為に日ごろから、妻として家事ができているのか、母として見定めないと」

　失礼するわね、と草履を脱いで真希の母が家にあがった。

「あ、あっ……ちょ……」

　美月の制止を振り切って、義母が廊下を突き進んでいく。

「はあ、時代錯誤な考え方、やめてくれよ」

　と、真希が玄関でげんなりした表情で呟くのが聞こえた。

（ああ、やっぱり私は……嫌われてるんだ）

　ズンっと胸の奥が重くなる。

「美月、母さんに何を言われても気にしなくていいから。昔ながらの考え方な人で、女性が外で働く大変さを知らないんだ。ごめんな」

「あ、いえ……大丈夫、だと……思います」

（もうすでに、大丈夫じゃない）

　居間を見られれば完全にアウトだ。窮地に追いやられた状態の美月は力なく笑うしかできなかった。

　再度、真希が謝ると美月の肩を優しく叩いてから、義母のあとを追いかけていった。

（多分、お義母さんと私の考え方は似てると思う）

『真希の為に日ごろから、妻として家事ができているのか』

　この言葉にすべてが詰まっている。

　少し前までの美月の考え方そのものだ。結婚生活を維持するために、完璧に家事をこなさなければ嫁じゃないと思っていた。

　苦手を克服し、仕事から疲れて帰ってくる夫がくつろげる空間を作っておくのが妻の務めだと。

　しかしそんな美月に真希は、共働きで、くつろぐ空間は一緒に作っていけばいい。無理なら作るのが得意な家事代行サービスに頼ればいいと教えてくれた。

　真希への誤解から、まだまだよそ様に頼れない美月の想いをくみ取って、二人で一緒に夫婦の休める場所を作っていこうと真希が言ってくれた。今、そのリズムを掴もうとしている最中なのだ。

「あら、これは何かしら？　朝食？　おやつ……にしては、トーストとかあり得ないものね。もう午前十時よ？」

　ダイニングテーブルに並んでいるトーストとフルーツヨーグルトを見たのだろう。美月がダイニングに入ると、義母がヨーグルトに小指をつけて、味見をしているようだった。

「私は、休日であろうが平日であろうが、朝七時にはきちんと朝ご飯が食べられるように用意しておいたわ。胃に優しい和食で。お味噌汁は絶対に欠かさなかった」

「……申し訳ありません」

　美月は頭を下げる。

　朝七時にはご飯を完成しておくとなると、美月の技量では五時起きでないと間に合わない。

　朝五時は何をしていただろうか、と思い出そうとする。まだ真希とベッドの中でセックスの最中だったと思い出して、慌てて頭を振った。

「別にいいだろ。最近、仕事が忙しかったんだから、休日にゆっくり寝てても」

「真希はお仕事が大変だから、わかるわ。でも……」

「美月も同じだ」

「同じなもんですか。お家のことができないのに、外でお仕事なんて……どうなのかしら？」

　真希の母はそう言いながら、ソファに放り投げたままの美月のジャケットを掴んだ。

「あっ！　すぐに片づけますね。すみません」

　クリーニングに出そうと思い、ソファに置きっぱなしになっていた。義母の腕からジャケットを奪うように受け取ると、美月は寝室のクローゼットへと向かった。

　家のことができないのに、仕事なんて、と美月が一番言われたくない言葉を義母に言われてしまった。

（やっぱり……そうだよね）

　結婚して主婦になったのに、家事ができず、それでも仕事を続けてるって世間から見て、駄目なんだ。

　クローゼットの扉を開けながら、重苦しい溜息が出てしまう。

　仕事は続けたい。父親の夢が叶うのに、そのお手伝いができないのは嫌だ。何の為に就職したのか、わからなくなる。

「あら、やだ。ベッドの布団……」

　横から聞こえてくる声に、美月はびっくりして顔をあげた。開けっ放しになっているドアから寝室を覗き見た義母が、信じられないものを見るかのように立っていた。

「え……あっ……」

（待って、入ってこないで！　ゴムの箱とか片づけてない！）

「起きてすぐに整えないなんて」

「母さん、他人の家の寝室を見ないでくれないか」

　スッと母親の前に待って真希が視界を封じてくれる。さらに見ようと覗き込もうとする母から逃れるために、真希は寝室のドアを閉めた。

「他人じゃないでしょう？　真希の家なんだから」

「俺は実家を出た人間だ。ここは母さんの家じゃないだろ？　口出ししないでくれ」

「廊下だって、埃がたまって……掃除ができてないじゃない」

「はあ、悪かったな。掃除は俺の担当なんだ」

「真希がやらされてるの？」

「違う！　俺が率先して分担してるんだよ」

　二人の会話が徐々に小さくなっていくのを聞きながら、美月はジャケットをハンガーにかけた。

　真希に止められてまた入ってくることはないだろうが、次があったら怖いので美月は、棚に出ているコンドームの箱を抽ひき斗だしにしまって、掛け布団を整えてから寝室を後にした。

「やっぱり駄目ね。私は最初からわかってたわ。あの女じゃ、真希が苦労するだけよ。お父さんの勝手な思い込みもいい加減にしてほしいわ。理想を追い求めて、起業した男に惚れたとか言って……馬鹿な人」

　居間へのドアを開けようとして、美月の身体がぎゅっと強張った。

（私は最初から、お義母さんに受け入れられていなかった）

　玄関での義母の言動から、薄々は確信していたが、真希に向かって『駄目』と直接、言葉にされたのは傷ついた。胸が締め付けられ、劣等感に支配された身体は息苦しくなる。

「俺も父さんの考えには賛同している」

（え？）

　真希の言葉に、美月はドキッとした。

「美月は駄目じゃない。俺も苦労していない。共働き夫婦なんだから、家事の負担だって共に分かち合っていい。だから美月と一緒に分担してやってる。彼女はご両親の仕事に誇りをもって仕事に励んでいる。俺はそれを応援したいんだ。それに母さん、どうして父さんが化粧品に力を入れようとしたか、知ってる？」

「し、知らないわよ。あの人のただの気まぐれでしょ？」

　美月はゆっくりと居間へのドアを押しあけた。

　ソファに座っている義母からの視線が、美月を睨んでいる。「私の大事な息子を奪った女狐め」と言われているような気がして身体が委縮してしまう。

「あ、お茶の用意をしますね」

　美月は恐怖心に勝てず、キッチンに逃げるように入った。背後から聞こえてくる真希と義母の話に聞き耳をたてた。

「ねえ、真希。それより、あなたには銀行の頭取の娘さんがいいと思うの。会社の融資にも融通がきいて、将来役に立つわ」

「はあ。不況の中で、娘と結婚したら金を融通しますっていう甘い話があるわけないだろ。金が溢れていた時代ならまだしも。今はそういう世の中じゃないんだ。好きでもない女と結婚したいとも思わない」

「真希は美月さんを好きになったから結婚したっていうの？」

「それ以外に何があるの？　母さんの時代と今は違うんだよ。家同士の絆で会社は存続できない。十年後も生き残っていくには、顧客のニーズに合うサービスを提供していかなくちゃなんだ」

「それが化粧品だと言いたいの？」

「ああ。言いたい。父さんが化粧品にこだわったのは、母さんの肌悩みをずっと見てきたからだ。少しでもいいものを……肌に合うものを探してる。今も……。そしてまだ気に入る一品に出逢っていない。美月のご両親が手掛けている化粧品のコンセプトを聞いて、肌悩みに苦しんでいる人たちに届けたいという想いに父さんが応えたいって思ったんだよ。父さんからもらった化粧品、使ってるんだろ？　肌、前よりきれいになってるじゃん」

「……たまたま、よ。お父さんがプレゼントしてくれるなんて、滅多にないから使ってあげてるだけ」

　フンっと頬を赤くした義母が、横を向いて髪を整える仕草をした。

（お義父さま、お優しいのね）

　カチッとポットのお湯が沸いたお知らせが鳴る。

　美月は温かい緑茶を淹れるため、急須にポットのお湯を入れようとした。

「み、美月さん！　お茶はいらないわ。し、出張続きで、真希と一緒に過ごせなかったでしょうし？　今日はゆっくりするといいわ。私はこれで失礼。お父さんが、お腹を空かせて待ってるでしょうからね」

「あ、でも」

「見送りは結構よ。勝手に帰ります」

　ドアを開けると廊下を進み、まっすぐと玄関に向かう後姿を捉える。

「俺が途中まで送ってくるよ。どうせ近くに運転手を待機させてるだろうから」

　大丈夫と言わんばかりの表情で、ウインクをして真希が義母の後を追いかけていった。

　遠くで聞こえる玄関の開閉音を聞いてから、肩に入っていた力が抜けて、そのままキッチンの床に座り込んでしまった。

『真希は美月さんを好きになったから結婚した』

『それ以外に何があるの？』

　義母と真希の会話を思い出して、美月の胸の鼓動が早鐘を打った。

（真希さんは、私を好きだったから、結婚を……？）

　見合いの席で初めて会ったのに？

　恋に落ちるような出来事なんてなかった。お互いに、会社の未来を案じて手を取り合うような契約だと思っていた。

　真希からしたら、小さい会社の娘と結婚をしたところで大きな利益になるとは思わない。美月のほうが多大な恩恵を受ける。

　利益云々関係なく、好きだから結婚をしてくれたんだ。

（私はまた、真希さんを誤解してた）

　でも……待てよ。義母がいる手前、「好きだから結婚した」というシナリオにした可能性もある。会社の利益が見込まれるから、どうのこうのとくどくどした説明よりも、「好き」という感情論をぶつけたほうが早くことが済む……と思っていたかもしれない。

　事実は真希に聞かなければわからないが……。

　できれば美月が好きだから結婚をした、と思いたい。

「ちゃんと話さないとわからないもの、ね」

「……なにが？」

「えっ？　あれ？　お見送り……」

　キッチンで座り込んできる美月を、真希が腰を折って覗き込んでいた。

「エレベーターの前で帰れって断られた。次に来るときまでに、二人できちんと家を片づけておきなさいだってさ」

「二人……で」

「そう。俺と美月で」

（お義母さんが、私を嫁と認めてくれた？）

　気に入ってくれたわけではないだろうが、嫁として受け入れてくれた。

　自分は嫌われている。認めてもらえるように、頑張らなければ……という気持ちが楽になり、肩の力が抜けた。

「真希さん、ありがとうございます」

「ん？」

「お義母さんからの小言に、きちんと説明してくれて嬉しかった。守られてるって感じられたんです」

「当たり前だろ。二人で決めたことだし、どっちかが悪いわけじゃない。母さんにも母さんなりのルールがあるのはわかるけど、それを俺たち夫婦に当てはめてほしくなかっただけ。それより俺は、美月の腰が抜けてるほうが気になるんだけど？」

　キッチンの床に座っている美月を指でさして、説明してほしいという表情で見つめてきた。

　美月はもう大丈夫、という気持ちをこめて立ち上がり、笑顔を見せるが逆に真希には心配そうな顔をされてしまった。

「隠さなくていいから」

「隠してません。ただちょっと、ホッとして身体の力が抜けてしまっただけ」

「母さんはもう大丈夫だよ……で『ちゃんと話さないとわからないもの』ってなに？」

　立ち上がった美月を正面から、ぎゅうっと抱きしめた真希が質問をしてくる。

「……私、真希さんを誤解していたなって思って」

「俺のなにを誤解してたの？」

「そ、それよりご飯を食べましょう！」

　美月は恥ずかしくなって、真希の腕の中から出るとダイニングテーブルに出しっぱなしのままになっている朝ご飯に視線を動かした。

「美月、教えて」

「私のことす……好きって知らなかったんです。お互いの利害が一致したから一緒になっただけだって……その、真希さんの感情を知ろうとせずに、決めつけていたな……って。ごめんなさい」

（恥ずかしい）

「え？　あ……ソレね。ああ、そう……」

　美月の羞恥に思う気持ちが伝染したように、真希の頬も紅潮して動揺していた。

「あっ！　そうか。お義母さんがいたから……もしかしてそう言っただけで、本当は」

「ち、違う！　美月が好き。じゃなかったら結婚しない。それにプロジェクト案は美月に言うんじゃなくて、直接君のお父さんに企画書として持っていってたよ。脅すように自分の立場と利益を美月に見せたのは……卑怯だとは思ったが、美月を……その、誰にも渡したくなくて」

「……え？　私たちってお見合いで会ったのが初めて……ですよね？」

（父からお見合いの話を聞くまでは、名前を知っている程度だったのに）

　見合いより前にもし真希が知っていたとして、どこで知り合っていたのだろう。会話した記憶はないはずだ。それとも美月が忘れているだけなのだろうか。

「お見合いが初めてじゃないよ。美月のホテル研修の時に、ね。俺たちは出会っていたよ。一生懸命、仕事を自分のものにしようと勉強を頑張る美月が可愛くて……毎日、見ているうちに好きになってたんだ。公私混同すぎて、自分が情けないよ」

　はは、と力なく真希が笑う。

　その恥ずかしそうな笑みに、美月は愛おしさを感じた。

（私も好きです。真希さんと結婚できて良かった）

「ありがとうございます。真希さんのおかげで、いろいろと頑張れそうです」

　美月は小さくガッツポーズを作った。苦手な家事さえも、今なら楽々とこなせそうな気がする。

「そしたらベッドに行く？」

「んん？　そっちは朝までやったじゃないですか！　私の頑張れそうは、家事のことです」

「じゃ、夜ね。期待してるから」

　ちゅっと頬にキスをされて、意味ありげな笑みを見せられ、美月の心はドキッと跳ねた。

（過度な期待は困る）

　嬉しそうな顔で笑う真希に、美月は頬を膨らませて不満気な表情を見せるが「かわいい」と言われるだけだった。





※※※






　昼休みを早めに切り上げて、真希は誰よりも先に会議室に戻ってきた。自分がいつも使う椅子に座ると、やりかけ中の仕事に取り掛かる。

　書類を持つ左手薬指には、シルバーのリングがはまっている。美月との約束で、結婚したという事実を隠してきた。その約束が更新され、相手は言わないが結婚している事実を公表していい、という内容に変更してもらえた。

（嬉しいな）

　薬指に光る指輪が目に入るたびに、表情が緩んでしまう。

　真希のほうから、指輪をつけていたいと申し出た。好きな人と結婚をし、美月を独占している。その事実を公表したい。

　公表は嫌がられてしまったが、「指輪はつけてもいいですよ」と美月が許してくれた。最愛者の名前を隠すのは、他の男に美月が狙われそうで嫌だが、真希が美月のものになったという証が見せられるのは嬉しい。

「やめて。仕事中に気の緩みきった顔をするの」

　真希と同じように昼食を短く切り上げてきた館林がヒールの音を鳴らしながら、近づいてきた。

　折り畳みの椅子を一つ挟んで隣に座ると、彼女もまたやりかけの仕事を始めた。

「ゆっくり休んでくればいいのに」

「高村課長だって早く戻ってきてるくせに。人のこと言える？」

「俺が早くチェックしないと、次に進めないだろ」

「私は、誰かさんのせいで社食に居づらかったから」

「……は？」

「誰かさんがいきなり結婚指輪をしてきたと思ったら、社食で愛妻弁当の披露よ。社内中が、高村課長の噂でもちきりよ。休憩中も上司の名前を聞くなんて、休めたもんじゃないわ。うざすぎて我慢できないから、早めに戻ってきたの。きっと奥さんも同じ気持ちよねえ」

　はあ、やだやだ……と舘林が書類を捲りつつ、悪態をついた。

「指輪はちゃんと美月には承諾をとってる。勝手につけてきたわけじゃない。それに弁当だって、彼女が作ってたから俺のもお願いしただけだ。できれば彼女にも指輪をしてほしいけど、そこは無理強いしてない」

「当たり前でしょ」

（どこが当たり前なんだ？　美月を狙う男どもを、指輪で蹴散らしたいのに）

　美月は真希の嫁であり、他の男のものにはならないと知らしめたい。とくに石井に。

　プロジェクトが始まって以来、勤務中の石井と美月の近い距離感に、ついつい苛立ってしまう。態度には出さないように気をつけているつもりだが、わざと二人の間に割って入って仕事を振ったこともある。

　お互いに仕事をしているだけ……とわかっているのに、どうしても嫉妬してしまうのだ。この感情は止められない。

　館林が放った言葉を強調しつつ、繰り返した。

「結婚相手が誰か言えるわけないんだから、指輪をつけられるわけない」

「言えない？　なんで？」

「これだから鈍感男は困るわ。今日みたいに会社中の噂になるのは、わかりきっているのよ？　想像しただけで、嫌すぎて寒気がする。まあ、玉の輿を狙っての承認欲求の一つだったとしたら、話は別よ。見せつけてこそ、意味があるから。でも彼女はそういうタイプの人間じゃないでしょ？　誰と結婚したか、知られたら大騒ぎになるのが容易に想像できるから、隠すのでしょうね」

「俺との結婚を知られたくない？」

（俺は美月が大好きで、あちこちに公表したいのに）

「睨まないでくれる？　あのね、高村課長と結婚してるとわかるとする。今回のプロジェクトメンバーに異例の総務課から美月さんが選ばれた。しかも内容が、彼女の親が経営している会社とのタイアップだった……周りはどう思うかしら？」

「どうって」

「誰かさんが、好きな女をもぎ取る行動だったとしても、周囲はそうは見ないってこと。自分の親のために身体をつかって、高村課長に近づいて見事落とした悪女になる。女性社員からは敵視され、男性社員からはバカップルのためになんで仕事しなくちゃいけないんだ？　と思われる。陰口はあっという間に広まり、美月さんは会社での居場所を失うでしょうね」

「プロジェクトってのは、そう簡単に立ち上げられない。会社のために利益に繋がるかどうか、役員たちの厳しい審査が……」

　真希は感情が高ぶって机をたたきながら、立ち上がっていた。

（公私混同はしていると認識はしているが、頭の堅い連中たちを頷かせるために一年、かかったんだぞ）

「知ってるわよ。近くで見てきたんだから。でもね、御曹司の何かしらの圧があるはず。女が身体を使ったはず……って、思いたくなるのよ。自分がしたくてもできない事柄を、容易にやってのける人間を見ると、他人は『何か』と理由にしたくなる。できない自分を、正当化したいの。あんな汚いことをしてまで夢を叶えるヤツは最低だ。だから自分は全まっとうなんだってね」

「努力は認めてほしいものだな……まあ、御曹司の何かしらの圧はかけたけど」　

　真希はぼそっ呟き、椅子に座った。

「人はメンタルが弱いから。変わらない世界にいたがるし、飛び出す人間が怖いのよ。わざわざその波に好きな女性を飛び込ませる必要ないでしょ？　自分たちが事実を知っていれば」

「そう、だな」

「今は新規プロジェクトを立ち上げるにあたって企画を練っていたら、社員に社長の娘がいたので、メンバーに加えました――ていう流れでいいのよ。彼女のためにも。会社のためにも」

（公表はまだ先になりそうだな）

　人の噂などは気にしないが、美月がきっと気にするだろう。彼女が楽しく仕事をしている場所を真希のせいで奪いたくはない。

「舘林はすごいな。俺は美月が他の男に奪われたくない一心で、公表したい感情が爆発しそうだったのに」

「当事者じゃないから。冷静に物事を判断できるのよ。お礼に、ダメ男を紹介して」

　館林がニヤリと微笑みながら、流し目をしてきた。

　理解しがたいが彼女はできる男よりも、できない男のほうが好みらしい。

「石井なんてどうだ？」

「はあ？　嫁が奪われそうだからって私にすすめないで。てか、石井も片付けが下手でギャンブル好きらしいから、ダメ男の部類だけど、微妙に仕事ができるから却下」

「仕事ができるのは利点だろ？」

「私はクズでダメ男のお世話をしたいの。可愛がりたいの。お小遣いをあげたいの。微妙に稼げる男はノーセンキュ！」

　わかってないわね、と真希は軽く睨まれる。

（相変わらず、好みの男が変わってる）

　仕事ができるから信頼しているが、ちょっとズレた感性に真希は首を傾げた。

「課長のせいで、昼休みが終わるじゃない！　仕事が進められなかった。むかつく」

「言い方……」

「なに？」

「係長の貴重な時間を俺のプライベートな相談にのっていただき、ありがとうございました！」

　舘林は「どういたしまして」と意味ありげな言い方をして、嬉しそうに笑うと書類に目を戻した。

（くそっ。してやられた感が残るのはなんでだ？）

 







第四章








　週末にまとめておかずの作り置きをするようになってから、美月はお弁当を作るようになった。一度に大量のストックを作るので、食材を無駄にしたくない気持ちと、色合いや詰めかたの勉強をかねてお弁当を始めた。

　朝食の準備の傍ら、自分の分を作っているのを真希に見られて以来、彼もお弁当を持って行っている。

　もっと上手になってから持って行ってほしいと伝えたのだが、美月の料理は美味しいからお昼も社食ではなくて、お弁当で食べたいと言い切られてしまった。

　何種類か作り置きをするから、その日の弁当の中身が一緒にならないように気を使っているが、別日のおかずと一緒になるから、いつかは誰かに見破られてしまうのではないかと不安だ。

　指輪といい、お弁当といい……真希の言動に女性社員たちの一喜一憂が激しくて、美月の心は安心できない。

　どこにいっても、真希の噂話ばかりが耳につく。妻は誰なのかという話には気が滅入りそうだ。

　どこかの社長令嬢とお見合いをして、最近入籍したのではないか。実は、仕事で息の合う舘林とこっそりと籍を入れたのではないか。

　大学時代から付き合っていた恋人と結婚をしたのではないか。クラブで働く女性が、妊娠して責任をとって入籍した。様々な憶測が飛び交い、女子トイレや社員食堂がにぎわっている。

　秘書課の女性たちが、社長にそれとなく質問してもうまくかわされてしまって、聞き出せないと話していたのを美月はトイレで耳にした。

「はあ」

　美月はいつまで続くのかわからない真希の嫁の噂話に、無駄に神経をすり減らして昼休憩に入った。

　プロジェクトの仕事内容よりも噂話のほうが疲れる。

　妻が誰かは絶対に言わないから、結婚指輪をしていってもいい？　という真希の問いに頷いた。お互いの気持ちを確かめ合った後で嬉しかったからだ。

　だが、予想以上の社内の噂に、頷いてしまった自分に今は軽く後悔をしている。

　社員食堂の隅のテーブルに、美月は一人で座るとピンクのナフキンで包まれている弁当を置いた。

　真希も会社のどこかで食べているのだろう。同じ中身だと知られてしまう可能性もあるから、絶対に同じ空間で食べないでとお願いしてあるため、真希は営業課のデスクで食べていることが多いらしい。

　営業課なら、多くの人間が外回りに出ており、室内は閑散としているとか。一度、屋上で食べようとして他の人からの質問攻めが面倒くさくてやめた、とも話していた。

　一人でお弁当を食べるより、会社の親しい人たちとお昼を食べたほうが楽しいんじゃない？　と質問したが、逆に「なんで？」と聞き返されてしまった。

　誰かと会話をしながら食べたほうが、よりご飯が美味しく感じられる気がしたのだが、真希は違うのだろうか？

　食堂で一人ぽつんと食べるランチは、美月にとっては寂しい感情を増幅させる。まわりを見渡せば、楽しそうに話している社員たちがいる。自分も誰かと楽しく昼休憩をとりたいと羨ましくなる。

　美月がお弁当を広げて食べ始めると、同じテーブルにタヌキそばがのったお盆が置かれた。顔をあげれば、同期の石井が隣に立っていた。

「なんだ？　鈴谷も弁当なの？　課長といい、鈴谷といい……弁当が流行ってんの？」

　石井が隣に座ってきながら、質問してきて、心臓がどきりと跳ね上がる。

（絶対にバレないように言動に気を付けなくちゃ！）

　別に流行っているわけではない。美月の弁当も、真希の弁当も出所は同じだ。

「さ、さあ？　高村課長は奥さんが作ってるんでしょう？　私は夕食の残りとかを詰めてるだけだし。ほら、節約……ね」

　慌てて取って付けたような言い訳をしつつ、美月は苦笑いを浮かべた。

　一人で食べるのは寂しいが、お弁当が話の種になる会話なら、むしろ一人のほうがいい。

（心臓に悪すぎる）

　いっそのことお弁当は真希だけにして、美月は社食のランチにしたほうがいいのかもしれない。弁当の中身が似ていて、関係が知られてしまうリスクは避けられる。

　プロジェクトメンバー同士で同じテーブルを囲み、ランチをするときもある。うっかり真希と美月が同じテーブルになって、比べられでもして見抜かれてしまったら大変だ。

（知られて大騒ぎになる前に、何か策を考えないといけないなあ）

　会社の後継者である真希に、迷惑がかかるようなことはしたくない。噂で聞くようなキラキラした嫁ではない。

　真希が指輪をしているという事実に飛び交ういくつのも噂を耳にして、恐ろしさが増した。名前を伏せてもらって良かったと心から思った。

　陰でコソコソと悪口を言われながら仕事はしたくない。知らないところで言われるならまだいいが……仕事に支障をきたすような意地悪をされたら、と想像するだけで、恐怖で胸が苦しくなる。

　仕事は好きだ。続けたい。

　それに総務課の平社員と結婚しただなんて知られたら、きっと真希の名誉に傷がついてしまうかもしれないから、避けたい。

「鈴谷って社食派だったじゃん。プロジェクトの仕事が忙しくて、帰宅する時間が前より遅いのに、どうして急に弁当を？」

「あ、ああ……料理の勉強をしようと思って」

（勉強したいのは間違いじゃない）

　もっと料理上手になりたいとは思っている。寝る前に、自分が作れそうなのをアプリで探してひっそりと保存をしている。

　週末に作ってみたり、作り置きのメニューに入れ込んだりして、少しずつ幅広い料理に挑戦しているところだ。

「え、なになに？　作ってあげたい人でもできたの？　彼氏とか？」

　テーブルに肘をつけた石井が、前のめりになって美月との距離を縮めてきた。

（顔が、近いよ……石井くん！）

「ち、ちがっ！　ほら、私も年齢が年齢でしょう？　いくら独り身だからって、コンビニ弁当にいつまでも甘えてられないっていうか。もしもってときに、作れないとさ……恰好悪いっていうか……」

「じゃあ、俺に作ってよ、弁当！　鈴谷のが食べたい」

「……へ？」

　思いもよらぬ石井の言葉に、美月の目が丸くなった。

（なんで私？）

　今までだって、弁当を作って持ってきていた時期もあった。その当時の石井は、作ってほしいと言ってこなかったのに。どうして今なんだろうか？

　美月の「いいよ」と言うのを期待した笑みで、石井に返答を待たれる。断られるという選択肢がないと言わんばかりに、輝いた目で見つめられて、美月は断りづらくなる。

（困る。石井くんのは作れない）

　好きな人以外の男性に、弁当は作りたくない。もっと言えば、真希にだってまだまだ不完全な自分の料理で、弁当を作るのが申し訳ないくらいなのだ。石井のことは嫌いじゃないが、同期のために、早起きして弁当は作りたくない。

「や、やだなあ。男性たちの間では、手作り弁当の女性にはそういう風に言えっていう社交辞令でもあるの？」

「俺以外にも、鈴谷は誰かに言われたの？」

「……そ、そ、そういうわけでは」

（墓穴を掘ってる、かも、しれない？）

　言われ慣れていない言葉を、真希と石井の二人に立て続けに言われたから、頭が整理できていないだけ。

　たった二人。されど二人。最近の自分に何が起きているのか、不思議に思う。美月は何も変わっていないのに……。

「練習中だから……まだ」

「うん、いいよ」

（おかしい）

　いいよ、とはどういう意味だろうか。「いらない」という意味であってほしいと思うのだが、石井の顔は「弁当がほしい」という表情をしているように見える。

「料理……苦手で……始めたばかり、で」

「うん。さっき聞いたよ」

　石井の笑顔が、胸に突き刺さる。はっきりと「作れない」と断れない自分がいけないのはわかっているが、罪悪感で胸が押しつぶされそうだ。

（そうじゃなくて……やんわりと断ってるのに）

　気付いてほしいのに、通じてないのだろうか。

　鈍感な男ではないから、通じているはずなのに。どうして食い気味でくるのだろうか。

　料理が苦手で、つい最近始めたばかりの弁当を、なぜ食べたがるのだろうか？　しかも練習中だと言っているのに。

　他人様に提供できるほどのレベルになってからのほうが、安心してお昼の時間を過ごせるのではないの？　栄養面までしっかりと考えられたランチが、会社の食堂で売っているのだ。美月が思うに、専門家が作ったご飯のほうが美味しく食べられるんじゃないだろうか。

「練習中だって言ってるのに……食べないほうが」

「それでも鈴谷の手作り弁当が食べたいなあ」

（困る！）

　旦那がいるから、無理。作れない……とはっきり言えたら、石井は身を引いてくれるのだろうか？

　結婚しているから、と本当のことを言えば、石井はすんなりと納得してくれるだろうか？　でも相手は誰とは聞かれたくない。適当な嘘はつきたくない。でも本当のことも言えない。

（真希さんには迷惑をかけたくないのになあ）

「あら、私にも弁当を作ってって言っておいて、断られたからって、鈴谷さんにも甘えているの？」

　頭上から声がして、美月と石井が振り返るとこれから食堂にランチを買いにいくのか、手に黒のお財布を持っている舘林が仁王立ちしていた。隣には、美月が朝手渡した弁当を右手で持っている真希が、不機嫌な表情で石井を睨むように細い目をして並んで立っている。

「か、係長！　……と、高村課長も」

　美月は慌てて立ち上がって、「お疲れ様です」と挨拶をした。

　今の石井との会話……真希がどれくらい聞いていたのか、不安に思う。

「ちょっと係長、そりゃないじゃないっすか。係長に言ったのってかなり前っすよ。しかも今、弁当じゃないし……やめてくださいよ。軽い男だって、鈴谷に思われるじゃないっすか」

「実際、軽いでしょうが」

　舘林が呆れた顔で笑う。

「いや、まあ……ていうか。高村課長の愛妻弁当見たら、独り身の男の心にしみるんすよねえ。やっぱ俺も欲しいなあって」

「だからって手近な女性に頼むのもどうかと思うけど？　ん？」

　石井の耳を舘林が強く引っ張り上げる。

「いたたたた……舘林課長！　俺、別に手近だからっていう理由で……」

　美月は食堂を見渡した。昼時を少しずれた時間で、どのテーブルも埋まっている。

　新たに空いている席を探すのは一苦労しそうだ。

（真希さんと同じ空間でお弁当は食べられない）

　弁当の中身を比べられたら、結婚相手が自分だと知られてしまうリスクが高まってしまう。

　石井と舘林のやり取りを話半分で聞き流しながら、大して食べていないお弁当を包みだした。

（それに……）

　真希と舘林が一緒にいるところを見ていたくない。もやもやした気持ちで、息苦しくなってしまう。

　理由はわかっている。ヤキモチだ。まるで気の合う落ち着いた大人のカップルに見えてしまう。二人から醸し出される雰囲気がお似合いすぎて、自分の視界に入るのが苦痛になってしまう。

　美月は自分の手荷物を纏めると、席を立った。

「あの、席どうぞ」

「鈴谷だって、まだ食い終わって……」

　石井が弁当を指でさそうとして、すでに片付けられているのに驚きの表情を見せて言葉が止まった。いつの間に片づけたの、という心の声が聞こえてきそうだ。

「もう満腹なので。それに他の席を探すの……大変だと思うし、課長と係長が使ってください。失礼します」

　美月は弁当箱とペットボトルの入った小袋を手にすると、石井の呼び止める声も聞かずに食堂を飛び出した。

　振り返りたくない。

　まだ満腹ではないが、食べる場所なら他にもある。今の気分は、一人でこっそりと食べたい。

　行く宛先も決めずに、美月は社内を歩き回る。午後の始業時間までどこで休憩しようか考えるものの、ここだという場所が見つからずにただ彷徨うだけ。

　着実に、いつもプロジェクトメンバーが使用している会議室に近づいている。まだ満足していないお腹で仕事を始めてもきっと夕方にエネルギーが切れて、集中力が続かなくなってしまう。

　できたら、残りのお弁当をどこかで食べてから戻りたい。

（どうしようかな？）

　振り返ろうとした瞬間、「美月、こっち」と男性の声がして、腕を掴まれた。

（……え？）

「た……か、むら、課長？」

　にこっと優しく微笑んだ真希が、美月の腕を掴んだまま近くの小部屋に入った。

「ちょ、ちょっと他の人に……」

「大丈夫。周囲に人はいなかったよ」

「ここ……ミーティング室じゃ……。予約もなしに入ったら怒られますよ？」

　八人弱で軽い打ち合わせをするときに使用するルームだ。長机が二つ置いてあり、ホワイトボードが置いてある。小さい窓はあるが、空気の入れ替えのときに少し開ける程度でいつもはシャッターが下りて外が見えないようになっていた。

「あ、『使用中』ってことにしておけば、バレない」

　真希がドアの部分にある未使用のパネルをスライドさせて、赤文字の使用中に切り替えると、そっとドアを閉めた。

「後で総務課に問い合わせられたら……怒られますってば」

「休憩中に気にしてる奴なんていないよ。昼休みが終わる前に戻れば、バレないだろ？」

「バレるかも」

「バレたら……まあ、部下の相談を受けてたって言えば、どうにかなるさ」

　爽やかな笑みで大丈夫だと胸を張られ、美月は言い返す言葉を失ってしまう。「もう！」と呆れてため息をつくと、美月はフッと笑みを零した。

　嬉しかった。

　追いかけられるような場面ではなかったのに、真希が弁当を食べずに美月の元に来てくれたのが幸福に感じられた。

「高村課長、お昼は？」

「今は二人きりだから下の名前で呼んで？」

「真希さん……お昼は？」

「まだ。美月もほとんど食べてなかっただろ？　ここで一緒に食べよう」

　真希がミーティングルームにあるデスクにお弁当を置くと、美月に座ってほしい場所の椅子をひいた。

「どうぞ」

「ありがとう」

「家だと向かい合って食べるから、今日は隣同士で食べよう」

　美月が座った隣に、真希が座る。肩と肩がぶつかると、目を合わせてクスクスと笑い、引き合うようにキスをした。

　まるで大好きな果物を丁寧に味わうように、真希が美月の口腔内を舌先で掻き回す。

「……んぅ」

　真希のスーツの裾を引っ張ると、美月は唇を離した。

　会社でキスをするのは、背徳感からかドキドキしてしまう。予約をとらないと普段は使えない部屋に、こっそりと入り、誰かがくるかもしれないという状況が恐ろしくもあり、興奮してしまう。

「これ以上は……」

「なに？」

「だめ、です」

「どうして？」

「だって……午後も仕事があるし」

　美月はむず痒くなる下腹部の奥を隠すように、足を擦り合わせた。

「シたくなっちゃった？　美月のエッチ」

　勝ち誇ったような笑みを浮かべて、真希が「ここ、会社だよ？」と耳元で囁いてきた。彼の手はスッと動き、美月の胸へと移動する。

　キスですっかりスイッチが切り替わった美月の肌は敏感だ。ちょっと服の上から胸の先端に、手が触れるだけでビクビクっと身体が快感で震えてしまった。

（だめなのに）

　真希だって言っていたではないか。ここが会社だと。

　カップルによっては、会社で人が来るかもしれないというスリリングを味わいながら興奮してセックスをする人たちもいるかもしれない。

　たしかにキスしただけでも、家でキスするより興奮してしまった自分は、スリリングな状況での肌の重ね合いに、より強い快感を得てしまうかもしれない。

　だが、本能よりも理性が歯止めをかける。これより先には進んではいけないと。

「……や、だ……ぁっ」

「なにが？」

　嬉しそうな笑顔で、真希はさらに手を胸の先端に指先をこすりつけてくる。

「やんぅ……だめ、……んぁ」

「ちょっと当たっただけなのに」

「わざ、と……で、でしょ！」

（会社だって、真希さんだって言ってたのに！　エッチな気分になってるのは、真希さんのほうじゃない）

「だ、め……んぅ、あっ」

　真希の手を掴んで胸から遠ざけようとすると、たった二回服越しに触れられただけなのにすっかり勃ってしまった乳首を摘ままれてしまう。

「ブラジャーもつけて、服もしっかり着てるのに……乳首がピンっと勃ち上がっているがわかるよ？」

「真希さんが触るから」

「エッチな気分になっちゃった？」

「真希さんだって……」

　美月は下を見て、指をさした。彼だって人のことは言えない。

　ズボン越しにでもわかるほど、熱量を帯びている。

　美月に知られてしまったのが恥ずかしいのか、真希の顔が赤くなっていった。

「美月が可愛いから。それに……石井に嫉妬した。美月の弁当が食べたいって言いやがって！　舘林係長がああ言ってくれなかったら、俺……殴ってたかも」

「ええ？」

　美月の不安が的中だ。石井との会話をしっかりと聞かれていた。

「あいつは美月をオンナとして見てる。美月の弁当が食べたいとか、腹が立った」

「でも、あれって、真希さんがお弁当を持ってきてるのが羨ましいからってことですよね？」

「違う。それを利用してるだけだ。美月も、はっきり断ってくれ。上手く丸め込まれたらって内心、冷や冷やしてたんだからな？」

「ごめんなさい。どう断ろうかって考えているうちに、話が進んでいってて。私も係長に間に入ってもらって良かったです……でも」

（真希さんと舘林係長の雰囲気が似合いすぎて、ヤキモチ焼いたけど）

　真希が嫉妬してくれたのは素直に嬉しかった。石井が、彼の言う通り女として自分を見ているのかは真実味に欠けているような気がする。

　ただ一人暮らしで昼飯代を浮かしたいとか。手料理に飢えているとか。軽い理由だと思う。

「なに？」

「な、何でもないです！　それよりお弁当を食べましょう。休憩時間が終わってしまいます！」

　美月は気持ちを切り替えようと、小さく手の平を叩くと、椅子をひいて座りなおした。

　甘い空気はお終い。真希とは上司と部下に戻り、お昼を食べて午後の仕事に戻る。

　イチャイチャは家に帰ってから、ゆっくりと楽しめばいい。

「……乳首、勃ってるのに？」

　意味ありげな笑みで、真希が美月の胸の先端を指先で弾いた。

　仕事モードに切り替えようとする美月は、火照った熱を放置せずに解決しようとする真希を見て、オフにしたはずの身体がすぐに反応しだした。

「んぁ、ん」

　静かに終息しそうだった身体の奥の熱が、再び灯ともりだす。

（ここ、会社だよ？）

　くすぶっている熱を見て見ぬふりをして仕事をするのも、効率が下がりそうな気もするが……会社で盛るのも未知の世界だし、世の中のルールから外れている様で気が引ける。

　興味がない世界というわけでもないが、実際、自分がそういう立場に置かれると今まで培ってきた常識が「やってはいけません」と警告音を脳内で鳴り響かせた。

「俺のも、勃起しっぱなしだから」

「ちょ、ちょっと、真希さん。ここ、会社なのに」

　世間一般の「当たり前」の範囲の枠から飛び出すのが怖い美月は、これから先に進もうとしている真希の行動に戸惑ってしまう。

　気になる世界……でも、まさか自分が体験することになろうとは。冒険心と自制心の狭間で心が大きく揺れ動く。

「午後の仕事に支障が出るから、鎮めてほしいなあ？　美月のココで」

「や、んぅ……んぁ」

　スカートの上から、下腹部をいやらしく撫でるように触られて美月の身体が反応する。びくっと跳ねると、太腿を触る真希の手を欲しがるようにゆっくりと足が開いていった。

　真希の強ね請だる行為に「だめ」ときっぱりと断るべきだと思う自分と、未知なる世界の好奇心にその先の快感を味わってみたいと思う己がいる。

　押し勝ったのは、好奇心だ。

「弁当箱を避けて、美月……デスクにあがって」

「やだ。デスクの上でだなんて」

　行儀が悪いのではないだろうか？

　たしかに海外の映画やドラマではキッチンや机の上で愛を深め合っているシーンを見かけるが……まさか自分が同じ状況になるなんて思いもしなかった。

「早くしないと昼休憩が終わっちゃうから」

　真希に急かされて、美月は言われるがままにデスクにあがり、彼と向かい合うように座った。

（次のミーティングのときに思い出して恥ずかしくなりそう）

　スカートを捲り、腰に伸びてくる真希の手を美月は掴んで止めた。

「待って。ストッキングが！　替えがないから、丁寧に脱がないと」

「わかった。美月がやって。俺だと破きたくなる」

　真希が残念そうに言うのを見て、もしかして破こうと思っていたのだろうか……と不安に思う。

　美月はゆっくりとストッキングと下着を足から抜いた。真希に脱がされるのも恥ずかしいが、自ら下着を外すのも羞恥心をくすぐられる。

「脱いだので、はいどうぞ」というのも気恥ずかしくて、美月は股をしっかりと閉じたまま、視線を泳がせた。

頬は燃え上がるように熱をもち、真希の次の言葉と行動を待ってしまった。

「もう、いい？」

　真希が美月の白い太腿にそっと触れる。身を寄せ合うように二人の身体を近づけると、優しく唇を重ね合わせた。

　お互いの舌が絡み合うたびに、美月の脳内が蕩けていく。思考力が奪われて、目の前にいる真希の熱を追い求めてしまう。

「いいですよ」

　真希が苦笑しつつ、美月の膝裏を掴むと大きく開かせた。

「んっ、ああ」

　彼の筋張った手が太腿を伝い、ゆっくりと蜜口へと向かっていく。期待に満ちた快感が太腿から身体の奥へと走っていく。

（ああ、どうしよう。ミーティング室でいけない行為をしているのに、気持ちいいだなんて）

　すでに濡れそぼった膣口に指が触れて、「くちゅ」と水音が鳴る。真希の指を待っていたかのように指を飲み込むと、美月の身体が小さくふるえた。

「濡れてる。嫌がりながらも期待してた？」

「ん、少し」

「嬉しいな」

　幸せそうに微笑んだ真希の指がゆっくりと上下に動き出す。

「あっ、あ、あ」

「美月、あまり大きな声を出さないでね」

　ここは会社だ、と美月は慌てて口を閉じて、さらに手で押さえた。声を出さないのが一番だが、意識していても「んぅ」と勝手に出てしまう。

　真希も声を出さないように頑張る美月をわかっているはずなのに、指で攻めてくるのは弱い場所ばかり。

　口元に手をやり、必死に声をあげないようにしていても勝手に出てきてしまう甘い声。その光景を真希は、可愛いモノを見るかのような視線で見つめていた。

「真希さん、んっ、あっ……いじめないで」

「いじめてないよ。可愛い美月を愛でたいだけ」

「声、出ちゃうから」

「ごめん。我慢する姿が可愛いから」

　チュッと額にキスをして、真希の指が引き抜かれた。美月が思っている以上に、膣内は濡れているようだ。彼の指が愛液で、テラテラと光っていた。

（あんなに濡れて……恥ずかしい）

「そろそろ俺も、いいかな？」

「うん、きて」

（ほしい）

　美月が頷くのを確認してから、真希がスーツのズボンに指をかけた。ずっと我慢していた彼の肉棒が姿をあらわす。先端からは先走り汁が零れていた。

「ん、やっんんぅ」

　いきり立つ男根をゆっくりと蜜口にあてると、ぐぐっと奥に入ってきた。

　指で慣らされてから入れてはいるが美月のナカは、男根の圧迫感があり、呼吸困難になりそうだ。

「声、抑えてね」

「ん、んぅ……が、がんば、……んんぁ」

（無理、声、出ちゃう）

　美月は再び口を手で押さえると、漏れ出てしまう甘い声を必死にこらえようとした。

「明日からは、スーツにもゴムを入れておくから」

「そ……んな、仕事……ちゅ、うに……だめ、です」

（しょっちゅう会社でするつもり？　仕事をする場で……駄目だってば）

　すでにミーティング室で真希を受け入れている美月が、常識的なことを言うのは今更感があるかもしれないが、今日が特別なだけで何度も社会的地位の危険をおかすような行為はしたくない。

　ただ就業後の誰もいないオフィスでなら……とか想像して脳裏を掠めていく。口にしたら真希が実行しかねないので、言葉にはせずに飲み込んだ。

「美月がどんどんと綺麗になっていくから。我慢ができそうにないんだ。石井だって美月を狙ってる。俺のだっていう証が、もっとほしい」

　机の軋む音と、美月の愛液がいやらしく鳴り出した。

　真希と一つに繋がっていると、耳からも伝わってきて、余計に興奮してしまう。

「もぉ……じゅ、ぶん……に、ん、ぁ……私は真希さんの……モノで、す……ぁぁっ」

「可愛い、こと……言う、じゃないか」

　真希の熱い吐息が荒く短くなっていく。眉間に皺を寄せながら、頬を紅潮させている真希の表情が煽情的で、思わず美月の方からキスを強請っていた。

（真希さん……恰好いい）

　ちゅ、ちゅくと舌が絡まるたびにお互いの体液が混ざっていく。

「ん……んぅ、あっ。まさ、き、さん……私、イキそう、です」

「俺も。美月、もっと……キス、して」

　貪り合うような濃厚なキスを繰り返し、真希の律動が速さを増していく。

「ん、ん、んぅ、んぁ……や、んぅ、い、ちゃ……イク、あ、だめ……もうっ」

　美月は真希に強く抱きつくと、ビクビクと全身を振るわせて頂点に達した。

「ん、ちょ……締め付け、すぎ、だ……あ、ん、くぅ、んんぅ」

　真希も続けて、美月のナカから撤退すると、太腿に白濁の液を吐き出した。

（あったかい）

　強い快感の波がおさまってくると、美月は太腿にある熱を感じた。





※※※






　休憩時間が終わる直前で、真希は会議室にある己の定位置の折り畳み椅子に座った。隣にはすでに、舘林が着席して仕事を始めていた。

「おかしいわね。私より先に、残っている仕事を思い出した……とか言って、昼食も食べずに食堂を出ていった人が、なぜ私より戻ってくるのが遅いのかしら？」

　舘林に嫌味を言われているとわかっているが、過ごしてきた幸福な時間を思い出すだけで、怒りも苛立ちも起こらなかった。

　にっこりと笑みを彼女に見せつつ、机の端によけていた書類に手を伸ばした。

「嫌味を笑顔で返せるほど、楽しい昼休憩だったのね。腹立たしいわね……と言いたいところだけど、彼女の気持ちを大切にしたいなら、嫉妬のたびに会社でいかがわしい行為をしないほうがいいわよ。困るのは上司の高村課長ではなく、弱い立場の彼女なんだから」

「……だよな」

　舘林の忠告が細い針になって、胸にちくりと刺した。

「わかってて？」

「いや、冷静になってみて……だな」

（でも美月、可愛かったんだよなあ）

　ミーティング室での彼女を思い出して、頬が緩みそうになった。

　美月と石井の会話を聞いて、勝手に不安になって、苛立って嫉妬もした。幼稚な感情だ。大人の男が抱く感情じゃない。美月は結婚をしているのに、他の男になびくような女性じゃないとわかっているのに。

（感情のおさめる場所を見失って、吐き出すかのように会社で抱くなんて情けない）

　受け入れてくれる美月を嬉しく思いつつ、「なにやってんだ、自分」ともう一人の己が呆れている。

　せっかく美月が作ってくれた弁当だって、時間の関係でかき込むように焦って食べてしまった。ゆっくり味わいたかった。

（俺はまだまだ、だな）

　もっとしっかりと、堂々とした態度でいないと。

　美月に嫌われてしまう。

「自分がこんな小さい男だったとは思わなかった」

「気づけて良かったんじゃない？」

　くすっと舘林が、楽しそうに笑った。

「あのなあ」

（そこは否定しろよ）

「それだけ本気に相手を愛してるんでしょう？」

「ああ、まあ」

「羨ましい限りね。私には知らない世界だわ……ってことで、承認よろしく、高村課長」

　分厚い書類の束を、舘林に渡される。

　午後の時間を丸々使っても、目を通し終わらなそうな書類の厚みに真希はげんなりした。

（残業はしたくないのに）

　美月と過ごす時間を減らしたくない。








第五章








「あと……これの確認で終わる、かな」

　美月は化粧品のリストが載っている書類を片手に、三つ目の段ボールの箱を開けた。資料室の一角を借りて、『舞肌』の化粧品を置いている。在庫のチェックをしながら、美月は午後から必要になる分の化粧品の用意をしていた。

　今日は午後から、真希と舘林がホテルに赴き、アメニティとして扱うときの配置の仕方やロビーでの販売する際の商品の飾りつけの確認。そしてホームページ用の写真撮影もしてくる予定になっている。

　いよいよ販売に向けて、目に見える形で動き出していると思うと、不安と期待で美月の胸が壊れてしまいそうだ。

　父と母の夢が、叶ってほしい。肌に悩む女性たちの大切な出会いの場になってほしい。肌に優しくて、赤ちゃんの頃にもっていたような肌のバリア機能を復活の手助けをする化粧品。

　母が経営する小さいエステ店でしか、今まで取り扱いがなかった。エステ店に通っているお客様だけしか知らなかった『舞肌』シリーズの化粧品が、真希の父親が経営するホテルで取り扱ってくれる。

　肌に悩む女性に一人でも多く手にとってもらいたい。美月の家族の夢が一歩、進みだす。

　ホテル用にパッケージを一新して挑むプロジェクト。

　美月は段ボールの中に入っているアメニティセットを手に取った。

「この会社に就職して良かった」

　紺色とピンク色のパッケージを見てから、ぎゅっと抱きしめた。

　両親の仕事をもっと盛り上げていくために、自分は何を勉強して身に着けていけばいいのかと、就職する際に考えた。就職は難航し、自分が思い描くような就職先に就けなかったと一時期は落ち込んだ。

　やっと手にしたホテル業界の内定。ここで吸収できるものは何でも吸収して、今後の両親の仕事を手伝ってこう。役立てていこうと決めて、働いてきた。

　思わぬ形で、こんなに早く自分たちの夢への第一歩が踏み出せた。これは全て、真希のおかげだ。感謝しても、感謝しきれない。

　彼がプロジェクトを考えてくれなかったら……美月は「本当に就職先はここで良かったのだろうか」と日々、疑問と不安を抱えながら、仕事を続けていただろう。

　転職して新たな場所で、経験を積むべきか。企業コンサルの勉強を始めようと動き始めていたかもしれない。

　夢を叶えるのに、何をするのが正しくて、何が夢を叶える近道の方法なのか。自分が立っている場所が正解か、不正解か。ずっと見えなかった。

「鈴谷さん、荷物を詰めるのを手伝うわ。私も最終チェックをしたいし」

　資料室のドアをノックしてから、舘林がリストの書類を挟んだボードを手に持って入ってきた。

「舘林係長、お疲れ様です」

「お疲れ様。もうほとんど、詰め終わってるのね。手際がいいわね、鈴谷さん」

「いえ、そんなこと。充分なお時間をいただけたので」

　さきほどまで抱きしめていたアメニティを段ボールの中に入れると、数歩ほど後ろにさがった。

　長机の上にそんなに大きくない段ボールが三つほど並んでいる。全て『舞肌』の化粧品が入ってる。資料室のドア付近には、大きな段ボールが一つ置いてある。そこには化粧品の展示用に使う什器一式を美月が用意して入れていた。

　無言で舘林が、荷物を確認すると長机の前に立って美月の顔を見つめた。

「鈴谷さん、そういうときは謙遜ではなくて、お礼を言うだけでいいのよ。あなたは、在庫チェックや梱包が早いのね。素晴らしいわ」

「はい……って、え？」

　美月は驚いて、思わず館林の顔を見つめる。　

「なに？」

「あ、ごめんなさい」

「なんで謝るの？」

「私はてっきり、係長に嫌われているとばかり――。褒められるなんて思わなかったので、すみません。驚いてしまいました」

　美月のか細い声で返す言葉に、舘林が目を細めて声あげて笑い出した。

「そうね……そうよね。顔合わせのときに酷いことを言ったものね。嫌われてるって思って当然ね。だからか、いつもビクビクしたのね。私こそ、ごめんなさい。嫌いだからってわざと言ったわけじゃないの。そもそも私、嫌いな人間とは口も聞かないの」

「なら、どうしてあの時……」

「プロジェクトの副リーダーとして言うべき言葉を言っただけよ。『なぜ総務課の女が』ってあの場にいて言葉に出せない人たちに向けて、納得できるように意地悪な言い方をしたの。私があなたを敵視した、と思わせることで彼らの想いを代弁して、怒りや嫉妬の感情を処理させた。これから同じプロジェクトを成功させるために仲間となるのに、影でコソコソと悪口を言い合うのは好きじゃないの。そういう根源になりそうなものは潰しておきたかった。改めて、顔合わせのときは失礼な物言いをして申し訳なかったわ。ごめんなさい」

　美月に身体を向けた舘林が、腰から折って頭を下げてくれた。

（そんな思いがあったなんて知らずに……）

　言われた言葉に腹を立てて、見返そうと思っていた自分が恥ずかしい。

「私こそ、すみません。気を使わせてしまって。本当、だめですね。私ったら。そんな気遣いさえもわからないなんて」

「適材適所よ」

「はい？　適材適所、ですか？」

「仕事の効率を考えて、人にキツい内容を言うことに、私はメンタルが削られないの。あんなことを言ったら、あの人は傷つくかしら？　って大抵の人は考えてモヤモヤを抱えたまま、我慢するでしょう？　全体を見まわして円滑にいくために言わなきゃいけない内容なら、人目も気にせずに傷つく言葉さえも言えるのが私。でも……繊細な作業は無理。数の管理とかあり得ない。在庫チェックとか言われたら、吐き気がしてイライラが止まらないの。逆に、鈴谷さんはそれが得意でしょ？」

「ええ、まあ。嫌いじゃないです」

（学生のころから、両親の手伝いをしてたから）

　化粧品の在庫チェックをして、商品管理をしていた。

　父はよりよい化粧品を作るのに夢中だった。母は現場の人で、肌に悩む人によりそい、エステの技術に磨きをいれるのに重きを置いていた。化粧品をきちんと管理する人が欠落しており、なんとなく両親の働きを見ていた美月が補うように、動いていたのが身についていたのだろう。

「鈴谷さんは心優しい女性、私みたいにヅケヅケと言えないけどチェックや必要なものを纏める能力に長けてる。逆に私は苦手。でも、言いたいことをはっきり言える。私が午後から、荷物を持って高村課長とホテルに行くのに……。でも私が不得手だと知っているから、あなたにやるように課長が指示を出した。課長は上手いのよ。適したところに人を置き、仕事をさせるのが」

「……はあ」

　まくし立てるように話す館林に、美月は目を丸くしながら返事をする。

「直属の上司を褒めるのは、苦手で嫌だけど。高村課長は人を見る目がある。仕事を割り振るのも上手い。だから業績の低迷している各ホテルを回り、起死回生のための計画をそのホテルに合わせて作り直すスペシャリスト。従業員の長所をより伸ばし、苦手分野に決して配置しないし、根性でどうにかしろなんていう無理難題は押し付けない。まあ、仕事のできが良すぎて嫌いだけど……尊敬はしてる」

「嫌い……なんです、か？」

館林の発言にびっくりする。

（息がぴったりで、見た目も美男美女でお似合いに見えるのに）

　心の中で思った言葉が胸に刺さり、ツキンと痛む。

　真希の妻は美月だ。でも傍から見ても、納得できるカップルは……と考えると息苦しくなる。

「課長が適性を見抜いて、引き抜いてくれたのは感謝してる。でも、仕事に夢中になりすぎてこの年齢になってもまだ独身よ。彼氏すらもできない。家もぐっちゃぐちゃで、一人暮らしなのに、掃除も洗濯も追いつかない。もともと嫌いだったけどね。文句言って、部署を変えてもらおうとしたら、家事代行サービスと家まで宅配してくれるクリーニング店を教えてくれたの。おかげで異動願いのタイミングを逃して、このありさまよ。仕事は楽しい。続けたいとは思うけどね……」

　肩をすくめた舘林が苦笑して、寂しそうな目をした。

（家事代行サービス……、真希さん、そういえば私が、家事が苦手だと告白したときもすすめてたなあ）

　やりたいことを全力でやり抜くために、苦手なものはその道のプロに思い切って任せる。そして甘える。

　苦手だったり、不得手なことをするのは思った以上にストレスや苛立ちを抱えてしまう。自分のパフォーマンスを落とさないようにストレスを軽減させるため、得意な人にお願いをするんだ。

　自分自身のために。

（私、間違ってた）

「私も……家事代行サービスに頼ってみようかな。料理も掃除も苦手なんです」

　料理は苦手だが、なぜか真希はいつも美味しいと嬉しそうに食べてくれる。

「慣れると天国よ。ソファでだらだらしている間に、あっという間に家が綺麗になってるから。一人で全部、できるわよ……って鼻息荒くして完璧な女を装ってた自分が馬鹿みたいに思っちゃうから。おすすめのお店は、高村課長に聞くといいわよ。なんでか知らないけど、やたら詳しいから」

「え？　ああ、そうですね。聞いてみますね」

　美月は真希との関係が知られてしまうのではないか、と思い、ドキッと心臓が反応した。

（真希さんは、舘林係長のプライベートも知ってるんだ）

　二人の仲を思わず勘ぐってしまった。

　プライベートな内容をお互いに知っているのだろうか。それとも舘林だけのを知っているのか。

　どれほどの親密度で、どのような関係性なのか。不安が募る。

（妻として、信用しなきゃなのに）

　心に巣くう黒い闇が、静かに広がっていくのを感じた。止められない不安に、美月の胸が支配されていく。





※※※






　真希は会社の車のキーを手の中に入れ、反対の手では必要な書類を入れた鞄を持って廊下を歩く。隣では台車に段ボールを四箱乗せて押す石井が同じペースで歩いていた。

「プロジェクトの終わりが見えてきたっすね。解散になったら、高村課長は前みたいに出張が多くなるんすか？」

「そうだな。戻るだろうな」

「奥さん、寂しがりますね」

「……そう思うか？ 」

「指輪。課長、結婚したばかりなんでしょう？　新婚なのに、旦那が出張ばかりで帰ってこないって寂しいじゃないっすか」

「ああ……そう、だな」

（俺も美月と離れるのは寂しいけど、美月もそう思ってくれるだろうか）

　左手薬指に光るシルバーの指輪に視線を落とした。

　石井は最近、結婚したと思い込んでいるようだ。石井だけじゃない。他の社員たちも、プロジェクトが始まってから真希が入籍をして、指輪を付け始めたと誤認している。

　式はいつですか、という質問ももらうが――、一年ちょっと前に二人だけで教会に行った。写真も撮った。

　社長の息子だからさぞ盛大な披露宴があると誤解しているが、真希はやるつもりはないと思っている。美月も当時は同意していた。

　地下駐車場に通じているエレベーターホールに来ると、真希たちは足を止めた。両手が塞がっている石井ではなく、真希が下に行くボタンを押した。

「まだ本決まりじゃないが、次からは石井も同行してもらう予定だ」

「……え？　俺っすか？」

「ああ。今の仕事をいつまでも続けられるとは限らない。石井に仕事のノウハウを覚えてもらって、後継者にしたいと思っている」

「後継者……俺が？」

「期待しているよ」

「……了解っす！」

　石井が嬉しそうな顔で頷くと、「…っしゃ」と小さい声で呟きながらガッツポーズをしていた。

　チンっとエレベーターの到着した知らせが鳴り、扉が開くと石井が先に入り、真希が後から乗って、行き先階ボタンを押した。

「ってことは、俺も出張が多くなるのか。本社での仕事が減るから……やっぱ、今がチャンスだよな」

　ぼそっと呟いた。

（美月のことか？）

　男の勘というものだろうか。真希は石井の独り言を聞き流せそうになかった。

「気になる女性でもいるのか？」

「……はい。入社当時からわりとわかりやすいアプローチをかけているんすけどね。なかなか気づいてくれないんっすよね。飲みに誘っても、結局同期会になっちゃうし」

「ん？　石井は舘林係長じゃないのか？　弁当を作ってもらいたいって言ってたのでは？」

（同期ね。やっぱり美月を狙ってるのか）

　油断ならないヤツ、と真希が心の中で呟く。

「この前までは舘林係長でもいいかなって思ってたんすけど。どっちかっていうとやっぱ……。最近、どんどんと綺麗になってるのを近くで見ていると、ほしいなって思うから」

（やらねえよ）

　思わず、口から本音が漏れ出そうになって、真希は喉を鳴らして誤魔化した。

「もしかして、鈴谷さん？」

「……あ、課長も気づきました？　めっちゃ綺麗になってますよね？　料理の練習とかって言って弁当も作るようになるし……ちょっと男の影がちらつくんすよね。あいつの近くにいる男って、俺ぐらいなはずなのに……ずっと傍で見てきた俺以外のヤツに奪われるって癪に障るっていうか……」

（俺の妻だ。癪に障るのは俺のほうだ）

　真希は取っ手を握る手に力が入ってしまう。

「課長、だめっすよ。綺麗になってるって思っても、手を出しちゃ。新婚なんすから」

「あ……ああ」

（俺はいいんだよ！　お前こそ、だめだろうが。クソっ、美月と結婚しているって言いたい）

　美月と約束している手前、妻が誰かは言えない。

　美月が綺麗だと、雄として狙っている野郎が目の前にいるのに、真希は顔を出したがる独占欲をぐっとこらえた。

　脳内では、石井の襟元を掴んで壁際に追いやり、「手を出すな」と威嚇しているシーンを思い描く。

　息を思い切り吸い込んで、「落ち着け、自分」と言い聞かせながら、鼻からゆっくりと吐き出した。

　地下一階に静かにエレベータは到着して、チンと鳴ると扉が開いた。

「石井、プロジェクトの相手社長の娘だ。恋愛は自由だが、問題を起こすなよ」

（ほかの女性との恋愛が自由だが、美月は別だからな）

「わかってますってば。無理強いはしないっすよ。鈴谷って、天然で鈍感なのか……身持ちが固いのか。いまいち、読み取れないんだよなあ。そこも魅力的なところの一つだけど」

　ははっと笑いながら、台車を押す石井の背中を見て、真希は蹴りたくなる衝動を抑える。

（身持ちが固くて当たり前だ）

　何度も心の中で、「俺の妻だ」と石井に届かない返答を繰り返した。

「そんなに帰りが遅くはならないと思うが、俺がいない間、石井よろしくな」

「はい、了解っす」

　にっこりと笑顔で返事をした石井が、車のトランクの前で台車を止めた。真希が車のキーでロックを外すと、石井がトランクを開けて荷物を積み込んだ。

（これからホテルで最終段階のチェックか）

　積み込んだ荷物を見て、真希はジーンと温かいものが流れる胸に、自然と笑みが零れた。

　企画を一から練り、カタチになった姿を見ると感慨深い。最後まで気を抜かずに、やり切ろうと真希は決意を新たにした。





※※※






 

　終業後、美月は至急の仕事はないが、オフィスに残っていた。いまだ帰ってこない真希たちの帰りを、仕事をしながら待っていた。

　時刻は七時過ぎ。会議室にはもう石井と美月しか、残っていなかった。

（まだホテルでの仕事、終わらないのかな）

「そんなに遅くならないと思うよ。今夜は外で食事をしようか」

　真希に朝食のときに言われた言葉を思い出しながら、デスクに置いてあるスマホを手に取って、連絡が届いていないかの確認をした。

　返事はない。

　何かトラブルが発生していないといいな、と願いつつ、美月はＬＥＤのライトが光る天井を見つめた。

（待たずに帰ったほうがいいのかな）

　五時半を過ぎた時点で、石井が就業時間を過ぎたから仕事が残っている人以外は帰っていい、と伝えていた。無理に課長たちの帰りを待つ必要はないというニュアンスの言い方をしていた。

　ちらほらと同僚が帰っていくのを背中で感じつつ、美月は急ぎの仕事があるわけではないが、真希の帰りを待っている。

　七時も過ぎれば、会議室に残っているのは石井と美月の二人になっていた。彼はきっと真希と舘林の帰りを待ってから帰宅するつもりなのだろう。

　ノートパソコンで何か打ち込みながら、時折「んー」と唸り声をあげて仕事をしている。

　会議室に置かれている固定電話が、室内に鳴り響いた。顔を上げた石井が、立ち上がり、受話器に手を伸ばした。

「はい、石井です。あ、高村課長……お疲れ様です」

　電話の相手は真希のようだ。美月も顔を石井に向けると、首を傾げた。

　そろそろ帰ってくるのだろうか。

「ええ、もうほとんど帰りました。残っているのは……鈴谷と俺だけです。――、了解です。はい……はい、お疲れさまでした」

　石井の電話の返事を聞いて、真希がどんな風に話しをしているのかを想像する。石井の返答からは、トラブル等の内容はなかった。ただたんに、作業が遅くなってしまったという理解で良さそうだ。

　真希との電話を終えた石井が受話器を置く。目が合った美月に笑みを見せた。

「課長たち、遅くなったからこのまま直帰するっていう電話だった。俺らにも早く帰れってさ」

「そっか」

　美月は微笑み返すと、反応のないスマホに視線を落とした。

（真希さんはどうするんだろう）

　本当にこのまま、ホテルから家に直帰予定なのだろうか。

　会社の車で出かけているはずだから、真希だけが一度、会社に戻ってくる可能性はある。美月は通勤に電車を使うが、真希は車通勤だ。オフィスに上がって来なくても駐車場内で、車を乗り換えて帰るかもしれない。

　今後どのような行動をとるのか、彼からの連絡がほしい。

　外食をするのか。遅くなったから外食をやめて、家で夕食にするのか。それだけでも知りたい。

「鈴谷もそろそろ仕事切り上げたほうがいいぞ」

　石井が背もたれに背中を預けて、背伸びとあくびをした。マウスに手を置いて、シャットダウンをするとパソコンを閉じて、石井が美月に視線を送ってきた。

「あっ、私はもう少しキリのいいところまでやったら……」

（真希さんと連絡を取り合って、これからの行動を決めたい）

　会社で待っていたほうがいいのか。それとも美月だけ先に、帰宅していいのか。今のままではわからない。

「じゃ、俺も待ってるよ」

「……え？」

「帰りにどっかで飯を食って帰ろうぜ」

「あ、いや……」

（それは困る）

　美月は返答に言葉が詰まってしまった。

「用事あんの？　てか、用事があるなら残業してなくね？」

　どうなんだよ、と言わんばかりの表情で石井が身を乗り出してきた。

　彼が納得できる理由を考えなければと、思うほど焦りで美月は思考が回らない。

「まあ、そうなんだけど」

　美月は苦笑を浮かべる。

（どうしよう、なんて言えば……）

　用事はあると言えばあるが、その内容と理由は石井には言えない。真希と結婚しているのを隠しているから、この後どこかで落ち合って、食事の予定だったのだ……とは口が裂けても言えない。

　内緒にしておいてほしい、と言ったのは美月だが、今の状況で話し相手に納得してもらえるような嘘の理由を考えるのが難しい。

　手に汗を握り、本当のような嘘を思いつこうと必死になった。心臓がバクバクと音を鳴らして緊張度が高まっていく。

「安くてうまい店があるからさ。たまには一緒に食って帰ろうぜ。それにさ、俺……」

　石井が立ちあがる。美月の隣の椅子に座りなおすと、マウスを握っている手を優しく覆ってきた。

「石井、くん？」

驚いて石井の顔へ視線を向けると、真剣な顔をした彼と目があった。

「まだこれは、オフレコなんだけど。プロジェクトが終わったら、課長の後継者として、出張続きになるんだ。本社にあまり出勤できなくなる」

「そ、か」

（なんと答えるのがベストなんだろうか？）

　手を離してもらおうと腕を引こうとするが、逃がさないと言わんばかりに石井に掴まれてしまった。女の力では動かせない。

「意外と俺、有望視されてるみたい」

「へ、へえ。石井くん、仕事熱心だもんね」

「社長の息子を鼻にかけてて、少しの実績があるからって偉そうに言い方しやがって、ムカつくヤツって思ってたけど……思ったより周りを見てるんだな、あいつ。いけ好かない男だと勘違いしてた。実はそうじゃないんだな」

　ははっと石井が笑い飛ばす。

（ちょっと待ってよ。真希さんと一緒に仕事してて、彼の人となりを知ってて悪口を言ってたわけじゃなかったってこと？）

　真希と一緒に暮らしていくうちに、石井が言っていた『高村真希』像とは違うとは気づいた。直属の上司と部下で、どこかで食い違いがあったのか。真希なりの助言が、石井にとっては大きなお世話だと苛立たせて悪口に繋がったのかと思っていたけれど、違ったようだ。

　飲みの席で石井が話していた内容を鵜吞みにして、信じてしまっていたのだ。おかげで真希という男性を見誤り、フィルター越しに物事を見て判断していた少し前までの己が恥ずかしかった。

　石井もまた『社長の息子』だから『性格悪い』というフィルターを勝手にかけて、真希という男を見ていただけだった。

　人が持つ先入観は恐ろしい。

　噂で流れてくる情報よりも、自分の目で見て感じたものを信じていこうと美月は再度、胸に誓う。

「……だからさ、今夜、飲みにいこう」

「え、ええ？」

（話を聞いてなかった！）

「鈴谷とそう簡単に社内でばったり会うって機会がなくなるから、今夜は絶対に飲もうって話してたんだよ。どうせ、あっちも楽しんでるだろうし」

「『あっち』？」

「高村課長と舘林係長だよ。仕事が遅くなったとか言ってたけど、実は違うんじゃねえの？　ホテルだしさ、一部屋借りるのくらい簡単だろ？」

「自分の会社のホテル……で？　それはないんじゃ……それに二人がそういう関係だと決まってるわけじゃないでしょう？　課長は結婚してるし」

「結婚しているから、他の女とは寝ない？　身体の関係を持たない？　それこそ、ないだろ。容姿も良くて、御曹司で仕事でも結果を出している男が、一人の女に縛られるわけがない。遊びまくってるだろ。結婚だってわかったもんじゃないぜ？　指輪をしているだけで、奥さんの話をしているところみたことないし。聞いてもはぐらかすし、なんか裏があるって疑いたくなるだろ。政略結婚すぎて恥ずかしいとか。会社のための結婚で、妻が外に見せるような容姿じゃなかった、とか」

「……それ、ひどくない？」

「なあ、ひどいよなあ」

（違う。石井くんの発言内容が、だよ）

「銀行の融資欲しさに結婚したものの……ってやつかもな。料理だけは上手いから弁当は作ってもらってるとか。だから、外に女を作って遊んでる。舘林係長なら、美人でスタイルもいいから、楽しめるだろ？」

（……最低だ）

　石井という男が人を傷つける言葉が吐き出せる男だと、どうして今まで気づけなかったのだろう。

　人の見る目がなさすぎる自分に悲しくなる。

　思い起こせば、信じてはいけない言動の思い当たる節がいくつもあったのに。知らないがゆえに、石井から出てくる真実味のないワードを信じてしまっていた。

　真希が結婚相手を内緒にしていたのは、美月のお願いだったからだ。会社で噂になってほしくなかった。

　陰口を叩かれるのが嫌で、口止めをした結果が石井のような見方をされていたのはショックだ。

「そういうことだから、望みの薄い恋なんか諦めて俺にしとけって」

「ちょ、ちょ、ちょっと！　『そういうこと』って意味がわからない」

　美月はキスをしようと身体を近づけくる石井から距離を開けようと、慌てて席を立ちあがった。数歩、後ろに下がって首を横に振る。

「だいぶ前からさ。アピってんだけど、気づかないの？」

　石井は苛ついているようだ。

「え？　ア、アピ……何を言って……」

「気づかれてないとでも思ってんの？　鈴谷って高村課長に片想いしてるだろ？」

「え、あ……！」

　美月は仕事中に何度も、真希を見つめていた。仕事をしている彼を見られるのは今だけかもしれない、と思うと同じ空間にいるのが貴重に感じられた。

　大好きな真希の真剣に仕事をする姿を目に焼き付けておきたくて、こっそりと眺めていたはずだった。石井にすっかり知られていたとは気づかなかった。

「急に鈴谷が弁当にしたのだって、練習じゃないだろ？」

「……練習、だけど」

　石井が何を言おうとしているのかわからない。

　美月は彼との距離を開けようとするのに、石井も席から立ち上がって近づいてきた。

「わからない？　痛いんだよ。鈴谷のしてることが。課長が弁当を持ってくるようになったからってさ……自分も料理ができますアピールいらなくね？」

　まるで美月を馬鹿にするような表情だ。

「そんなアピールしてない！」

　真希と美月の関係を知らない人間から見える世界は、太刀打ちできない恋に無駄なアピールしている女に見えているのだと知り、悲しくなった。

「プロジェクトで両親の会社と一緒に仕事をするからって、娘の立場を利用してワンチャンあるかと思ってた？　奥さんよりも主婦業できますアピは無理があるだろ？　それより、舘林係長みたいに色気を振りまいて、身体目的で拾われるほうがまだチャンスがあるってもんだろうが。妻がいる男にお嫁さんアピールほど痛いもんはないぜ」

（そんな風に思われていたの？）

　美月の努力が、同期の親しいと思っていた友人にはただの「痛い女」にしか見えていなかった。

　少しずつ後ろに下がっていき、美月の背中に冷たい壁があたった。とうとう会議室の端まできてしまったようだ。逃げ場を失う美月に、石井が壁に手をついて『壁ドン』状態になった。

　嬉しくない壁ドンだ。

「プロジェクトの自分の立ち位置で、気づくだろ……普通。自分が課長にオンナとして全く見られてないってさ。親の会社のプロジェクトなのに、ただの一社員として扱われるだけ。課長の隣に座るのはいつも舘林係長のみ。商品については誰よりも知っているんだから、副リーダーくらいの立場は欲しかっただろ？」

（立場がほしいなんて一度も思ったことない）

　プロジェクトに参加させてもらえただけで嬉しかった。

　美月と真希が結婚するから、でき上がったプロジェクトだ。石井は知らないから、今みたいな誤解をしてしまったのだろう。

「プロジェクトでの立場なんていらない。ほしいとも思わない。それに課長の奥さんに対抗もしてない。する必要もない」

（奥さんは私だし。相手会社の社長の娘だからって特別扱いされるほうが、空しくて逆に悲しくなる）

「そもそも、課長は浮気をするような人じゃないと思う」

「あ？」

　美月の反論に石井は怪訝な顔をしている。

　彼から見れば、浮気の隙を狙っている女に見えているはず。それなのに「浮気はしない」と断言するのは、辻褄が会わずに疑問に思うのだろう。

「真摯に仕事に向き合って、確実に成果を出している人が誰かを裏切るような行為はしない」

「意味わかんね。裏切らないって思っているくせに、裏切るような行為をしてもらおうと鈴谷は努力してんだぜ？　無駄な努力じゃねえの？　それとも自分だけは特別だとでも思ってんのかよ」

　石井から見ればそうなるのだろう。しかし違う。

「違う。特別なんて思ってない」

「思ってるだろ。鈴谷ってさ、現実が見えてないよな？　二十八歳、独身で彼氏なしが一般社会でどう見られてるかわかってんの？　花盛り期間はもう終わってんだよ。枯れてんだよ、女としての魅力が」

　言いなりにならない美月に腹が立ったのだろうか、段々と言葉がひどくなっている。荒々しい言葉を聞くたびに、どんどん石井に対する見方が変わってきた。

「……ひどい言い方」

「鈴谷がわかってねえから、教えてやってんだよ。いつまでもご令嬢ぶってんなよ。世間知らずの天然も大概にしろ」

　がしっと腕を強く石井に掴まれた。ねじ切られてしまうのではないかと思うほど、二の腕に痛みが走る。

　恐怖で美月の肩が小さく震えあがった。

「いつもお高くとまりやがって。飲みに誘っても、必ず他の同期を呼んでよ……馬鹿にしてんの？　それとも見下してたわけ？　誘われる意味もわからねえとか……その年で言わねえよな？」

　見下してなんかいないに決まっている。本当に気づかなかったのだ。二人よりも大勢で、飲むほうが楽しいと思っていた。

　美月は震える声で否定をする。

「ごめん。実は彼氏がいて……一年前から……でも、社内恋愛だから知られたくなくて」

「まじでさあ……馬鹿だろ！」

　石井が壁につけてる手を振り上げた。耳元でバンッと叩きつける音がして冷たい風が横切っていく。彼が強く壁を手の平で叩きつけたのだろう。石井の顔が鬼のように怖い。

　恐怖で美月の身が縮みあがった。

「今更な言い訳を並べて、俺が納得すると思ってんの？　彼氏がいるって言って俺が、ハイソウデスカ、って身を引くとでも？　本当はいねえくせに。そんなに俺が嫌い？　じゃあ嫌いなら、どうして誘えば飲むに来るんだよ！　酒を飲むんだよ！　俺の誘いを断らねえんだよ！　勘違いするだろうが」

「ご、ごめん……なさ……同期で友人だと思ってたから……特別な意味じゃなくて」

　美月にとって、真希は同期以上の感情はなかった。楽しくお酒を飲む仲間でしかなかった。

　曖昧な態度をとっていたなんて本当に気づかなかったのだ。

「こっちだって、特別な意味なんてねえよ。勘違いすんなよ」

　美月の腕を、石井がさらに強く握りしめてきて痛みで顔をしかめた。

（痛い……石井くんが怖い……）

　彼は怒りのままに言葉を吐き出しているようだ。美月には、何を言っているのか理解できずに、恐怖心だけが込み上がってきた。

　再度、石井の顔が近づいてくるのがわかった。キスされるとわかり、美月は逃げようと暴れるが、男の力で抑え込まれて、動けなかった。

（嫌だ！　やめて）

　重なりそうになる唇を避けるために、美月は顔をそむけた。強くかたく、瞼を閉じる。

「……くそっ」

　悪態を吐き、石井が美月の首筋に噛みついた。首の皮膚に歯が食い込む感触が、気持ち悪くて美月の視界は涙で歪んだ。

（やめて）

「……や、だ」

　数秒間、強く歯をたてられた。石井の腕が動き、美月の胸元を触った後に、両手でブラウスのボタンを荒々しく外した。

「ちょ……嫌っ、やめ、て！」

「本当に社内に彼氏がいるんじゃ……やばいな？　服を着てても見えるところに痕が残っちまったぜ？　どうする？　彼氏にどう言い訳すんの？」

「石井くん……やめ……て」

　ヒリヒリと熱い首筋を指先でなぞった石井が、勝ち誇った笑みを見せてきた。己の徴がついた美月を愛おしそうに見つめて、身体のラインを触っていく。

　まるでミミズが這っているような感触に美月が気持ち悪くて、小さく身震いをした。

「なあ、どうすんだよ。隠せないぜ……て、は？」

　ボタンを外した胸元から見えたネックレスを目にした石井が、驚きの表情を浮かべた。ゴールドのチェーンの先には、シルバーのシンプルな結婚指輪が揺れている。

　真希からもらった指輪を付ける勇気はなかったが、首からいつも下げていたのだ。

「これって……もしかして」

　見覚えがあると言わんばかりの表情で、石井がそっと美月の指輪に触れた。

「ＴＯ　ＭＡＳＡＫＩ……って」

　石井の視線がゆっくりと動き、美月の目の位置で止まる。まるで信じられないものを見るかのような眼差しだ。

「嘘、だろ」

　眉間に皺を寄せたまま、指輪から手を離した。石井がゆっくりと後ろに二歩ほど下がって長テーブルの角に足をぶつける。ゴンっという音が美月の耳にやけいに大きく聞えた。

「まだ残っているのか……って、おい！　何をしているんだ！」

　スマホを耳につけたままで、会議室のドアを開けながら声をかけてきた真希の表情が一気に怒りに変わっていく。眉間に皺を寄せて、怒りの色へと顔色を変えて突進してきた。

「か、課長……これ、は、ちが……違う」

　涙で頬が濡れている美月と、怒りで全身が震えながら近づいてくる真希を交互に見ながら、石井が首をぶんぶんと横に振った。

　真希の声に美月は、ホッとした。胸に手をあてて、強張った身体から力を抜いた。

「俺の妻に手を出したのか？」

「だって」

「……言い訳を聞く気はない」

　石井の前に立った真希が、胸倉を掴んで睨みつける。

「す、す……すみません。まさか……だって、二人が結婚しているなんて……」

「無理強いはしないっていってただろうが。何やってんだよ、お前は！」

　真希が石井の頬を殴ると、周りの椅子を巻き込みながら床に倒れていった。すっかり力が抜けてしまった石井は、尻もちをついたまま茫然と床を見つめている。殴られた頬は、みるみると赤くなっていった。

「美月、大丈夫か？」

「……え、あ、はい。ごめんなさい、私……」

　真希が駆け寄り、美月の頬を温かい手で触れてくれる。恐怖で震える身体を抱きしめてくれた。声を聞いたときもホッとしたが、彼の体温を感じてさらに安堵する。

（こわかった……）

「メッセージを送っても既読にならないし、電話をしても出ないから……焦った」

「真希さん……ごめん、なさい……私、あの」

「美月が謝る必要はない。もっと早く切り上げてくれば良かった。俺こそ、ごめん。遅くなるってわかった時点でメッセージを送っておけば良かったんだよな」

　真希が優しく背中をさすりながら、後悔の言葉を苦し気に吐き出した。

「いえ、私がいけなかったので」

（陰口が嫌で、結婚したと隠したのがいけなかったんだ）

　たとえ隠していたとしても、彼氏がいるとかパートナーがいると言っていれば良かったんだ。真希のように結婚をしている事実だけ公表して、相手を隠しておくという選択肢もあったのに。知られたくないという思いばかりが強すぎて、視野が狭くなっていた。

「課長！　申し訳ありませんでした」

　真希の後ろで石井が土下座をすると、床に額をつけて大きな声をあげた。美月よりも、石井のほうが全身震えている。

　美月から離れた真希が振り返る。膝を折って、腰を低くとすると石井の肩に手を置いた。

「妻に怖い思いをさせて、ふざけるなと、もう一度、ぶん殴りたいが……事実を隠していたのは、申し訳なかった。プロジェクトの件もあるし、彼女の仕事のやりやすさを優先にして、公表を控えていた」

　美月の視線は真希の手にいく。怒りの感情で震えているのを抑えるかのように強く拳を握りしめていた。美月は真希に一歩、近づくとそっと震える肩に手を置いた。

（私は大丈夫です）

　怖かったし、全然平気じゃないが真希のおかげで立っていられる。

　石井がひどい男だと気づけずに、同僚として仲良くしてきてしまった自分が悔しい。今までの美月の行動が、彼に誤解を与えてしまったのも一理あるのだろうが、行き過ぎた行動には、ふつふつと怒りがこみ上げた。

　だが怒りを感じつつも落ち着いている己もいる。

　美月よりもさきに、真希がきっと怒りを爆発したからだ。自分のために怒ってくれた事実が嬉しくて、石井への怒りよりも真希への愛が深まった。

（ありがとう、真希さん）

「俺、素直になれなくて。鈴谷が気づいてくれないのに腹が立ってたんです。ずっと鈴谷を誘ってきていたのに……俺以外の違うヤツがどうやら最近、鈴谷をオンナにしているってわかって悔しくて。どうせまだ付き合ってないだろうから、チャンスはあるって勝手に勘違いして、二人を傷つけてしまいました。申し訳……」

　一度、目を充血させて頭をあげた石井が、頭突きをする勢いで床に伏せて謝った。

　分が悪くなったから、とりあえず謝っておこうという軽い気持ちではないのがと伝わってくる。今にも涙を流し出しそうな表情の石井は、反省しているようだ。

「わかったから。顔をあげろ。お前がした行為は許せることじゃないが、非はこちらにもある。石井の仕事は認めている。俺もすぐには許せないが……仕事は仕事だ」

「……はい。ありがとうございます」

「石井の活躍を期待している。だが、俺の可愛い妻には今後、一切手を出すなよ。次やったら……」

「わ、わかってます！」

　真希の表情が怖かったのだろうか。美月には彼の背中しか見えないからわからない。慌てて頭を下げる石井を見て、恐怖で身が縮みあがるほどの恐ろしい顔をしていたのだろう、と美月は思った。

ポンポンと石井の肩を叩いてから、真希は立ち上がった。

　振り返った彼は美月に笑みを見せてから、「さて、帰るか」と明るく口を開いた。

「あっ、パソコンをシャットダウンしますね」

「美月」

「はい？」

「胸元のボタンをしめろ。下着が……見えてるから」

　視線を逸らして、咳ばらいをしながら真希が恥ずかしそうに指摘する。

「ごめんなさい」

　シャットダウンを終えてから、美月は慌てて胸元のボタンをしめた。





※※※






「焦った」

　会社の駐車場に真希の車が停めてある。自分の車に乗り込んだ真希が、盛大なため息と同時に呟いた。ハンドルに手をついて、顔を伏せると深呼吸を繰り返す。感情の高ぶりを落ち着かせようとしているのかもしれない。

　美月は助手席に座ると「ごめんなさい」と小さい声で謝った。真希に迷惑をかけてしまったと、胸が痛くて苦しい。

　落ち着きを取り戻しつつ、美月はまだ微かに震えが残る己の指先を見つめた。今、この瞬間……真希が何を考えているのか不安に思う。面倒をかけるなと怒っているのだろうか。結婚してもなお、他の男に色気を見せつける女だと思われてしまっただろうか。

　嫌われていないといい。幻滅されていないといい。そう願いながら、下唇を噛みしめた。

「美月が謝ることじゃない。石井が美月の行動に勘違いをして、起きてしまった。ただ……」

　言いにくそうに言葉に詰まると、真希が顔をあげて美月に視線を送った。美月も指先を見つめていた視線を、彼の顔に移動する。

（『ただ』……、その先はなに？）

　何を言われるのだろうか。不安で心が震えた。

「美月も結婚しているって公表してくれないか？　もう二度と同じことが起きないようにしたいんだ……無理強いはしない、けど」

　できればしてほしい、と言わんばかりの表情をして、見つめてきた。

　美月は彼の言葉に間を開けずに、頷いた。噂を怖がって、隠そうとした自分が招いた結果だ。美月ももう二度と同じ目にはあいたくない。

「わかりました。私も指輪を付けて、結婚していると報告します」

「……ありがとう」

　安心したように彼が微笑む。美月もつられて、笑みが顔に広がった。

　真希の口調から、怒っているわけでも嫌いになったわけでもなさそうだとわかり、美月もホッと肩の力が抜ける。

「俺も美月に謝らないとな」

　美月は小首を傾げた。

　何を謝る必要があるというのか。石井に襲われそうになった美月を助けてくれた。

　石井に電話した通り、彼が家に直帰していたら……と想像しただけで、恐怖でゾッとしてしまう。

「真希さんが謝ることなんて何もないです」

「あるよ。一番辛い思いをした美月の気持ちも聞かずに、石井との件を穏便に済ませてしまった。もしかしたら、今日の件を人事部にあげてきちんと対処してほしかったかもしれないと思ったら、俺は冷たい対応をしてしまったのでは……と感じたんだ。石井とはもう顔も合わせたくないだろうし、美月だけ一足先に総務課に戻れるように配慮したり、石井をプロジェクトから外すように手配するべきだったかもって考えだしたら……」

　いつも冷静沈着な真希とは違って、早口でまくし立てるように考えていたことを話し出す。

　彼も彼なり、動揺していたんだ。大人な対応をしていたように見えていたけれど、内心は違ったのだとわかる。

「私にも悪いところはあったんです。だからと言って石井くんがした行為をすぐには許せないと思います。もう今までのような同期の関係には戻れない。距離は開けたい……でも、一人先に私が総務課に戻ったり、石井くんがプロジェクトから外れるのは、あらぬ噂を広げてしまう気がするんです。真希さんのとった行動が一番いいと思います。プロジェクトもあと少しですから！」

「無理してない？」

「無理……しないようにします。辛いときは、ちゃんと真希さんに相談しますね」

　今夜、石井くんがとった行動は簡単に許せない。

　行動だけじゃない。彼の言葉にも傷ついた。そんな風に他人たちを見ていたのかと、幻滅もした。もう友人には戻れない。

　だからって今回のことを大事にしたいとは思わない。会いたくないから、私だけ先に総務課に戻りたいとか、石井を外してほしいって言えば真希は行動してくれるだろう。

　美月が結婚をしていると報告して、指輪をつけるようになってすぐにそんな動きがあったら、尾ひれや背びれのついた噂が流れて、居心地が悪くなる。今後の居心地の悪さを考えるなら、今の苦しさを乗り切ったほうがいいと美月は考えた。

「美月、聞いてもいい？　石井と何があったのか……を。言いたくなければ、言わなくていいから。話せるようになるまで待つから」

　悲し気な笑みで、真希が口を開く。

　美月の心の傷を思いやりつつ、真実は知っておきたいという彼の気持ちが表情と言葉から伺えた。

「大丈夫です。話せます。会社に真希さんから電話があった後、石井くんに食事に誘われたから断りました。石井くんには、私が真希さんに片想いをしていると思われていたみたいで、諦めろって言われました。課長には妻もいるし、どうせ舘林係長と付き合ってるからって」

「はあ？」

　真希の眉間に皺が寄る。

「あの容姿で妻一筋なわけない。遊んでるって。『課長はそんな人じゃない』って答えました」

「他にはあいつから傷つくようなこと言われてないか？」

「傷つくっていうか……」

　女の賞味期限をわかっているか、と言われたのを思い出した。

　二十八歳の女性は枯れていく一方だ……と。女性をそういう目で見ていたのかと思うと、悲しくなった。

　仕事が楽しくて結婚や恋愛をせずに、仕事をしている二十八歳以上の女性はこの世の中にたくさんいる。彼はそういう頑張る女性を、枯れていると判断するのだと思うと、憤りを感じた。

「美月、どうしたの？」

「石井くんの考え方が、私とは相容れないなって思っただけです」

「本当に？　隠してない？」

　真希が心配そうに顔を覗き込んでくる。

　美月は笑顔を作ると、大きく頭を振って頷いた。石井の考え方は美月には合わない。上から目線で、モノの言い方をする彼とは理解し合えないだろう。もう、理解しようとも思わない。

　真希の「まだ何かあるんじゃないの？」と伺う表情を見つめて、美月は胸がほっこりと温かくなる。

（私は幸せ者だ）

　心配してくれる夫がいる。

　一緒に寄り添って、答えを出してくれる彼がいる。辛いときは美月以上に怒ってくれるし、壁にぶつかったときは一緒に悩んでくれる。

　肩を並べて歩んでいくことができない石井は、これからもきっと幸せにはなれないと思った。

「本当に無理してない？」

「はい、無理してません」

　プロジェクトはもう少しで終わる。終わりが見えてきた今、メンバー全員が目標に向かって一つに纏まっていると仕事をしながら強く感じている。そんな空気を、自分のせいで崩したくない気持ちもある。

　石井に会いたくないが、もう少しの間だけだと思えば我慢ができる。

　プロジェクトが解散になれば、美月は総務課に戻るだろう。石井も営業課に戻る。もともとオフィスの階が違い、会う頻度も低いから解散になればほぼ会わないだろう。同期会の飲み会も美月が断ればいい。

　やってみて、やっぱり石井と同じ空間で仕事をするのが苦痛だと思ったら、その先にとる行動を考えればいいと思う。

　大丈夫です、と伝えようと美月は笑顔を見せるが、真希のほうが辛そうな表情で見つめていた。

「真希さんほうが辛そうな顔をしてる……」

「心の苦しさや怖さは味わった人にしかわからない。笑顔で他人をごまかすのは簡単だけど、心の悲鳴に蓋をして、我慢はしてほしくない」

「約束します。辛いときはちゃんと真希さんに、相談します」

「そうして」

　真希の手が美月の肩に触れた。二人で見つめ合う。彼の顔が近づいてきて、美月はキスをするんだと理解した。

　美月も瞳を閉じて、彼の温もりが唇に重なるのを待った。

「……ごめん」

（なんで謝るの？）

　人が動いたときの風を頬に感じつつ、美月は肩を押された。驚きで瞼を開ければ、すっかり美月から離れた真希が、運転席の背もたれに寄りかかっていた。

　拒絶された。

　石井に襲われそうになった自分の身体は穢れてしまったから？　いつもの流れでうっかりキスしそうになり、気づいてやめたのだろうか。

「あんなことがあったばかりなのに、キス……したくないですよね……私、汚いですよね」

　妻が他の男に襲われそうになっているところを見て、いつも通りに振舞えるはずがない。

　なぜキスしてもらえると思ってしまったのだろうか。浅はかな自分に情けなくなった。

「違う！　汚いなんて思ってない。石井に襲われて嫌な思いをした美月に、キスは恐怖が蘇るような行為なんじゃないかって思って謝ったんだ。キスやハグ、手を握るようなことも、記憶が蘇って心にストレスを与えてしまうかもと思うと……美月にすぐ触れたくなってしまう自分が低次元な男のように感じられてしまって……今は、美月の気持ちも一番に優先したいんだ」

「そうだったんですね。てっきり……」

　石井に触れられた身体は汚いと思われたのかと、美月は怖くなった。

「美月は綺麗だよ」

　真希が笑顔で答えた。

　綺麗……ではないと思うが、汚いと思われるのも嫌だ。複雑な女心を抱きながら、美月のほうから真希の手に触れた。

「……キス、してほしいです」

　大好きな人からのキスは、怖くない。むしろしてほしい。

　女の口から求めるような言葉を言うのは恥ずかしいが、言わないと真希が気を使ってしばらくしてくれないのではと寂しく思い、勇気を出した。

「キスしてもいい？　怖くない？」

「怖くないです。真希さんとキスしたい」

　嬉しそうに真希が微笑む。美月から触れた手を、恋人繋ぎにするとゆっくりと互いの顔を近づけた。

　触れ合うだけの軽いキスをして、瞳を開けると見つめ合った。

「もっと」

（深いのがほしい）

　美月が本当に恐怖心を抱いていないのかを見たくて、真希が様子を見てくれてるのはわかる。でもほしいのは軽いキスじゃない。真希の熱い気持ちが伝わってくるような口づけが今はほしい。

「少し口を開いて」

　優しく低音で真希が囁いてから、再びキスをした。今度は美月が望むような甘く蕩けるようなキス。

　二人の舌を絡め合わせ、体温を感じ合う。彼に求められていると思うだけで、幸福感が身体の中を駆け巡っていく。

（真希さん……好き）

　美月は繋いでいる手をぎゅっと強く握りしめた。

　口腔内を余すところなく感じ合ってから、名残惜しそうに真希が下唇を引っ張りながら離れていく。

　軽く乱れた呼吸に、上気した頬。真希の少し目覚めた雄の視線に、美月の心臓が反応して早鐘を打ち始めた。

（いやいやいや、ここは車内だから）

　キスよりも先の行為を期待しそうになる己に、美月の理性が歯止めをきかせる。

　脳内に横切るミーティング室での行為。あのときのスリリングな快感が身体に蘇った。心はストップをかけているのに、身体は次なる刺激欲しさにうるんだ瞳でつい、運転席にいる彼を見つめていた。

「その顔は誘ってる？」

　繋いでいる手を離し、真希が美月の頬に手をあてる。

　誘っているか……と問われれば、イエスかもしれない。でも、車内ではなくて続きは家に帰ってからだ、と脳内では叫んでる。

　身体は今すぐにでも彼の温もりを感じたいと訴えている。あの石井との嫌な思い出を、真希の熱で上書きしたい。

　二つの感情が葛藤する。

「このまま家に帰らなくちゃって思う気持ちと、すぐにでも真希さんと愛し合いたいっていう気持ちで戦っています。真希さんはどうですか？」

「俺はすぐにでも美月を押し倒したい、かな」

　いつもそう思ってるんだけど……と付け加えてから、真希が苦笑した。『もう！』と美月は呆れながら、彼の肩を軽く叩いた。

　ははっ、と真希が笑い、すぐに真面目な顔で美月を見つめてきた。

「無理してない？」

「してません。真希さんだから抱いてほしいって思うんです」

「じゃあ、後部座席に移動しようか。俺も美月をすぐに抱きたい」

　はい、と美月は返事をするとチュッと軽いキスをした。





※※※






　二人で後部座席に座ると、美月に真希が覆いかぶさってキスをしてきた。鼻呼吸でも苦しくなるほど、激しく真希に舌を吸い上げられる。

「ま、さ……きさん、くるし」

「ごめん、つい」

　苦笑しながら、真希が美月のブラウスのボタンを二つ外して、ネックレスのチェーンに指をかけて「これ」と呟いた。

「指輪がつけられないから……って隠したいって言ったのは私なんですけど。でも身にはつけていたかったので、ネックレスにつけました。これだと服の下に隠せるし、指輪が肌についてて、安心できたんです。それにこれを見たから石井くんが止まってくれたんです」

「石井の暴走が止められてよかった。まあ、ネックレスに指輪がなかったとしても……俺がつけた徴がたくさんあったけどな」

「つけすぎ……だと思います」

「見えないところだからいいだろ？」

「そうですけど」

　すねたような言い方の真希にクスリと美月が笑う。

　真希がムッとした表情になり、見えるところにつけられてしまった他の男の徴を睨みつけた。

「これは腹が立つ。上書きしていい？」

「はやく、真希さんので消してほしい」

　ブラウスの襟元を広く開けると、真希が美月の首に唇を近づけていった。

「あ！　でも家に帰ってからで……」

「だめ。もう遅いよ」

　耳元で囁くように言われると、すぐに首元に歯をたてられた。

小さく痛みが走るが、石井にされたときのような嫌悪を感じずに、快感を得られた。

「んん……あっ、これ……だめ、かもぉ。離して、ほし……」

　ゾクゾクと身体に走る快感から逃げるように、美月は胸を押し返すが真希が微動だにしなかった。

（や……だめ。お願い……もう、これは……）

　狭い空間で、彼の息遣いや体温がいつも以上に感じられるからだろうか。

　首筋から伝わる心地よい感覚が、より鮮明に強く身体の中を駆け巡っていく。

「真希さん……んんぅ、やぁ……イッちゃう、んんぁ」

　美月は耐えきれずに、全身が快感の大波に流されていく。真希の腕を強く掴むとびくびくと腰を激しく振って、身体が痙攣をおこした。

「美月？　え？　イッた、の？」

真希もぽかんとしている。

「離してって……言ったのに」

　痙攣がおさまってくると、呼吸を激しく乱しながら全身の力が一気に抜けていった。恥ずかしくて頬を赤く染めながら、意地悪な真希をキッと睨む。

苦笑しながら「ごめんね」と謝った真希がチュッと上書きした痕にキスをした。

「ああ、やっぱ腹が立つな。美月の感じやすい箇所に痕を残しやがって」

「石井くんのときは気持ち悪かった。逃げたいのに逃げられなくて、怖くて勝手に涙が溢れました。真希さんのときは全然、違くて……」

「イッちゃったね」

「真希さんの意地悪！　やめてって言ったのに」

「だから、ごめんって謝っただろ？」

　許してよ、と言い、真希が美月の頬にキスをする。

「ちょ……っと、待って！」

　スカートの中に手をいれた真希が、下着の下に手を滑り込ませてきた。茂みの奥で溢れ出している愛液の量を指先の感覚で確かめて、嬉しそうに笑った。

「パンツも濡れてるし、ナカがヒクヒクしてる」

「……言わないで」

　蜜口を指でゆっくりとなぞられると、クチュっと水音が車内に響く。

「ほしい？」

「言わせるんですか？」

「言って」

　今日の彼は意地悪だ。

　甘いキスで気持ちが高まり、後部座席に移動したのだ。彼の屹立した熱を欲するのは至極当たり前だ。

　それを言葉にして求めるのは恥ずかしいのに。

　どうして言わせたがるのだろう。

「……ほしいです」

「まだ、あげないけどね」

「ちょ……」

（言ったのに！）

　意外にもお預けの言葉を発せられて、美月は裏切られたような気持ちになった。

　真希の腕からすっと手を動かす。彼のすっかり目覚めている下半身の熱に、触れるとズボン越しにゆっくりと擦った。

「真希さんのきつそうですよ？」

「きついよ。でもその前に美月のナカを弄りたいな」

　下着の中にある手が動き、美月のナカへと差し込まれた。濡れそぼった蜜口は、真希の指を容易に受け入れる。待っていましたと言わんばかりに、内壁がうねり、長い指を咥え込んだ。

「んぅ、ひぃ……あっ、や……いきなり……」

　膣内でお腹側を押し上げるような指の動きに、美月は嬌声があがった。

（ずるい。こんなんじゃ……すぐに、イッちゃう）

　激しく擦られているわけじゃない。ゆっくりとお腹を押し上げるように動く指は、美月の弱い箇所をしっかり把握しているようで、強い快感に支配される。

「だめ、やだ……抜いて、あっ、あっ……ああっ。待って！　え？　これ……何か、出て……んぅ、あっ、ああ」

　尿意に似たような感覚に襲われる。

　実際の尿意とは違うのは、我慢ができないことだ。快感の波と同時に、下着が一気に濡れていくのがわかった。

（なに、これ……）

「潮ね。どんどん美月の下着が濡れていくね。ストッキングも色が変わっていくかも？」

「やだ……もう、やっ、んんぅ、ああっ、イッ、ちゃう」

「美月のえっち」

　にやりと笑った真希が、ちゅっと首筋にキスをした。

（だめ、もうっ！）

　抗えない強い衝動に、美月は膣内の強い痙攣を感じた。ナカにある真希の指を強く締めつけた。

「すご……指を持っていかれそうだ」

「ああ、どうしよう……勝手に洩れ……止められないの」

「スカートも濡れちゃったね」

　美月の激しい痙攣がおさまってくると、真希が指を抜いてくれた。スカートから出てきた彼の指は、てらてらと濡れて輝いていた。

「美月、気持ち良かった？」

「……はい。でも車を汚しちゃったかもしれません」

　スーツのスカートまで自分の吹いた潮で色が変わっているのを確認して、美月は恥ずかしくて頬が燃えそうなほど熱くなった。

「帰ろうか」

「……え？」

　真希の提案に、美月は思わず驚きの声をあげてしまった。

「続きはベッドじゃないと。美月が恥ずかしいだろ？　俺は別に後部座席が美月の体液でびちょびちょになってもいいけど？」

「……帰りましょう！」

（これ以上、真希さんの車を汚したくない）

　くすくすと笑いながら、真希が後部座席から運転席に移動した。美月は、濡れた冷たい下着とスカートでは動きたくなくて、後部座席から移動しないと決めた。

「……って、真希さん！　マンション内を歩くのが恥ずかしいんですけど」

「ご近所さんに会わないように帰れるといいね」

　濡れたスカートで歩く美月を、真希は想像したのだろう。嬉しそうに失笑すると、エンジンをかけた。

（どうかマンションの人に会いませんように）

　美月は心の中で強く願うとともに、今後はたとえ欲望に流されそうになっても車内ではエッチな行為はしないと心に決めた。





※※※






　人が行き交う駅構内を真希は、キャスター付きのスーツケースを転がしながら歩いていた。時間はもう少しで午前十時を回ろうとしている。

　プロジェクトが無事に終了して、真希は以前と同じ生活に戻った。気持ちが通じ合った美月と数ヶ月に一度しか会えないのかと考えるだけで、踵を返したくなる。出張一日目だというのに、もう自宅に帰りたい気持ちに心が傾いていた。

　とくに今日は、グレーのスーツに合うようにと、美月がパープルとグレーのチェックのネクタイを選んでくれたのだ。下を向くたびにネクタイの柄が視界に入ると、美月の可愛い顔が思い出されて、家を出て一時間もしないうちにホームシックに駆られている。

　一日でも早く帰って来られるように、仕事をしてくるんだ……と、己の心に言い聞かせながら新幹線の改札へと急ぐ。

　駅構内の人の量を見て、真希は己の判断に悔いていた……いや、予想が外れたというべきか。朝のラッシュの時間帯がすでに終わった十時ごろなら、混んでいないはずと思っていた。実際は、ラッシュのときよりは少ないが、そこそこ人の波はある。

（いつも通り、早朝出発のほうがよかったか？）

　一人で出張先に向かうときは、人の少ない時間を狙って始発に乗っていた。今回は同行者がいる。今後、今の自分の仕事を担っていく後継者が欲しい。今から育てていこうと思った。

　二人で出張先に向かうのなら、あまり朝早くから部下までも巻き添えにして出発するのは悪いと思って今の時間にした。

　人が多いと他人の足元を気にしながら、スーツケースを転がすのが面倒だ。真希は同行する部下に気を使わずに、いつも通りに早朝にすればよかったと軽く後悔の気持ちを感じながら、待ち合わせ場所に到着した。

　一度足を止めて、周りを見渡す。自分と同じようにスーツを着て、キャリーケースを持っている男性を見つけた。新幹線の改札を真正面に見据えて立っている。なんだか暗い表情で立っているように見えるのは、初めての出張で緊張しているのだろうか。

　明るい緑色の真新しいキャリーケースの取っ手をぎゅっと握りしめて直立不動の部下に近づいた。今日のために購入したのだろうか。二泊三日用のサイズで、真希と大きさはほぼ同じ。

　紺色のスーツに、落ち着いた同系色のネクタイを締めて立っている部下の前で立ち止まって真希は声をかけた。

「おはよう」

「おはようございます。高村課長」

　背筋をぴっと伸ばして、真希の目を見ると石井がはっきりとした口調で挨拶を返してきた。真希の顔を確認した後も、石井の険しい表情は崩れなかった。さらに強張りを増して、頬がすこし痙攣しているようにも見えた。

　ふと沸き起こる憎悪の感覚に、真希は蓋をして胸の奥にしまい込んだ。

　石井の顔を見ただけで思い出してしまう感情を、上司の仮面をつけて落ち着かせようとする。

　完全には拭い去れない気持ち。消せはしないだろう。

　ただ、今の現状でできる限りの対策を打ったと真希は心の中で呟き、静かに深呼吸をして気持ちを切り替えた。

「課長、先日の件は大変失礼いたしました。奥様を傷つけたこと、深く反省しております。このような失態を犯した自分に、チャンスを与えてくださってありがとうございます。てっきり自分は……外されると思っていました」

　石井が腰を折り、深々と頭をさげて謝ってきた。

　表情が強張っていたのは、出張に緊張していたからではない。真希に謝罪をするのに、緊張していたのだ。

　彼が彼なりに、反省した態度を見せていたのは知っている。プロジェクトの最中も、石井からはいっさい美月には近づこうともしなかった。業務内容上、美月から話かけることはあっても、石井から伝達があるときは他の者にメモ等や伝言で伝えるようにしていた。

　プロジェクトが終了したあとも、己の部署のフロアしか立ち入らず、美月がいるフロアには足を踏み入れなかった。同期同士の飲み会に誘われても、断っていたらしい。

　美月も同期から、二人が来なかったから静かな飲み会だったという話を聞いて知ったと言っていた。

「石井、顔をあげて」

　真希の言葉を受けて、石井がゆっくりと顔をあげた。

　いつもはおしゃれワイシャツを着こなす彼が、今日は真っ白なワイシャツにシンプルデザインのネクタイ。いつもと雰囲気が違うなと思ったが、こういうことだったのか、と理解した。出張の前に、きちんと謝罪をしようと決めていたという誠意が感じられた。

　真希は小さく息を吐きだすと、意を決して口を開いた。

「外そうとも考えた。今回、外さなかったのは許したわけじゃない。今後も許すつもりもない」

「……はい」

　石井が真希の言葉を真っすぐに受け止めて、静かに返事をした。もしかしたら、許してもらえるかもしれないという淡い期待を一瞬でも持ったのだろうか。絶対にそれはない。今後、石井が会社にとってどんなにすごい貢献をしたとしても許しはしないだろう。

　愛する妻を傷つけておいて、許してもらえると思うのは甘い考えだ。

「石井の行動を俺自身が監視するために、外さなかった」

　美月を傷つけた相手と一緒に仕事はしたくないと外して、違う部下を連れていくのは簡単だ。それらしい理由を並べて、書類を書き換えて同行する部下の名前を書きかえれば済む。

　ただそれでは自分が出張でいない間、不安を抱えて仕事をすることになる。美月が今日も無事だったか。安心して仕事できたか。うっかり社内で、石井と会って恐怖心が蘇っていないだろうか……と日々、気にしてしまい、集中すべき仕事と真希が向き合えなくなってしまうのではないか、と。

　いっそ最初の予定通り、石井を連れていけば不安は取り除ける。真希と石井が一緒に出張していれば、美月がうっかり社内で出会うことはない。同期との飲み会にも、気兼ねなく参加できるだろう。

　もう二度と同じ失敗を繰り返さないように、石井を傍で見て指導もできる。美月を傷つけた過去は許せなくても、会社にとって優秀な人材なのは今も変わらない。

　期待した分だけの結果はきちんと出す男だ。そこは認めている。以前のように、全面的に信頼しているとは言えないが、会社にとって成果を出す人間として成長してほしい。

「本当に……申し訳ありませんでした」

「謝罪の言葉は何度も聞いた。それよりも成果を出せ。結果を示せ。美月を傷つけた事実は許さないが、上司として、部下を育てる。厳しく指導するから覚悟しておけ」

「はい！　ありがとうございます」

　力強く返事をして、石井が再び頭を深くさげた。

　顔をあげた石井が唇を噛みしめて、瞳をすこし赤くしていた。硬い表情の奥に、微かに笑みが見えたように感じた。ホッとしたのかもしれない。

　真希が美月に惚れたように、石井だって恋をしただけだった。なかなか振り向いてくれない美月に、アピール手段を間違えた。許せない行為だが、同じ女性に恋心を抱いた似た者同士でもある。美月以外の女性と早く出会って、幸せになってほしいものだ。

　できれば、出張先で出会って恋に落ちてもらいたい。彼女のために近くで働けるように異動願いでも出してもらえたら最高なのだが……。こればっかりは真希がどうこうできない。運を天に任せて、出張するのみだ。

「さあ、行くぞ」

「はい、課長！」

　真希は石井の肩をトンっと叩いてから、スーツケースを転がして改札へと歩き始めた。
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　――三ヶ月後。

　プロジェクトは成功し、解散になった。真希は人材教育と店舗の売り上げ回復のために、以前と同じように全国を出張する日々に戻った。

　美月は、プロジェクトでの働きぶりが評価され、総務課から営業課に異動になった。舘林の下で、プロジェクトの続きを担当している。

　最初の売り出しは予定より成果が出ずに、不安な滑り出しだったが、口コミで徐々に広まりホテルでの販売は現在、好調となった。取り扱う店が限られての販売だったが、全店舗で販売ができるように準備中だ。

　他にもネットでの販売も検討中だ。今後の売り上げによっては、ホテル以外での販売も考えようと舘林と相談している。

　親の化粧品で喜んでくれる人が増えた。美月は夢が叶って、毎日の仕事が楽しくてたまらない。

　真希と離れての生活は寂しいが、仕事が終わると必ずパソコンで通話をしている。どうしても会いたいときは、週末に会いに行くようにもなった。

　寂しくても真希とは心がつながっているから大丈夫だ。

「係長、戻りました」

　美月はグレーのパンツスーツで、営業課の部屋に戻ってくる。自分のデスクに肩にかけている鞄を置くと、深呼吸をしながら回転椅子に腰を落とした。

　美月は左手薬指に光る指輪が目に入って、思わず顔が緩んでしまう。

（今夜には会える）

　今日、三ヶ月ぶりに家に帰ってくる予定の真希を思うと美月の心は弾むように軽くなる。

　美月はプロジェクトが終わり、解散になった後に真希と結婚したと報告した。

　初めの頃は、嫌味を言われたり、嘘ばかりのひどい噂を流されたりもしたが、美月が恐れていたような事態にはならなかった。想像していたよりもメンタルへの損傷がなかったのだ。

　もっと傷つき、辛い日々になるかと思っていただけに、「こんなものなのか」とあっさりしていた。

　もっとも、真希や舘林が守ってくれていたから。傷つかずに済んだところもあるのだろう。

　館林はプロジェクトの前から美月と真希の結婚を知っていたと、彼女の下で働き始めてから教えてもらった。

「あ……高村さん」

　係長のデスクから、舘林に呼ばれた。美月は疲れた足に気合いを入れて、立ち上がると彼女のデスク前まで進んだ。

「係長、なんでしょうか？」

「今日は残業無しで帰ってね。あいつが五月蠅いから。仕事が残っていても、帰るように」

　パソコンから顔を上げた舘林が、苦虫を嚙みつぶしたような表情で口にする。

「はい？」

（あいつ？）

　てっきり次の仕事を言い渡されるとばかり思っていたので、目を丸くする。

「課長よ。さっきわざわざ、こっちの部屋にまで顔を出して『俺、帰ってきてます』アピールしてたから。面倒くさい。あんたの愛おしい嫁は外回り中でしばらく帰ってきません、って言ってやったら、しょぼくれた顔で戻っていったわよ。うざっ」

　心の底から嫌だと訴えているのがわかる。ぶつぶつと真希の悪口を呟いてから、「はあ」と思い切りため息をついていた。

「係長って、課長を本当に面倒くさいって思ってるんですね」

「思ってる。事実、面倒！　出張から帰還したぐらいで部署にわざわざ顔出しにくんな！　集中が途切れる。でれでれした緩み切った顔で高村さんの机を見て、うざい。『絶対に残業させるな』と言わんばかりの無言の圧が最悪ね。ちょっと人より仕事ができて、社長の息子だからって特権を使うなっての。あーやだやだ」

　あいつ、嫌い……と、寒気でぶるぶると身を震わせながら、嫌悪を顕にする表情になった。

（ほんとに二人の間には何もなかったんだ……）

　舘林の反応を見て、美月は確信に変わる。

　噂は噂でしかなかった。そもそも発信源の大おお元もとは石井だ。信憑性は低い。

「私、誤解してました。てっきり舘林係長は……」

「やめて！　それ以上は口が裂けても言葉にしないで！　何が言いたいのかわかる。大勢の人間たちから、勝手に勘違いされているのも知ってる。下手したら浮気・不倫してんじゃない？　とも裏で言われてるのも知ってる……けど、高村課長とは絶対にありえない。同じ部屋で一晩いても、何も起こらない自信しかない！」

　美月はクスクスと笑い出した。

（相当、嫌なんですね）

「まるで一晩、一緒にいたことがあるみたいで……妬けますけど」

「あ……ごめん。そういうつもりじゃ」

困り顔の美月に、館林は慌てて謝る。

「いいんです。お二人がそうじゃないってわかってますから」

（仕事面ではリスペクトしてるけど、プライベートでは考えが合わないんだろうなぁ……）

　美月はまたくすりと笑いをこぼした。

「嫉妬させちゃったお詫びに、一件、面白い情報をあげる。高村課長、新人研修先のホテルである女性に一目惚れしたのよ。次期社長候補の彼にはそれはそれは、かなりの数のお見合いが用意されているなかで、全てを蹴り飛ばして、日夜その子と恋におちることばかり計算してた。こんな粘着質で一歩間違えればストーカーに近い行為に、私は吐き気がしたけど……あいつの粘りに運が味方したのねえ。プロジェクトを計画して、父親を頷かせて、お見合いにまで持ち込んでた。おお、恐ろしい男」

「え？」

（嘘……でしょう？　それって、もしかして私？　恋に落ちることばかり計算してた？　真希さんが？）

　舘林の言葉に、美月は驚きで目を見開いたまま、固まってしまう。

「信じられないでしょう？　確認してみるといいわ」

　くくくっとお腹を抱えて、舘林が笑いだす。

「信じられない……です」

（でも嬉しい）

　舘林の話を聞いて、美月は胸が熱くなった。

「でしょう？　嘘みたいな本当。私としては、あいつの粘着質な愛に掴まってしまった高村さんが心配。息苦しくなったら、すぐ逃げだすといいわ。お手伝いならいつでもしてあげる」

　美月は苦笑しながら礼を述べると、自分のデスクに戻った。早く帰宅したいから、残りの仕事を定時までに完了させようと、強く思った。

（私も早く、真希さんに会いたい）





※※※






　夜、予定通りに残業せずに帰宅した美月は、真希のために夕ご飯を作っていた。手の込んだ料理を作るのは久しぶりだ。スマホのアプリを開いて、作り方を何度も確認しながら料理を進めている。

　真希から「これから会社を出るね」と連絡があってから十五分、玄関がガチャりと開く音がした。

　三ヶ月ぶりの夫の姿に美月は嬉しくなり、料理を作る手を止めて、玄関へと足を向けた。

「美月、ただいま」

「おかえりなさい、真希さん」

「美月のエプロン姿、久しぶりだな」

　家に帰ってきた真希が、嬉しそうに笑うと美月もつられて笑みが零れた。玄関で軽く抱擁し合う。

「出張お疲れ様」

「美月も外回り、お疲れ様」

「今日、デスクまで来てくれたって舘林係長から聞きました。会えなくて残念です」

「舘林には数秒で追い出された」

　真希が不満だったらしく、ムスッとした表情を見せる。

　玄関に荷物を置きっぱなしにして、二人で手を繋いで廊下を歩き始めた。数歩進んでは、キスをする。キスをしては進む……を繰り返して、居間へとゆっくりと進んでいった。

「美月、言ってくれないの？」

「何をですか？」

「よくテレビでやるヤツ。『お夕飯にしますか？　お風呂にしますか？　それとも……』って」

「言いません。どうせ、真希さんのなかでは一択なんでしょう？」

「まあ……そうだね」

「じゃあ、聞く必要ないと思います」

　美月は自分から、真希にキスをしながらネクタイの結び目を解いた。

「あれ？　部屋が……模様替えした？」

　リビングに足を踏み入れた真希が驚きの声をあげた。ソファやテレビの位置が、出張前の時より変わっているのに気が付いたようだ。

「週末に、真希さんから教わった家事代行サービスの人に来てもらったんです。忙しくても家事の負担が軽減できるような導線を教えてもらって、動かしてみました。ついでに家も綺麗に掃除してもらえて、楽させてもらっちゃいました」

きれいな部屋を見渡し、満足げに美月は頷く。

「そうか。驚いたな……」

「係長から話を聞いてて、頼むきっかけと勇気をもらえたんです。係長のお部屋も土曜日に綺麗にしてもらったそうですよ」

「どうでもいい情報」

　真希が目を細めて、至極面倒くさそうな口調になると、ぐっと美月の腰を掴んできた。

「寝室も変えたの？」

「いいえ。そこは変えてません。あの部屋は二人の部屋なので。誰も入れたくなくて……」

恥ずかしくて美月はうつむく。

「可愛いことを言ってくれる。早く美月を食べたい」

　美月の様子に真希の瞳に情欲に火が灯ったようだ。

「シャワーは浴びたので、いつでもどうぞ」

「浴びなくていいのに。美月のにおいが消えるだろ」

　美月はぼそっと呟く真希の言葉に、舘林に日中に言われた言葉を思い出して吹き出してしまった。

「なに？」

「ちょっと、思い出し笑いを」

「思い出した内容は？」

　聞きたそうな真希を、あえて美月は無視をする。

「早くベッドに行きましょう？」

　真希の解いたネクタイをシュルリと外しながら、美月は流し目で誘う。床にネクタイを落として、彼の手を引っ張ると寝室へと急いだ。

「美月、珍しく積極的だなあ」

「真希さんが久しぶりに家に帰ってきたんですよ？　この日をずっと楽しみに待っていたんですから」

　美月の言葉に、真希がフッと息を漏らして照れた笑みを浮かべた。

（真希さんの居ない家は、寂しかった）

　寝室へと進む足を一度止めると、美月は振り返って真希の唇を奪った。久しぶりの最愛の人の感触と匂いに、感情が高ぶり思わず泣きそうになる。

（ああ、思った以上に……私は真希さんを欲していた）

　考えないようにしていたが、寂しかった。時折、会いには行っていたが……自宅でまったりと過ごすのは三ヶ月ぶりだ。

　今夜は真希との時間を充分に味わいたい。真希も、美月と同じように考えてくれていると嬉しい。

「……ん、ふっ……」

　互いの舌を絡め合わせて、貪るようにキスをする合間から美月は熱い吐息が漏れた。身体の奥からじんわりと温かくなっていく。

「みづ、き……ん、待って……んん」

「やだ。待たない」

　真希の首に手を回すと、下唇に噛みついた。

　ちゅ、ちゅくと唇から水音が鳴る。

「……きゃあっ」

　真希が少し腰を落としたと思うなり、美月を抱きあげた。抱っこの状態のままで、廊下を進みだす。

「真希さん？」

「このままじゃ、ベッドに到着する前に廊下で美月を襲いそうなんだよ」

　真希が苦笑すると、美月の頬にキスをして寝室のドアを開けた。

　ベッドに美月が降ろされると、甘く蕩けるようなキスをする。思考力もアイスのように溶けていく。

　ベッドの上で、熱いキスを交わしながらお互いの服を脱がしていった。投げ捨てるように床に落としていく。お互いに裸になると、ベッドに倒れ込んだ。

「で？　さっきはなにを思い出したの？」

「実は係長から聞いたんです。真希さんが、新人研修で勉強していた私に一目惚れしたって」

「……え？　あいつ……」

　真希はバツの悪そうな顔をする。

「本当ですか？」

　真希が目を泳がせながら、ぎゅっと唇を噛みしめたあとに「本当だよ」と恥ずかしそうに言葉にした。

「誰よりも一生懸命な目で、仕事を吸収しようと必死に頑張ってる美月が可愛いって思ったんだ」

　真希から直接聞いて嬉しくなる。

「来ていたお見合いも断ったんですか？」

「そんなことまで、舘林が話したのか？」

「はい。数あるお見合いを蹴ったって」

「……そんなに数はなかった。せいぜい二件くらいだろ。仕事が忙しくてよく覚えてない」

「覚えてないんですか？」

「当たり前だろ。美月をどうやって落とそうかって……いや、そうじゃなくて……」

「見事に落ちました」

　美月は素直な気持ちを口にする。

「恥ずかしい過去は忘れてくれ」

　ゴホンと喉を鳴らして、真希が羞恥心で頬が赤くなる。

（真希さん、可愛い）

「美月……そんなに見つめないでくれ。ますます恥ずかしくなる」

「私は真希さんを知れて嬉しかったんです」

　美月は真希との距離をさらに詰めると、ぎゅうっと抱き着いた。彼の胸に耳をあてて、通常より少し早く鼓動を打つ心臓の音に耳を澄ませた。

（真希さんの体温、安心する）

「明日、仕事ですから。激しくしないでくださいね」

　彼の腕の中で、顔だけ上げて美月がお願いをした。

「了承しかねるな。明日は有休消化で休まない？」

　真希が意味ありげな笑みを見せてから、美月の首筋に噛みついた。ゾクゾクと快感が走る。久しぶりの愛する人の体温と、匂いだけで美月の身体が悦んでしまう。

　すうっと彼の指がお腹から胸へとあがっていき、優しく揉みしだく。手の平で柔らかい胸の感触を味わい、指先はツンと勃った乳首を弾く。

「んん、あっ」

「気持ちいい？」

「首と胸は一緒にしないで」

（弱いから）

「気持ちいいんだね」

　ちゅ、ちゅっとキスが首筋から降りてきて、鎖骨に歯を立てられ、強く吸い上げられる。同時に強く二つの果実の先を摘ままれる。ぴりりとした刺激が走る。

「ああっん。やっ……弱いのを知ってて……やるんだから」

「もっと鳴いて」

　甘い吐息が漏れる美月を愛おしそうに見つめながら、真希が嬉しそうに口を開く。

「ん、あっ、あっ……だめ」

　鎖骨から唇を離すと、真希が次に弾力のある胸の谷間に顔を埋めた。ボディソープの匂いが、彼の脳を刺激する。

「やばい……俺のほうが先にイキそう」

「え？」

「少しペースを早めるね」

　乳首に真希がかぶりつくと、彼の手が太腿へとさがった。じんわりと濡れている茂みの奥に隠れている真珠を探し当てる。ぷっくりと膨れた真珠を指で何度も弾くと、美月の甘い声が漏れ、秘部の奥から蜜が溢れ出てきた。

「美月も……感じてる」

「久しぶりだから。ねえ、もう……ほしい。真希さんの――」

「ほしがりだな」

　美月のお強請りに、真希が嬉しそうに笑う。

「美月の中をちゃんと解してからな」

　次から次へと溢れ出てくる愛液で、中指を濡らしてから膣口の奥へと滑り込ませた。くちゅっと厭らしい水音をたて、真希の指を飲み込んだ。

「んんぁ、あっ……気持ち、いい」

　美月は彼の筋張った指から与えられる快感に、腰を浮かせた。ゾクゾクと身体に駆け巡る強い快感に誘われていく。

　ゆっくりと内壁を擦られると、愛液の溢れ出てくる水音で美月の耳までも犯される。

「ああっ、ん」

「ナカ、どんどん柔らかくなっていく」

　嬉しそうに実況中継する真希の言葉に、美月は恥ずかしくて頭を大きく振った。

（言わないで）

「気持ちいい？」

「ん……、あっ、あ、気持ちいい……」

「美月、可愛い。今夜は寝かせたくないなあ」

　真希の言葉を嬉しく思いつつも、頭の片隅で「仕事がある」と引っ掛かる。有休を使って休もうと真希に言われたが、体調が悪くないのに仕事を休むのは気が引けた。

　ましてや、久しぶりに会った旦那と楽しいことをして疲れたので休みます、なんて理由は真面目な美月には通用しない。

「あっ、あ、仕事……ある……ん、ああっ、から」

「休んでいいよ。俺から連絡入れておくから」

「だ、め……あっ、あっ」

　美月のナカに入っている真希の指が一本増えて、速さも増していく。

　子宮の奥の熱が、くすぶり始める。

（ん、そこ……気持ちいい）

　中指の先端が、奥に当たるたびに美月の嬌声が一段と大きくなる。

「ここ、気持ちよさそうだね」

「ああっ！　んんっ、あっ」

　目の前がチカチカし始め、美月はもう何も考えられそうにない。明日の仕事について考える余裕を失った。

「真希さっ……イッちゃう、かも……あっ、あ……んっ！」

　言うや否や、美月は全身を震わせて真っ白になった。

　激しい痙攣に毛穴からどっと汗が噴き出して、呼吸が荒くなる。

　真希の腕にしがみつくと、美月は快感の波がひいていくのを待った。

「可愛い、美月」

　真希が美月の額にキスと落とす。

　トロンとした瞳で彼を見れば、熱烈なキスが待っていた。

「ん……あっ、んぅ」

　どっちの体液だからわからないほどの濃密なキスをして、真希が名残惜しそうに下唇を甘噛みしながら離していった。

（今度こそ、真希さんのを入れてほしい）

　ぐったりした身体を少し起こして、いきり立つ彼の剛直に手を伸ばした。先端から汁を垂らし、まるで早く入りたいと言わんばかりの彼の熱に触れる。

　熱く滾る剛直を手で包み込み、美月はそっと上下に扱き始めた。

「……ん、あっ」

　真希の甘い声が小さく漏れる。

　気持ちよさそうに喘ぐ彼の姿が妖艶で、美月は興奮してしまう。もっと見ていたい。気持ち良くなってもらいたい。

「……ん」

　扱くスピードを速めると、真希は頬を紅潮させながら小さく声を出す。

（真希さん……恰好いい）

　自分の手で気持ちよさそうにしてくれるのは、嬉しい。

（もっと）

　さらに速さを出そうとすると、美月の手首を掴まれて阻止されてしまった。

「美月、今夜はナカに出していい？」

　少し呼吸の乱れた真希が、ちゅ、ちゅっと頬や耳をキスしながら、熱帯びた声で聞いてきた。

「はい」

「美月が上にのってほしいな」

「え？　私が？」

　できるのだろうか？

　急に緊張で身体が固くなってしまう。

　どんな感じになるのか気にはなるが、果たして自分が上手にできるのかは疑問だ。

（私が上で……真希さんは気持ちよくなれるのだろうか？）

　初めての経験に戸惑いつつも、身体を起こした。

　さっきまで美月が横になっていた場所に、真希が横になる。

　不安な気持ちを抱きつつ、彼の上に跨ると深呼吸をして、緊張を解そうとした。

「入らなかったら、ごめんなさい」

「俺のが大きすぎてってこと？　それなら俺が謝らないと」

「ちが……」

　美月が、かあっと顔を赤くする。

「違うの？」

「違くないですけど……そうじゃなくて」

（大きさの問題ではなくて、初めてだからスムーズに入れられるかわからないのに）

「大丈夫。美月は充分に濡れてるから」

　美月は恐る恐る真希の上に跨った。膝を立てて腰を浮かした状態で、ゆっくりと定位置を探す。

　真希の熱の先が蜜口に触れるだけで、ビクビクと身体に快感が走った。

「美月、そのまま腰を落として」

「……ん、んぅ……あ、広がって……や、ん……」

　蜜口が大きく開き、男根がだんだんと奥に入ってくる。自分のペースで進んでいくからか、いつも以上に彼のカタチを鮮明に感じてしまう。

　熱くて硬いものが、美月の身体を突き刺してくる。

「入ったね。美月のナカ、熱い」

「熱いのは……真希さんの、ほう……や、待って……ああっ、どうしよ、も……イッ……んんんんぅ」

　美月の奥まで入った真希の猛々しい感触に、ナカが激しく脈を打った。総身を震わせて、快感の頂点を早くも味わった。

　膣壁が激しく収縮を繰り返すと、真希の顔が苦しそうに歪む。

「すごい、美月のが噛みついて、俺のを引きちぎりそうだ」

「あああっ、んんぅ、ちが……ひゃっ、ま……んんぅ、そこは触っちゃだめ」

「どこ？」

「や、だ。また……くる、だめ……ああっ」

　美月の勃起した真珠を親指の腹で擦られる。まだ熱のおさまっていない快楽の熱が再び、美月の全身を襲ってきた。

（やだ。立て続けに……イッちゃうなんて）

　チカチカと視界が眩みながら、美月は勝手に揺れてしまう腰に羞恥心を抱く。

　いくら久しぶりのセックスだからといって、連続で絶頂を味わってしまうなんて。穴があったら隠れてしまいたいくらいに恥ずかしい。

　強い衝動が落ち着いてきて、ぐったりとした美月が彼の上に甘えるように倒れ込んだ。

「待って……、まだ動かないで、待って、お願い……ん、あぁ」

「美月だけずるいだろ？」

　ずんっと下から真希に突き上げられて、「ああ！」と美月が甘い声が飛び出した。

「休ませて」

「だめ」

「ん、あっ……やだ……ぁ」

「じゃあ、いつもの体勢な。今度は俺が動きたい」

　くるんっと世界が回ったと思うなり、上にいたはずの美月がベッドに横になっていた。真希が膝裏を掴んで、大きく股が開く。

「お願い、息が……休ませて」

「少しだけね」

　繋がったまま、真希が覆いかぶさると耳朶を甘噛みされながら囁く。耳にかかる彼の吐息がくすぐったくて、身を捩る。

「やっ、んぅ、くすぐったい」

「可愛い」

　にこっとほほ笑んだ彼が、首筋に唇を這わせていく。

　休ませてくれるはずなのに、弱い箇所ばかりを真希が吸い上げていく。美月はピリリと感じる小さな快感に、熱い息が口から漏れた。

「ん……あっ、は……んぁ」

（ずるい、真希さん……首が弱いって知っててキスするんだから）

「好きだよ、美月」

「私も。真希さんが好きです」

　お互いの顔を見合わせてから、美月からぎゅうっと真希に抱き着いた。ゆっくりと彼の腰が動き始める。美月のナカにある愛液が、擦れるたびにぐちゅぐちゅと音を鳴らす。

「ああ……んぅ、気持ちいい」

「俺も」

　真希の律動が速さを増していく。

　美月のナカで冷めかけた熱が、また再燃してくる。

　ジンジンとお腹の奥が熱くなっていき、絶頂が目前となってきた。

「キス、して」

　乱れた吐息で、美月が甘える。不敵な笑みを浮かべた真希が、まるで獣のような荒々しいキスで唇を貪った。

　徐々に彼の律動が早くなっていき、お互いの熱が高まり合っていく。

「美月、俺、もう……」

「私も、イキそう」

　降りてきた子宮の入り口を、ガンガンと激しく突かれて美月は世界が白くなっていった。

　湧き上がる快楽の大波に美月は飲み込まれ、膣壁の強い収縮が始まると、真希も動きを止めて、美月の最奥に白濁の熱を吐き出した。

（ああ……気持ちいい）

　お互いに荒い呼吸のまま、顔を見合わせると満足げな笑みを浮かべてクスクスと笑い合った。

「腹、減ったな」

「すきましたね」

　人間の三大欲求の一つが、解消された今、食欲が顔を出し始める。ぐぅっと真希の胃袋が唸ると、美月の腹も返答するように小さく鳴いた。

「夕飯、どうするか？」

「作り始めようとしてただけで、まだ全然用意できてませんよ？」

「じゃあ、今夜は宅配するか」

「これ、パターン化しそうですね」

　真希が出張から帰ってきた日の夜のルーティンになりそうだ。

「だな。その前に、抜かずにもう一回な」

「え？　ちょっと……ん、ん、あっ……やだ、動かないで……スマホを、取りに……」

　キッチンに置きっぱなしになっているスマホを取りに行こうとする美月の腰を掴んで、真希は「だめ」と耳元で囁いた。





※※※






（明日の仕事、本当に有給使うか……考えちゃうよね）

　美月は使った食器を洗いながら、気怠い身体となんとなく重く感じる腰の疲労に、考えが堕落しそうになる。

「百面相して遊んでるの？」

　後ろに立っていた真希が、美月の肩に抱きつきながら声をかけてきた。

　あれから宅配が届くギリギリまでセックスをしていた。夕飯を食べて、お風呂に入る前に洗い物だけは終わらせようとキッチンに立った。その美月を彼は追いかけてきて、ひっつき虫のようにべったりとくっついていた。

「真希さん、洗いにくいです」

「嬉しかったんだ」

「はい？」

「美月に、『見事に落ちました』って言われたとき。俺の一方的な思いで、化粧品を盾にして結婚したって自覚はあったから。美月が俺を想ってくれてるのが嬉しい。ありがとう」

真希がそんなことを考えていたなんて……。

「私も嬉しかった。最初は両親の夢のため……っていう気持ちのほうが強かったです。家事ができない自分を知られたら、嫌われるんじゃないかって、結婚してからずっと怖かった。知られないようにするのって難しくて、完璧には振る舞えなくて……知られてしまったときはもうだめだって思ったんです。そしたら真希さんは笑顔で受け入れてくれて、救われました。お義母さんが来たときも守ってくれる真希さんの背中を見て、『好き』って思いました」

　美月も素直な気持ちを真希に伝えた。

「やばい、幸せすぎる」

　真希が美月をさらに強く抱きしめた。

「真希さん、愛してます。これからも一緒にいてください」

「もちろん。どんな問題も二人で解決して、いろんな思いを共有していこう」

「はい！」

　美月は元気よく返事をした。

　完璧でなくていい。補い合っていけばいい。二人でできないことがあっても、自分たちならきっと解決していける。

（私は真希さんと出会えてよかった）

「真希さん……離れてもらってもいい？　食器が洗いにくい」

「……嫌だ」

　もう、と美月は頬を膨らませた。

（おじいちゃん、おばあちゃんになっても……仲良し夫婦でいようね）

　意外と子どもみたいに甘えてくる真希が嫌いじゃない美月だった。

　


了









あとがき








　初めましての方も、お久しぶりの方も、こんにちは。ひなた翠です。

　『契約妻は淫靡な御曹司に溺愛されています』を最後まで読んでいただき、ありがとうございます。

　いかがだったでしょうか？　読んでいる間、楽しい時間を満喫できた……と思っていただければ嬉しいです。

　いつかは現代の夫婦ものを書きたい！

　その思いが届き、今回はすでに夫婦になった二人の恋物語を描けました。契約でしかないと思っていた結婚生活が、実は真希のちょっと粘着質な愛に溢れていたという物語。

「できない」にフォーカスして自己嫌悪してしまう美月が、できない自分を受け入れて、頑張り過ぎない己になっていく……という、彼女の成長が伝わっていたら嬉しいです。

　私自身もそうですが、他の多くの方もきっと「できない」ことにフォーカスして日々、自己嫌悪と反省を繰り返していると思います。なんで自分はできないんだ、と責めてしまう。まわりの人たちはできるのに、自分だけなぜ……。

　できないものはできない！　できる人、得意だという人に任せるという勇気が持てたなら、人生が驚くほど楽しくて幸せで、明るいものになります。それを美月から感じとっていただき、読んでくださった誰かの心に響いて、「できない自分」を責めないでほしいな、と思います。

　最後に、手にしてくださった読者さま、無知な私に優しく教えて導いてくださった編集さま、関係各社さま、イケメンヒーローと、綺麗なヒロインの表紙を描いてくださった八美☆わん先生、ありがとうございます。

　ちょっとエッチな表紙に憧れていたので、今回願いが叶って幸せです。

　皆さまのおかげで、素敵な表紙付きの電子書籍になりました。感謝申し上げます。

　またお目にかかれる日まで。






ひなた翠
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